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学生の確保の見通し等を記載した書類

1 学生確保の見通し及び申請者としての取り組み状況

（１）学生確保の見通し

(1)-1 全国及び中国地方における教育系学部・学科の状況

下の表は、全国私立大学の教育学系統の近年の志願者増減指数推移についてのﾃﾞｰﾀであ

る。教育学系統への志願者がここ 10 年で約 2.5 倍に増えたことがわかる。この伸び率は他

の学系と比べても、医療･衛生学系統の 264.3 に次いで 2 番目であった。

私立大学学部系統別志願者増減・指数推移

学部系統 03 年度 08 年度 12 年度 13 年度 対前年(13 対 12)指数 (13 対 08)指数 (13 対 03)指数

教育学系 40,244 47,799 89,089 98,537 110.6 206.1 244.8

                     大学ｿﾘｭｰｼｮﾝ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞﾃﾞｰﾀ集 2013 より作成

本学が独自で行った高校生アンケート調査(詳細は(1)-2 で記述)も、教育学系統への高校

生の関心の高さを示すものとなった。別資料「広島修道大学人文学部教育学科新設に係る

ニーズアセスメント調査報告書」（以下、報告書と略す。）の「グラフ 興味のある学問分

野 p.12」のとおり、興味のある学問分野として「教育･保育」を選択したものが一番多かっ

たのである。

表１と表２は、平成 23 年度から平成 26 年度までの最近 4 年間の中国地方の教育系学部・

学科における志願状況、中国地方の教育系・学科における定員充足状況をそれぞれ示した

ものである。全体としては、実質倍率が 11 年度 2.8 倍、12 年度 2.5 倍、13 年度 2.6 倍、

14 年度 2.3 倍であり、4 年間での定員充足率も 107.2%と安定している。大学別に見ると、

特に広島地区の教育学部・学科では新設校 1 校を除いては、おおむね学生を確保している

ことがわかる。

また、グラフ１は、広島修道大学教育学科の母体となる教育学専攻の平成 23 年度から平

成 26 年度までの志願状況と定員充足率を示したものである。実質倍率は平成 23 年度 4.6
倍、平成 24 年度 4.1 倍、平成 25 年度 3.2 倍、平成 26 年度が 3.5 倍である。本学の倍率は、

中国地方の私立大学の中では、過去 4 年間のうち、3 年間は最も高く、定員充足率は 124.5%
であった。これらは表 1 に示す中国地方の教育系学部・学科の実質倍率の中でも他大学に

比べて極めて高い倍率であり、教育学専攻は中国地区の中心的私立大学として高校生が進

学したい専攻として位置付いている。

以上の全国及び中国地方における教育系学部・学科の状況や教育学専攻の現況から見て、

18 歳人口の減少する中においても、本学教育学科には十分な志願者と定員を充足すること
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ができると考えられる。

(1)-2 高校生アンケート調査の結果

広島修道大学が平成 28 年に新設を予定する「人文学部 教育学科」の学生確保の見通し

を得るために平成 26 年 9 月から 10 月上旬にかけて、「新設構想についての高校生アンケー

ト調査」を実施した（客観性を保つため、第三者機関に依頼）。広島修道大学に志願者・入

学者が多い広島県を中心とした中・四国地方の実績校 85 校（島根県 9 校、岡山県 7 校、広

島県 52 校、山口県 14 校、愛媛県 3 校）に調査を依頼し、28 年度入試を受験する可能性が

最も高い高校 2 年生 11,961 人から回答を得ることができた。

アンケート調査より明らかになったことは次の通りである。

① 広島修道大学が人文学部に新設を予定する「教育学科」の概要を示し、受験意欲の有無

についての回答を求めた結果、回答を得た高校生 11,961 人のうちの約１割に当たる

1,230 人が「受験したい」と答えた。

（報告書 p.13 グラフ広島修道大学教育学科の受験意欲の有無）

② 広島修道大学の「教育学科」を「受験したい」とした 1,230 人に対し、合格した場合の

入学意欲について回答を求めた結果、予定される入学定員 100 名の 5.8 倍となる 579
人が「入学したい」と回答、621 人が「併願大学の結果によっては入学したい」と回答

した。                       

（報告書 p.13 広島修道大学教育学科への受験・入学意欲）

③ 広島修道大学の「教育学科」を「受験したい」とした 1,230 人に対し、現時点で最も選

択したいと思うコースについて回答を求めた結果、「初等教育コース」が 569 人、「学校

教育コース」が 260 人、「教育科学コース」が 172 人、「未定」が 192 人であった。

    （報告書 p.14 広島修道大学教育学科に入学した場合、最も選択したいコース）

以上のアンケート調査結果からは、アンケートを実施した 85 校にとどまらず広く募集活

動を展開することで学生確保に十分な入学ニーズが期待できることが明らかとなった。

（２）学生確保に向けた具体的な取り組み状況

表３は、教育学科が設置される平成 28 年度から平成 44 年度までの都道府県別の 18 歳人

口の推移を示したものである。これによると 16 年間で全国では 87.3%の減少が見られるが、

広島県は 91.3%で、東京都 114.1%、沖縄県 102.5%、福岡県 96.8%、愛知県 93.5%、神奈

川県 92.8%、滋賀県 91.4%に次いで 7 番目に減少率が少ない県となっている。しかしなが

ら中国地方全体では、86.7%と全国平均を下回る減少率である。

現在は中国地区では高い競争力を維持し、学生の約 81%が広島県出身で占める本学では

あるが、これからの学生確保に向けて一層魅力的な大学づくりを行うことが、今後の最大

の課題であるといえよう。
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(2)-1 大学全体の取り組み

① 「地域イノベーションコース」「グローバルコース」の新設

平成 26 年度より、専門性を活かしながら持続可能なコミュニティの発展に能動的に寄

与できる人材、地域課題の発見を通して新たな価値を創造できる人材を養成するための「地

域イノベーションコース」とグローバルな視野を持ちながら地域に根ざして活躍できる人

材を養成する「グローバルコース」を全学部対象にスタートさせた。「地域イノベーション

コース」には 252 名の学生が履修登録している。また、「グローバルコース」については、

入試出願時希望者 724 名、内入学者実数 217 名の中から 29 名を選考したが、その TOEIC
平均値は 549 であった。

② 「地(知)の拠点（COC）整備事業」の発展

本学は平成 25 年に COC に採択され、上記「地域イノベーションコース」を含む「イノ

ベーションブリッジによるひろしま未来協創プロジェクト」に取り組んでいる。今後も「地

(知)の拠点大学による地方創生推進事業～地(知)の拠点 COC プラス～」等に積極的に参画

し、地方大学等への進学、地元企業への就職など地元学生定着促進に貢献していきたい。

③ 高大連携事業の強化

広島県備北地区の高校と本学をインターネット回線で結び、双方向で行う高大連携遠隔

授業や「はばたけ未来に向けて～大学での学びと私たちの未来～」などの高校生向けの公

開講座などを積極的に実施し、大学の学びを理解するとともに本学の様子を高校生が知る

機会を提供している。

④ 奨学金制度・スカラシップ制度の充実

奨学金制度については、学生支援機構奨学金以外に本学独自の 8 種(貸与３，給付 5)
の奨学金制度を整備して学生の学びを支援するとともに学業、課外活動、資格取得、国際

交流に関するスカラシップ(給付)も充実させている。

⑤ 社会的ニーズに応じた大学づくり

保護者や高校生の関心が職業や資格志向に移行していることに対応して、平成 28 年に

は幼児期から青年期にわたる複数の教員免許や資格が取得できる教育学科、平成 29 年には

臨床心理士を養成する心理学科及び管理栄養士を養成する管理栄養学科の 2 学科で構成す

る健康科学部の設置を決定して準備に取りかかっている。

また、人口減少とグローバル化に対応する国際系・政策系・環境系の新学部新学科設置

の検討にも入っている。

(2)-2 教育学科の取り組み

① 教育学科の魅力のアピール

幼稚園教諭、保育士、小学校教諭、中学校教諭、高校教諭、特別支援学校教諭の免許・

資格課程を置き、3 つのコース制によって、今日要請されている学校段階間を繋ぐ､あるい

は特別支援教育を充実させる 2 種類の免許取得を保証する学科は他にあまり例を見ない。



4

この魅力をしっかり強調して広報し、学生の確保に努める。

② 複数の多様な入試による学生確保

AO インターアクション入試、公募推薦入試、指定校推薦入試、一般入試(前期 A 日程、

前期 B 日程、前期 C 日程、後期日程）大学入試センター試験利用入試(前期日程、後期日程)
一般・センター併用入試、社会人入試、外国人留学生入試の複数の多様な入試を行い、教

育学科のアドミッションポリシーに基づいた学生の確保に努める。

③ 広島修道大学附属鈴峯女子高等学校からの内部推薦枠の設定

合併により附属の女子高等学校が誕生する。そこで①の入試に加え、附属高校からの

内部推薦枠を設定し、一定の優秀な女子学生を確保する。

④ 少人数教育によるきめ細かな教育

教育学科は13名の専任教員と 4名の教職課程担当教員の17名のスタッフで運用するの

で、少人数教育によるきめ細やかな教育が可能となる。たとえば、1 年生から 4 年生まで、

教育調査演習、教育研究演習Ⅰ･Ⅱ、教育学演習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳの各演習を必修としている。

特に、2 年次の教育研究演習と 3 年･4 年次の教育学演習は 14 クラスを開設して、平均 7 名

の少人数指導で、教育に関する幅広い事象について学問的に読む･書く･聴く･議論する・解

析する総合力や主体的に学ぶ力を確実に付けていく。この他、各種の丁寧な教育の取り組

みを通して確実な教育成果をあげ、一層の学生の確保に繋げる。

２ 人材需要の動向等社会の要請

（１） 人材の要請に関する目的その他の教育研究上の目的

教育学科は、『人間の発達と形成』に関して誕生・成熟・死に至る時間的連なりと家庭・

学校・社会に関わる空間的広がりにおいて理解する学際的・総合的視点からの教育を行い、

現代の教育と人間形成に関する諸問題に対応した教育観と教育実践力を備えた人材を養成

することを目的とする。

また、教育学科は教員養成を主たる目的とする学科である。そこで、教育学科の教員

養成に対する理念・構想として以下の４点をあげる。なお、以下に記す「教育者」とは、

保育所、幼稚園・小学校をはじめとした学校教員及び家庭・職場・地域社会にあって教育

的な責任を果たす社会人を指す。

① 社会の幅広い教育的ニーズに対応できる教育者の育成

平成26年7月3日、教育再生実行会議は「今後の学制等のあり方について」と題する第5
次提言を公にした 。そこでは、「子供の発達に応じた教育の充実、様々な挑戦を可能にす

る制度の柔軟化など、新しい時代にふさわしい学制を構築する」ことが掲げられ、具体的

には「全ての子供に質の高い幼児教育を保障するため、無償教育、義務教育の期間を見直
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す」こと、「小中一貫教育を制度化するなど学校段階間の連携、一貫教育を推進する」こと、

さらには、「発達障害児を含む特別支援教育を必要とする児童生徒に対して、きめ細かい指

導や社会的自立に向けた支援を行う」ことを求められている。これらを受けて複数学校種

の免許状取得を促進するための免許制度の改革などが進行している。

こうした社会の教育的ニーズの変化や広がりに対応できる人材の養成のため、教育学科

では、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、中学校教諭一種免許状（社会）、高

等学校教諭一種免許状（地理歴史）、特別支援学校教諭一種免許状、保育士資格及び社会教

育主事任用資格の各課程を設置し、複数免許・資格を学生に取得させることをめざす。学

生は2年次より、 幼児期から児童期への子どもたちへの教育的働きかけに重点を置いて学

ぶ初等教育コース、 思春期・青年期を視野に入れた児童・生徒への教育的働きかけを重点

に学ぶ学校教育コース、 人間に対する理解を高めるとともに、自らのキャリア形成に活か

していくために教育学を深く学ぶ教育科学コースに分かれて、複数免許の取得を目指すこ

とになる(コースの定員は設けない)。複数免許とは、初等教育コースでは幼稚園＋小学校、

保育士＋幼稚園、幼稚園＋特別支援学校、小学校＋特別支援学校、学校教育コースでは小

学校＋中学校、中学校＋高校、小学校＋特別支援学校、中学校＋特別支援学校、高校＋特

別支援学校、教育科学コースでは中学校＋高校、中学校＋特別支援学校、高校＋特別支援

学校のいずれかの組み合わせである。

② 個性的・自律的な教育者の養成

平成９年の教員養成審議会第一次答申には、教員に求められる資質・能力として、「得意

分野を持つ個性豊かな教員」があげられている。言うまでもなく、得意分野や個性は教員

としての基本的な知識・技能が修得されたうえで実現されるべきものである。そこで、認

定を受けようとする課程の「教科に関する科目」では内容知の修得を前面に出し、学士課

程教育にふさわしい幅広く基礎的な知識･技能の修得を図っていく。また、すべての学生に

20単位以上の教育学専門科目の履修を義務づけ、広く教育学的識見を有することを保障す

る。加えて、文科系総合大学としての強みを活かし、幅広く開講されている科目の履修を

奨励していく。

こうして、幅広い知識や技能の確実な定着を図るとともに、従来から力を入れてきた初

年次からの少人数の演習形態の授業を継続させ、担当教員の面接指導や学生の自己評価、

学生同士の相互評価によって学修成果の振り返りを定期的に行っていくなど、評価方法に

も工夫をこらし、幅広い学修をとおした自己理解の伸長をめざす。

③ 他者や環境に配慮できるコミュニケーション能力を備えた教育者の育成

「個性豊かな教員」とは、自らが個性的であるとともに、児童生徒に個性を見出し、そ

の可能性の発現のために助力できる存在でなければならない。そのためには、児童生徒の

保護者や地域社会と適切な関係をもつことができるようになることが求められ、他者や多
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様な環境の独自性に配慮できる態度と主体的かつ共感的に関わることのできるコミュニ

ケーション能力が必要となる。

前述能力の育成のために本学は、誕生から成熟、死に至る生涯学習の視点と家庭・学校・

社会に関わる社会的視点から教育課程を組織し、幅広くバランスのとれた教育学的教養を

提供する。各教科の指導法に関する科目については内容の充実を図り、模擬授業の機会を

増やし、学生が相互に授業分析を行うことを教育内容に盛り込んでいく。また、卒業の為

の必修科目である英語科目はもとより、英語以外の言語や国際理解に関して開講されてい

る様々な科目の履修及び海外セミナー等の異文化体験を奨励するほか、小学校課程の外国

語活動の必修化に対応した科目を設けるなど、地球的視野の育成を図る。さらに、10人程

度の少人数で行われる演習、各種インターンシップ、教育実習、社会教育実習、その他の

ボランティア活動をとおして多面的なコミュニケーション能力の育成をめざす。その他、

本学は、地域密着型の大学として地域社会との交流を推進し、それらの活動への参加も促

していく。

教育現場における体験を通した学修に関しては、教育学専攻は、平成18年度から広島市

教育委員会との連携事業「大学生による学校支援活動」として学校教育インターンシップ

を実施、保育学科は、文部科学省の補助事業の採択を受け、「広島西部子育て文化研究セン

ター」を設け、幼稚園・保育所・児童館等においてボランティア活動を実施、高い評価を

得てきた。教育学科においても、アクティブラーニングの手法を積極的に取り入れ、これ

らの活動の集約化と充実を図っていく。

教育実習については、複数の担当教員によって効果的な実施を期していく。４年次後期

に必修とする「教職実践演習」においては、４年間の学修成果を担当教員が厳格に評価す

るとともに、学生同士のピア・レビューを行っていく。

４年次修了時には、「卒業研究」を必修とし、公開発表会を行い、ディプロマ・ポリシー

の達成度から成績評価を行い、教育の質を確保する。

④ 生涯にわたって研究と修養に励むことのできる教育力を備えた教育者の養成

本学は、『中庸』の一節を「天はすべての人にそれぞれ個性を与えた。その個性を伸ばし

ていくのが人間の生きる道である。そしてこの道をわかりやすく説くことが教育である。」

と解釈している。これは本学教職員が果たすべき責任を示すものであるが、教育学科で学

ぶ学生にも求められるべき資質・能力であるといえる。21世紀を迎え、社会と学問の変化

はさらに激しさを増している。こうした状況にあって、教育者としての責任を果たし続け

るためには、生涯にわたって研究と修養に励むことのできる態度と資質が不可欠である。「

個性を伸ばしていくのが人間の生きる道である」というとき、それは生涯発達の全過程を

意味する。平成９年の教員養成審議会第一次答申にも「教科等に関する専門的知識及び技

能の教授に当たっては、単にそれぞれの学問分野の研究成果や特定の技能の修得にとどま

らず、教職に就いてから後も、社会の変化や学問研究の進展等に自ら対応し、自立的に学
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習を進めることができる基礎的な能力を養うことが、特に求められる。」と記されている通

りである。「学び続ける教員像」の確立は、教員養成の今日的課題である。

生涯にわたって自ら問題を発見し、その解決に向かって、他者と協働的にとりくむこと

のできる態度と資質の育成は容易なものではない。しかし、上記の学士課程教育にふさわ

しい幅広く基礎的な知識・技能を確実に修得させていくことは、生涯にわたって持続する

学習力を高めることに通じると考える。

（２） 人材需要の見通し

(2)-1 人材需要アンケート調査の結果(幼稚園・保育所等)
教育学科の卒業生の人材需要の見通しを測定するために、平成 26 年 9 月に、広島県及

び山口県東部の幼稚園、保育所、認定子ども園、児童養護施設、病児保育園など計 756 カ

所を対象として人材需要アンケート調査を行い、269 カ所(回収率 35.6%)から回答を得た。

短期大学で取得できる幼稚園教諭免許や保育士資格を 4 年生大学で取得した学生に、幼

稚園や保育所等がどの程度、採用の意向を持っているかの見通しを探ってみた。以下がそ

の結果である。

① 6 割以上の施設等で 4 年生大学卒の幼稚園教諭・保育士が勤務し、採用幅は拡大傾向

にある。(報告書 p.33)
② 平成 27 年 4 月 1 日の「子ども・子育て新支援制度」の開始を控え､幼稚園教諭免許状・

保育士資格の両方を持つものが不足気味である。(報告書 p.34)
③ 回答施設の半数近くが教育学科卒業生に採用意欲を示し、118人の採用数が示された。

(報告書 p.36) 
上記アンケート調査結果からは、幼稚園、保育所等では人材需要の見通しが立つと考え

られる。

また、厚生労働省は平成 27 年 1 月に「保育士確保プラン」を公表し、その中で、保育の

質の充実のために平成 29 年度までに新たに 6.9 万人の保育士が必要となること、平成 30
年以降も継続的に保育士確保に取り組むことを述べている。一方、「子ども・子育て新支援

制度」の下で、幼稚園と保育所の両機能を持つ認定子ども園の新設や既存の保育所、幼稚

園からの認定子ども園への移行が、積極的に政策誘導されることを考えると、幼稚園教諭、

保育士の養成は今後の社会のニーズに対応するものであることを確信している。

(2)-2 教員の需要見通し

(2)-2-1 近年の教員採用試験の結果

中国・四国地方の平成 24 年度から 26 年度までの 3 カ年の教員採用試験の結果を概観し

てみる。表４は小学校、表５は中学校、表６は高等学校、表７は特別支援学校の採用試験

結果である。いわゆる｢団塊の世代｣の教員の退職に伴って全般的に採用数は伸びている。
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小学校に関しては、岡山県・岡山市、広島県・広島市、山口県では 3 桁の採用があり好調

である。中学校社会科については、岡山県・岡山市、広島県・広島市、山口県､香川県で 2
桁の採用が見られる。高等学校地歴科には、広島県・広島市で 2 桁の採用があるが鳥取県

のように募集のない県も見られる。特別支援学校では、全ての県で 2 桁の採用がある。

同３カ年の、広島修道大学の試験結果は次の通りである。

(2)-2-2 今後の教員の需要見込み

教育学科が完成年度を迎える平成 31 年度以降の教員の需要見通しを得るために、平成 22
年度学校教員統計調査に基づいて､幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援教育学校

の各教員退職者数(公私立合計)について予測した。

表８が幼稚園(公私立)、表９が小学校(公立)、表 10 が中学校(公立)、表 11 が高等学校(公
私立)、表 12 が特別支援学校(公立)である。一方、グラフ 2～６は、平成 31 年度の各教員

退職者数を 100 として、以降の増減推移を表している。グラフ 2 が幼稚園、グラフ 3 が小

学校、グラフ 4 が中学校、グラフ 5 が高等学校、グラフ 6 が特別支援学校である。

幼稚園(公私立)の教員退職者に関しては、平成 30 年まで緩やかに増加し、平成 31 年度に

減少して後横ばいとなり、平成 48 年度より全国、広島県ともに急激に増加する。先に述べ

た「子ども・子育て新支援制度」の展開とともに、今後一定の教員需要が継続するとみる

ことができる。

小学校の教員退職者は、全国では平成 29 年度をピークに平成 39 年度に平成 24 年度のレ

ベルまで落ち、その後も減少を続ける。

中学校の教員退職者は，全国では平成 32 年度にピークを迎え、その後減少していき、平

成 46 年度には平成 24 年度と同程度になる。広島県は全国に比べて減少率が高い。また、

四国地方のピークは平成 33年度であり、平成 35年度まで平成 31年度の退職者数を上回る。

高等学校の教員退職者は、全国では平成 34 年度にピークを迎えその後減少するが平成 37

広島修道大学教員採用候補者選考試験結果（過去３年間）

卒業見込 既卒者

4 8

英語 1 3

社会 5

英語 1 3

地理・歴史 1

公民

商業 1

情報

6 21

6 6

英語 1 3

社会 4

英語 2 1

地理・歴史 1

公民

商業

2

10 16

12 11

英語 2 5

社会 1 3

数学 1

英語 1

地理・歴史 1

公民

商業

3

15 25

2013年度までの小学校免許は聖徳大学とのプログラムにて取得。

2012

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

計

中学校

高等学校

特別支援学校

計

中学校

高等学校

合格者

※データは主に広島県・広島市採用試験結果　県外採用試験に関しては自己申告人数を計上

2013

小学校

年度 受験校種・職種

特別支援学校

計

2014

小学校
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年度までは平成 31 年度の退職者数を上回る。四国地方の減少率は平成 38 年度にいったん

減少するが、その後は平成 47 年度まで平成 31 年度を上回る退職者があり、その後減少し

ていく。

特別支援学校の退職教員者は、全国では平成 35 年度、広島県は平成 31 年度をピークに

減少する。中国地方や四国地方ではピークはそれぞれ平成 32 年度、平成 35 年度であり、

平成平成 38 年度までは平成 31 年度を上回る退職者があることが分かる。特別支援学校に

ついては、特別支援教育の重要性が認識される中で、教育再生実行会議が「教師が特別支

援教育に関する知識･技能を身につけることができるよう，特別支援学校の教師は必須化も

視野に入れ、特別支援学校免許状の取得を促進する。」としている。このような政策が今後

浸透していけば、長期にわたり一定の教員需要が期待できるともいえる。

小学校、中学校、高等学校の教員の今後の需要の見込みに関しては、教育学科の第 1 期

生が就職する平成 31年から平成 24年と同程度の退職者数に減少するまで、全国で見ると，

小学校で約 8 年、中学校で 15 年、高等学校で 7 年程度しかない。子どもの人口動態から考

えても、教育委員会が教員構成のバランスを取るために一定数の教員を採用したり、教職

員定数法が改定されたり、自治体レベルで少人数教育政策が促進されたりしない限り、そ

の教員需要の増加を期待することは難しいのが現実であると言える。幸い、広島市では「少

人数教育推進のための段階的プラン」が平成 16 年に公表されている。その目的は「小学校・

中学校で概ね 20 人程度の少人数学級による教育を行うこととし、その実現に向けて計画

的・段階的に取り組むため、第一段階として、小学校低学年を概ね 20 人程度の学級とし、

その他を概ね 30 人程度の学級編制とすること」である。現在，段階的プランの第一期が終

了し、小学校 1 年生から中学校 1 年生までのすべての学級が 35 人以下であることが実現し

ている。このプランの最終目標は，小学校、中学校のすべてを 20 人程度のクラスにするこ

とである。第 2 期の段階的プランの提示はまだなされていないが、地域貢献を設置理念と

する教育学科では、その早期の展開に期待するものである。

このように小学校、中学校、高等学校の教員需要が減少する傾向の中で、本学教育学科

が一定の社会貢献を果たしていくための方策として考えているのが、これまで何度も述べ

た社会のニーズに応えていくための意味のある複数免許状取得の奨励である。

初等教育コース、学校教育コース、教育科学コースの 3 コースを通じて、児童理解ので

きている保育士・幼稚園教諭、乳幼児理解のできている小学校教諭、青年期理解のできて

いる小学校教諭、児童理解のできている中学校･高等学校教諭の養成を目指す。このことは

小１プロブレムや中 1 ギャップの問題に見られる学校段階連携の課題解決に貢献するとと

もに、認定子ども園、中等教育学校、中学校・高等学校一貫校、構想中の小中一貫教育学

校(仮称)，小中一貫型小学校・中学校(仮称)の教員需要に応えるものである。また、小学校

免許を基礎とする特別支援学校教諭免許取得者が全国的に多い中で､それに加えて幼稚園

教諭免許、中学校教諭免許、高等学校教諭免許のそれぞれを基礎とした特別支援学校教諭

の免許状を取得させることにより、特別支援教育分野で活躍できる人材を輩出したい。



10

このことは、これからの教員需要が減少する中でも、本学教育学科がその存在意義を示

すことができる点であると確信している。

上記の表は､教育学専攻の過去 3 年間の偏差値の推移である。(1)-2 高校生アンケート調査

の結果からすると、教育学科になっても同等あるいはそれ以上の偏差値を有する学力の高

い学生を確保することができると考えている。加えて、教育学科担当教員 17 名の丁寧な少

人数教育の下、次のような取り組みや選択科目の履修等を通して学生に付加価値をつけ、

教育界に有為な人材を送り出していく。教員採用状況が厳しくなっても、教育委員会が求

める質の高い人材養成を行い、確実に合格者を出していきたい。

① 教職フォーラム

有識者の講演を聴き、初等、中等教育現場で活躍する OB・OG 教員と教職をめざす学生

との交流を通して、教職をめざす学生の資質能力の一層の向上と意欲渙発とを目指すもの

として平成 18 年度から毎年開催している。（参加者：平成 25 年度 96 名、平成 26 年度 83
名）

② 大学生による学校支援活動

広島市立、廿日市市立及び呉市立の幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校で各教科・領域や部活動の指導補助など各園・校が必要とする教育活動の支援活動を行

うことにより、実際の教育現場に関する理解を深め、教育学理論との接合を目指す。原則

１年間を通じて行うが、学生によっては 3 年間続ける者もいる。（参加者：平成 25 年度

43 名、平成 26 年度 58 名 ）

③ 教職課程学習室での自主学習

教科書、参考書、問題集及びこれまで蓄積された採用試験に関する諸資料が整備された

教職課程学習室は朝 9 時から夜 10 時まで、教員採用試験を受ける学生たちが利用する。

複数のグループを作り、自主的に勉強会等を企画し切磋琢磨している。そこを巣立った OB･

OG 教員も日曜日などに自ら訪れ､学生たちの疑問に答えたり指導を行う伝統が確立してい

る。

④ 学内での教育採用試験受験対策模擬試験の実施

年に 3 回、東京アカデミーの教育採用試験受験対策模擬試験を学内で実施している。

学生は、それらの試験結果を参考に自分の学力を客観的に把握し、採用試験に向けての各

自の学習計画を立てている。

⑤ 教育学特論

教育学特論Ⅰ(教職教養研究)、教育学特論Ⅱ(教科内容研究)、教育学特論Ⅲ(体育実技

指導研究)、教育学特論Ⅳ（ひろしまの教育）、教育学特論Ⅴ(野外活動指導法)､教育学特論

教育学専攻の合格者平均偏差値

　 平成23年度 平成24年度 平成25年度
代々木ゼミ 53.7 53.2 54.5
ベネッセ 54.9 55.4 55.2
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Ⅵ(絵画表現)、教育学特論Ⅶ(レクリエーション)、教育学特論Ⅷ･Ⅸ（音楽理論とピアノ実

技）、教育学特論Ⅹ(発声法)等の選択履修を通して、教師としての付加価値をつける。

(2)-3 人材需要アンケート調査の結果(企業・団体等)
教育学科の卒業生は､全員が教員免許・資格を取って教育現場に就職する者ばかりではな

く、免許・資格を取って一般就職する者、教育学のみを学問として深く研究して一般就職

する者、大学院へ進学する者などがいる。そこで、広島修道大学卒業生の採用実績がある

広島県内を中心とした中国・四国地方の企業・団体など計 609 カ所に人材需要アンケート

調査を依頼し、教育学科卒業生の採用意向について､その見通しを確かめた。回収率は 39.1%
であり、幅広い業種にわたる様々な規模の企業・団体 238 カ所から回答を得ることができ

た。調査結果は以下の通りである。

① 一般企業の採用においては出身学部・学科よりも、社会的基礎力を重視する傾向があ

る。(報告書 p.49)
② 7 割が広島修道大学の卒業生を定期的に採用し、4 割以上が「教育学科」の必要性を

認めている。(報告書 p.49)
③ 3 割以上が「教育学科」卒業生に採用意欲を示し、採用可能人数の合計は 105 人、「採

用したい」のみに限っても 54 人であった。採用意欲を示しながらも人数未提示だっ

た事業所が 33 カ所を含めると、更なる人材需要があると推察される。(報告書 p.50)
以上のように、これまでの広島修道大学卒業生の社会的評価にも助けられながら、一般

就職に関しても、人材需要の見通しは十分にあると考えられる。
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3章 人材需要の見通し調査②【新設構想についての人材需要アンケート調査（企業・団体等）】結果

【添付①】「新設構想についての高校生アンケート調査」

【添付②】「新設構想についての人材需要アンケート調査（幼稚園・保育所等）」

【添付③】「新設構想についての人材需要アンケート調査（企業・団体等）」



12

表１ 中国地方の教育系学部・学科における志願状況（平成 23年度～平成 26年度）

志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率

一般 291 54 5.4 244 53 4.6 176 54 3.3 285 55 5.2

推薦・AO 41 6 6.8 31 4 7.8 26 4 6.5 19 2 9.5

合計 332 60 5 .5 275 57 4 .8 202 58 3 .5 304 57 5 .3

一般 475 118 4.0 375 127 3.0 625 129 4.8 295 127 2.3

推薦・AO 148 61 2.4 126 57 2.2 150 56 2.7 129 54 2.4

合計 623 179 3 .5 501 184 2 .7 775 185 4 .2 424 181 2 .3

一般 404 177 2.3 331 170 1.9 429 174 2.5 341 171 2.0

推薦・AO 273 87 3.1 272 90 3.0 251 88 2.9 258 93 2.8

合計 677 264 2 .6 603 260 2 .3 680 262 2 .6 599 264 2 .3

一般 525 174 3.0 396 176 2.3 482 192 2.5 415 184 2.3

推薦・AO 50 17 2.9 52 15 3.5 64 1 64.0 40 9 4.4

合計 575 191 3 .0 448 191 2 .3 546 193 2 .8 455 193 2 .4

一般 925 107 8.6 730 104 7.0 897 114 7.9 623 109 5.7

推薦・AO 122 10 12.2 104 11 9.5 91 11 8.3 117 10 11.7

合計 1,047 117 8 .9 834 115 7 .3 988 125 7 .9 740 119 6 .2

一般 309 116 2.7 316 115 2.7 348 115 3.0 350 117 3.0

推薦・AO 155 25 6.2 170 29 5.9 184 29 6.3 148 29 5.1

合計 464 141 3 .3 486 144 3 .4 532 144 3 .7 498 146 3 .4

一般 - - - - - - - - - - - -

推薦・AO - - - - - - - - - - - -

合計 96 96 1 .0 87 86 1 .0 101 88 1 .1 - - -

一般 20 17 1.2 25 22 1.1 35 27 1.3 37 23 1.6

推薦・AO 12 12 1.0 24 24 1.0 27 26 1.0 26 25 1.0

合計 32 29 1 .1 49 46 1 .1 62 53 1 .2 63 48 1 .3

一般 205 49 4.2 150 93 1.6 185 105 1.8 257 118 2.2

推薦・AO 122 76 1.6 108 56 1.9 108 88 1.2 133 94 1.4

合計 327 125 2 .6 258 149 1 .7 293 193 1 .5 390 212 1 .8

一般 428 147 2.9 400 149 2.7 465 127 3.7 479 148 3.2

推薦・AO 200 55 3.6 216 52 4.2 213 51 4.2 214 56 3.8

合計 628 202 3 .1 616 201 3 .1 678 178 3 .8 693 204 3 .4

一般 53 53 1.0 48 43 1.1 93 29 3.2 67 36 1.9

推薦・AO 50 50 1.0 70 68 1.0 90 84 1.1 121 73 1.7

合計 103 103 1 .0 118 111 1 .1 183 113 1 .6 188 109 1 .7

一般 573 208 2.8 441 181 2.4 461 181 2.5 435 181 2.4

推薦・AO 115 45 2.6 109 54 2.0 125 46 2.7 111 46 2.4

合計 688 253 2 .7 550 235 2 .3 586 227 2 .6 546 227 2 .4

一般 142 71 2.0 142 59 2.4 167 58 2.9 89 64 1.4

推薦・AO 96 77 1.2 119 76 1.6 150 82 1.8 127 75 1.7

合計 238 148 1 .6 261 135 1 .9 317 140 2 .3 216 139 1 .6

一般 245 85 2.9 270 84 3.2 274 114 2.4 271 104 2.6

推薦・AO 170 58 2.9 159 61 2.6 106 49 2.2 67 34 2.0

合計 415 143 2 .9 429 145 3 .0 380 163 2 .3 338 138 2 .4

一般 774 161 4.8 732 171 4.3 705 216 3.3 654 184 3.6

推薦・AO 36 15 2.4 26 16 1.6 19 12 1.6 33 14 2.4

合計 810 176 4 .6 758 187 4 .1 724 228 3 .2 687 198 3 .5

一般 276 127 2.2 186 118 1.6 220 111 2.0 173 108 1.6

推薦・AO 56 50 1.1 69 50 1.4 63 57 1.1 64 62 1.0

合計 332 177 1 .9 255 168 1 .5 283 168 1 .7 237 170 1 .4

一般 18 13 1.4

推薦・AO 10 10 1.0

合計 28 23 1 .2

一般 62 58 1.1 89 75 1.2 92 86 1.1 89 83 1.1

推薦・AO 45 45 1.0 47 47 1.0 59 59 1.0 69 65 1.1

合計 107 103 1 .0 136 122 1 .1 151 145 1 .0 158 148 1 .1

一般 393 170 2.3 332 170 2.0 403 163 2.5 313 192 1.6

推薦・AO 85 73 1.2 71 61 1.2 109 83 1.3 94 76 1.2

合計 478 243 2 .0 403 231 1 .7 512 246 2 .1 407 268 1 .5

一般 176 140 1.3 125 108 1.2 178 140 1.3 196 142 1.4

推薦・AO 25 21 1.2 26 21 1.2 45 26 1.7 36 25 1.4

合計 201 161 1 .2 151 129 1 .2 223 166 1 .3 232 167 1 .4

一般 712 157 4.5 467 171 2.7 568 206 2.8 566 201 2.8

推薦・AO 221 66 3.3 167 62 2.7 207 67 3.1 182 66 2.8

合計 933 223 4 .2 634 233 2 .7 775 273 2 .8 748 267 2 .8

一般 - - - - - - - - -

推薦・AO - - - - - - - - -

合計 45 45 1 .0 49 48 1 .0 42 42 1 .0

一般 63 56 1.1 62 58 1.1 112 105 1.1 99 80 1.2

推薦・AO 31 29 1.1 15 15 1.0 51 51 1.0 63 62 1.0

合計 94 85 1 .1 77 73 1 .1 163 156 1 .0 162 142 1 .1

一般 115 72 1.6 - - - 168 94 1.8 183 93 2.0

推薦・AO 29 24 1.2 - - - - - - 28 23 1.2

合計 144 96 1 .5 - - - 168 94 1 .8 211 116 1 .8

一般 7,166 2,317 3.1 5,861 2,247 2.6 7,083 2,540 2.8 6,217 2,520 2.5

推薦・AO 2,082 902 2.3 1,981 869 2.3 2,138 970 2.2 2,079 993 2.1

合計 9,344 3 ,315 2 .8 7,974 3 ,247 2 .5 9 ,371 3,646 2 .6 8 ,338 3 ,555 2 .3

※　「-」は非公表、斜線は未設置を示す。

(※1) 平成24年、乳幼児教育学科から名称変更。

(※2) 平成24年、文学部と生活科学部を国際教養学部と人間生活学部の2学部に改組。

(※3) 入試結果は、こども学科以外の他2学科を含む福祉健康学部全体の結果。

(※4) 平成24年、文学部児童教育学科を改組。

(※5) 平成24年、人間社会学科を心理臨床・子ども学科と国際交流学科に改組。

平成26年度

広島県 1994 70

50

広島県

広島県

山口県

私立

私立

私立

私立

入試別
平成23年度

80

2,264

私立

国立

私立

15 広島修道大学 人文学部
人間関係学科

教育学専攻
広島県 1973

14 比治山大学 現代文化学部 子ども発達教育学科 私立

私立

13 美作大学 生活科学部 児童学科 岡山県 1967 80

12
ノートルダム清心

女子大学
人間生活学部 児童学科 私立

私立

11 中国学園大学 子ども学部 子ども学科 岡山県 2006 70

10 就実大学 教育学部 初等教育学科 私立

私立

9 くらしき作陽大学 子ども教育学部 子ども教育学科 岡山県 2008 110

8 吉備国際大学 心理学部 子ども発達教育学科

私立

私立

番

号
大学名 学部名 学科・専攻名

設置

年度
所在地

2000 100

8018 広島文化学園大学 学芸学部 子ども学科 2010広島県

19 広島文教女子大学 人間科学部 初等教育学科

7 環太平洋大学 次世代教育学部

16

40

幼児教育心理学科 2012

岡山県

広島県

平成24年度 平成25年度

2004 50

岡山県 2007

岡山県 2011

岡山県 1996

90

こども発達学科
※ 1 2007 80

入学

定員

75

120

設置

区分

国立

21 安田女子大学 教育学部 児童教育学科
※4 2012

広島県20 福山平成大学 福祉健康学部 こども学科
※3 私立

私立

22 東亜大学 人間科学部
心理臨床・

子ども学科
※5 2007 40

23

広島女学院大学 人間生活学部
※2

8017 広島都市学園大学 子ども教育学部 子ども教育学科 2014広島県

子ども未来学科 2005山口県梅光学院大学 子ども学部

110

私立

私立

24 山口学芸大学 教育学部 子ども教育学科 2007 60山口県

合計

1 鳥取大学 地域学部 地域教育学科 鳥取県 1949 49

2 島根大学 教育学部 学校教育課程 島根県 1949 170

3 岡山大学 教育学部 学校教育教員養成課程 岡山県 1949 250

4 広島大学 教育学部 第一類（学校教育系） 広島県 1949 180

国立

国立

5 福山市立大学 教育学部 児童教育学科 広島県 2011 100

6 山口大学 教育学部 学校教育教員養成課程 山口県 1949 130

公立

国立
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表２ 中国地方の教育系学部・学科における定員充足状況（平成 23年度～平成 26年度）

1 鳥取大学 地域学部 地域教育学科 鳥取県 国立 1949 49 196 236 120 .4% 平成26年5月1日現在

2 島根大学 教育学部 学校教育課程 島根県 国立 1949 170 680 715 105 .1% 平成26年5月1日現在

3 岡山大学 教育学部 学校教育教員養成課程 岡山県 国立 1949 250 1,000 1,074 107 .4% 平成26年5月1日現在

4 広島大学 教育学部 第一類（学校教育系） 広島県 国立 1949 180 1,980 2,148 108 .5%
平成26年5月1日現在
教育学部全体の結果

5 福山市立大学 教育学部 児童教育学科 広島県 公立 2011 100 400 410 102 .5% 平成26年5月1日現在

6 山口大学 教育学部 学校教育教員養成課程 山口県 国立 1949 130 520 562 108 .1% 平成26年5月1日現在

7 環太平洋大学 次世代教育学部 こども発達学科
※1 岡山県 私立 2007 80 340 305 89 .7%

平成26年5月1日現在
平成24年,100名から入学定員減

8 吉備国際大学 心理学部 子ども発達教育学科 岡山県 私立 2007 40 160 129 80 .6%

9 くらしき作陽大学 子ども教育学部 子ども教育学科 岡山県 私立 2008 110 420 428 101 .9% 平成26年5月1日現在

10 就実大学 教育学部 初等教育学科 岡山県 私立 2011 75 310 359 115 .8% 平成26年5月1日現在

11 中国学園大学 子ども学部 子ども学科 岡山県 私立 2006 70 300 334 111 .3% 平成26年5月1日現在

12
ノートルダム清心

女子大学
人間生活学部 児童学科 岡山県 私立 1996 120 480 587 122 .3% 平成26年5月1日現在

13 美作大学 生活科学部 児童学科 岡山県 私立 1967 80 840 959 114 .2%
平成26年5月1日現在
生活科学部全体の結果

14 比治山大学 現代文化学部 子ども発達教育学科 広島県 私立 1994 70 300 328 109 .3% 平成26年5月1日現在

15 広島修道大学 人文学部
人間関係学科

教育学専攻
広島県 私立 1973 50 200 249 124 .5% 平成26年5月1日現在

16 広島女学院大学 人間生活学部
※2 幼児教育心理学科 広島県 私立 2012 90 270 273 101 .1%

平成26年5月1日現在
収容定員は3学年分

17 広島都市学園大学 子ども教育学部 子ども教育学科 広島県 私立 2014 80 80 16 20 .0% 平成26年5月1日現在

18 広島文化学園大学 学芸学部 子ども学科 広島県 私立 2010 80 340 322 94 .7% 平成26年5月1日現在

19 広島文教女子大学 人間科学部 初等教育学科 広島県 私立 2000 100 360 495 137 .5% 平成26年5月1日現在

20 福山平成大学 福祉健康学部 こども学科 広島県 私立 2004 50 200 214 107 .0% 平成26年5月1日現在

21 安田女子大学 教育学部 児童教育学科
※3 広島県 私立 2012 110 330 365 110 .6%

平成26年5月1日現在
収容定員は3学年分

22 東亜大学 人間科学部
心理臨床・

子ども学科※4 山口県 私立 2012 40 120 86 71 .7%
平成26年5月1日現在
収容定員は3学年分

23 梅光学院大学 子ども学部 子ども未来学科 山口県 私立 2005 80 330 287 87 .0% 平成26年5月1日現在

24 山口学芸大学 教育学部 子ども教育学科 山口県 私立 2007 60 250 270 108 .0% 平成26年5月1日現在

2,264 10,406 11,151 107 .2%

(※1) 平成24年、乳幼児教育学科から名称変更。
(※2) 平成24年、文学部と生活科学部を国際教養学部と人間生活学部の2学部に改組。
(※3) 平成24年、文学部児童教育学科を改組。
(※4) 平成24年、人間社会学科を心理臨床・子ども学科と国際交流学科に改組。

合計

収容定員 学生数 定員充足率 備考
入学
定員

番
号

大学名 学部名 学科名
設置
区分

所在地
設置
年度
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表3　都道府県別の人口推移（18歳人口）

大学進学年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度 平成38年度 平成39年度 平成40年度 平成41年度 平成42年度 平成43年度 平成44年度
減少率

（H28→H44）
全国 1,179,213 1,184,555 1,165,566 1,164,101 1,152,243 1,137,151 1,106,667 1,088,270 1,047,581 1,050,216 1,057,294 1,061,358 1,032,856 1,033,580 1,050,806 1,037,231 1,029,800 87.3%
北海道 48,553 47,978 46,370 45,449 45,306 45,526 43,889 43,355 40,754 40,726 41,016 40,382 39,030 39,365 39,292 38,686 38,189 78.7%
青森県 13,548 13,443 12,902 12,454 12,460 12,060 11,517 10,991 10,254 10,192 9,891 9,916 9,081 9,303 9,531 9,168 9,126 67.4%
岩手県 12,647 12,572 12,498 12,126 12,000 11,817 11,188 10,904 10,524 10,111 10,237 9,947 9,735 9,578 9,310 9,276 9,231 73.0%
宮城県 22,019 22,092 21,543 21,714 21,587 21,199 20,614 20,156 19,309 19,071 19,259 19,849 18,442 18,749 18,062 18,707 18,949 86.1%
秋田県 9,647 9,539 9,151 9,043 8,594 8,385 8,129 7,791 7,668 7,401 7,416 7,282 6,767 6,640 6,658 6,543 6,177 64.0%
山形県 11,115 10,948 10,686 10,655 10,646 10,431 9,881 9,717 9,284 9,327 9,091 9,179 8,570 8,445 8,555 8,212 8,159 73.4%
福島県 20,469 20,411 20,172 19,703 19,627 19,145 18,299 18,058 17,119 17,044 16,756 16,437 15,881 15,579 15,072 13,770 14,546 71.1%
茨城県 28,481 28,594 28,138 28,188 27,689 27,504 26,476 26,304 24,808 24,787 24,726 24,445 23,596 23,272 23,219 22,896 22,358 78.5%
栃木県 18,899 18,670 18,553 18,404 18,695 18,516 17,973 17,759 17,232 17,069 16,798 16,992 16,445 16,070 15,913 15,973 15,588 82.5%
群馬県 19,667 19,481 19,223 19,394 18,917 18,843 18,238 17,887 17,143 16,804 16,647 16,674 16,153 15,444 15,637 14,914 14,732 74.9%
埼玉県 67,210 66,782 65,693 65,695 65,141 64,595 63,077 62,016 59,903 60,302 60,571 60,322 58,667 58,050 58,059 56,943 57,470 85.5%
千葉県 54,703 54,832 54,336 54,913 54,116 54,142 53,012 52,511 50,598 50,448 50,607 51,047 49,920 49,317 50,379 48,881 48,344 88.4%
東京都 96,351 97,485 96,606 98,440 96,697 96,810 95,204 94,596 91,921 93,299 96,108 98,467 99,215 101,791 106,027 107,401 109,984 114.1%
神奈川県 80,091 81,629 80,649 81,171 80,593 79,412 78,131 77,417 74,752 75,797 76,217 77,268 75,941 76,465 76,000 75,477 74,319 92.8%
新潟県 22,594 22,626 21,536 21,644 21,049 20,535 19,485 19,574 18,467 18,684 18,614 18,244 17,642 17,576 17,667 17,476 17,066 75.5%
富山県 10,184 10,200 10,002 10,118 10,040 9,999 9,444 9,455 8,918 8,775 8,629 8,622 8,207 8,047 7,823 7,880 7,722 75.8%
石川県 11,155 11,566 11,034 11,386 11,101 10,858 10,791 10,289 10,020 9,981 10,169 10,065 9,625 9,424 9,555 9,544 9,449 84.7%
福井県 8,136 8,024 7,891 7,926 7,662 7,544 7,453 7,144 7,005 7,016 7,047 6,930 6,807 6,578 6,728 6,712 6,461 79.4%
山梨県 8,611 8,551 8,135 8,227 7,936 7,814 7,633 7,403 6,997 6,984 6,872 6,725 6,463 6,496 6,412 6,336 6,198 72.0%
長野県 21,144 21,220 20,984 20,726 20,616 20,365 19,599 19,230 18,570 18,412 18,359 18,023 17,129 16,970 16,917 16,661 16,326 77.2%
岐阜県 20,450 20,765 20,546 20,775 19,983 19,984 19,458 18,676 18,005 17,953 17,498 17,727 16,792 16,317 16,851 16,496 16,000 78.2%
静岡県 35,375 35,196 35,200 35,145 34,604 34,643 33,628 33,340 31,967 31,970 32,571 32,191 31,148 31,140 31,172 30,810 30,260 85.5%
愛知県 71,483 72,801 72,382 72,494 71,911 70,628 69,133 68,983 66,293 66,921 68,074 68,940 67,736 67,894 68,973 67,913 66,818 93.5%
三重県 17,874 17,971 17,641 17,439 17,444 17,157 16,689 16,457 15,411 15,805 15,558 15,440 15,071 14,778 15,080 14,729 14,514 81.2%
滋賀県 14,241 14,378 14,540 14,393 14,422 14,345 14,005 13,839 13,282 13,323 13,518 13,472 12,941 13,006 13,338 13,236 13,014 91.4%
京都府 23,175 23,401 23,480 23,185 22,925 22,509 22,387 21,323 21,107 21,375 21,123 21,084 20,522 20,353 20,707 20,111 20,104 86.7%
大阪府 81,321 82,666 82,615 81,482 80,355 78,824 76,073 74,721 71,562 71,748 72,462 72,913 71,101 71,845 73,919 73,012 72,053 88.6%
兵庫県 53,226 54,558 53,572 53,255 52,386 51,419 50,247 48,978 46,900 47,041 47,370 47,634 45,814 45,640 47,351 46,436 45,672 85.8%
奈良県 13,615 13,638 13,289 13,209 12,933 12,608 12,338 11,748 11,419 11,490 11,369 11,013 10,617 10,352 10,400 10,565 10,190 74.8%
和歌山県 9,759 9,775 9,397 9,449 9,092 8,801 8,566 8,043 7,747 7,724 7,411 7,660 7,310 7,144 7,460 7,424 7,122 73.0%
鳥取県 5,644 5,532 5,445 5,402 5,531 5,189 5,286 5,206 4,900 5,063 4,854 4,873 4,707 4,580 4,931 4,771 4,759 84.3%
島根県 6,630 6,536 6,404 6,476 6,550 6,250 6,089 5,951 5,847 5,757 5,822 5,721 5,422 5,574 5,582 5,585 5,534 83.5%
岡山県 18,996 18,999 18,531 18,353 18,387 18,420 17,560 17,186 16,534 16,491 16,558 16,675 16,053 16,187 16,635 16,279 16,210 85.3%
広島県 27,070 26,970 26,422 26,125 26,488 25,929 25,588 24,974 24,359 24,343 24,799 24,774 24,448 24,509 25,469 24,846 24,713 91.3%
山口県 13,111 13,281 13,053 12,911 12,921 12,758 12,158 11,869 11,582 11,448 11,364 11,347 11,147 11,030 11,222 10,797 10,705 81.6%
中国地方合計 71,451 71,318 69,855 69,267 69,877 68,546 66,681 65,186 63,222 63,102 63,397 63,390 61,777 61,880 63,839 62,278 61,921 86.7%
徳島県 7,023 7,176 6,955 7,032 6,717 6,759 6,513 6,213 5,946 5,869 5,932 5,778 5,657 5,573 5,914 5,744 5,665 80.7%
香川県 9,158 9,434 9,340 9,273 9,309 9,209 8,758 8,741 8,531 8,052 8,269 8,159 7,905 7,994 8,311 8,161 8,059 88.0%
愛媛県 13,777 13,653 13,231 13,049 12,862 12,585 12,342 12,007 11,432 11,427 11,366 11,431 11,041 11,080 11,329 11,130 10,696 77.6%
高知県 6,947 6,709 6,599 6,588 6,626 6,448 6,120 5,876 5,740 5,763 5,687 5,569 5,449 5,353 5,244 5,266 5,266 75.8%
福岡県 47,423 47,620 46,386 46,568 46,697 45,729 44,558 44,051 42,784 43,131 44,575 45,086 43,939 44,714 46,220 45,815 45,897 96.8%
佐賀県 9,031 9,150 8,727 8,752 8,763 8,283 8,075 7,983 7,681 7,583 7,689 7,777 7,280 7,347 7,613 7,440 7,276 80.6%
長崎県 14,455 14,385 13,892 13,852 13,428 13,078 12,651 12,268 11,828 12,011 11,817 11,821 11,580 11,494 11,727 11,723 11,566 80.0%
熊本県 17,791 17,615 17,462 17,233 17,040 16,745 16,395 16,123 15,599 15,582 15,781 16,158 15,755 15,714 16,118 15,996 15,954 89.7%
大分県 11,067 11,077 10,685 10,733 10,801 10,448 10,166 9,912 9,743 9,900 9,855 10,000 9,690 9,690 9,988 9,650 9,605 86.8%
宮崎県 11,660 11,351 11,027 10,940 10,937 10,703 10,256 10,184 9,760 9,831 10,148 10,097 9,783 10,037 10,152 9,858 9,854 84.5%
鹿児島県 16,904 16,551 15,831 16,038 15,844 15,875 15,409 15,085 14,656 14,656 14,723 15,096 14,570 14,745 15,244 14,841 14,637 86.6%
沖縄県 16,783 16,724 16,812 16,574 16,815 16,325 16,186 15,976 15,720 15,729 16,071 16,106 16,062 16,331 16,918 17,074 17,209 102.5%
年齢（平成26年時点） 17歳 16歳 15歳 14歳 13歳 12歳 11歳 10歳 9歳 8歳 7歳 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

※「大学進学年度」が平成28～41年の人数は平成22年国勢調査人口等基本集計に基づく。平成24年人口動態統計月報年計（概数）に基づく。

※「大学進学年度」が平成42年の人数は平成23年人口動態統計（確定数）に基づく。合計数は海外で出生した122人を含む。

※「大学進学年度」が平成43年の人数は平成24年人口動態統計（確定数）に基づく。合計数は海外で出生した67人を含む。

※「大学進学年度」が平成44年の人数は平成25年人口動態統計月報年計（概数）に基づく。合計数は海外で出生した54人を含む。
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表4　中国・四国地方　教員採用試験（小学校）　結果（平成24～26年度）

【中国】 自治体名 年度 備考 自治体名 年度 備考

採用予定数 70 採用予定数 約335

受験者数 318 受験者数 853

1次合格者数 187 1次合格者数 400

最終合格者数 70 最終合格者数 347

競争率 4.5 競争率 2.5

採用予定数 95 採用予定数 約365

受験者数 341 受験者数 900

1次合格者数 192 1次合格者数 438
最終合格者数 95 最終合格者数 388

競争率 3.6 競争率 2.3

採用予定数 約85 採用予定数 約375

受験者数 312 受験者数 966
1次合格者数 179 1次合格者数 499

最終合格者数 85 最終合格者数 390

競争率 3.7 競争率 2.5

採用予定数 約70 採用予定数 140

受験者数 369 受験者数 465

1次合格者数 171 1次合格者数 220

最終合格者数 74 最終合格者数 140

競争率 5.0 競争率 3.3

採用予定数 約50 採用予定数 185

受験者数 335 受験者数 451

1次合格者数 122 1次合格者数 254

最終合格者数 50 最終合格者数 186

競争率 6.7 競争率 2.4

採用予定数 約50 採用予定数 約195

受験者数 300 受験者数 425
1次合格者数 126 1次合格者数 220

最終合格者数 51 1次免除者数 53

競争率 5.9 最終合格者数 195

採用予定数 310 競争率 2.2
受験者数 1,044

1次合格者数 533
最終合格者数 310

競争率 3.4

採用予定数 270

受験者数 1,178

1次合格者数 540

最終合格者数 270

競争率 4.4

採用予定数 300

受験者数 1,266

1次合格者数 553
最終合格者数 300

競争率 4.2

障害者・1次免除者を含まず。

受験者数・1次合格者数には各科

特別選考・1次免除・現職教員選
考を含まず。

広島県･

広島市

24

25

26

山口県

26

24

25

岡山県

・岡山市

24

25

26

特別支援教育担当を含まず。

小学校

鳥取県

24

25

26

島根県

24

25

26

小学校

【四国】 自治体名 年度 備考 自治体名 年度 備考

採用予定数 約132 採用予定数 約40

受験者数 488 受験者数 266

1次合格者数 173 1次合格者数 123

最終合格者数 108 最終合格者数 49

競争率 4.5 競争率 5.4

採用予定数 約148 採用予定数 約40

受験者数 528 受験者数 259

1次合格者数 210 1次合格者数 93
最終合格者数 109 最終合格者数 47

競争率 4.8 競争率 5.5

採用予定数 約126 採用予定数 約60

受験者数 458 受験者数 246
1次合格者数 167 1次合格者数 113

最終合格者数 88 最終合格者数 63

競争率 5.2 競争率 3.9

採用予定数 約217

受験者数 478

1次合格者数 267
最終合格者数 159

競争率 3.0

採用予定数 約228

受験者数 374

1次合格者数 250

最終合格者数 149

競争率 2.5

採用予定数 約230

受験者数 414

1次合格者数 254

最終合格者数 154

競争率 2.7

採用予定数 約70

受験者数 468

1次合格者数 96

最終合格者数 72
競争率 6.5

採用予定数 50
受験者数 506

1次合格者数 75

最終合格者数 52
競争率 9.7

採用予定数 約50

受験者数 448

1次合格者数 78
最終合格者数 52

競争率 8.6

小学校

香川県

24 採用予定数は小・中全体。

25 採用予定数は小・中全体。

26 採用予定数は小・中全体。

26

徳島県

24 採用予定数は小・中 全体。

25 採用予定数は小・中 全体。

26 採用予定数は小・中 全体。

小学校

愛媛県

24 障害者特別選考を含まず。

25 障害者特別選考を含まず。

26
障害者・スポーツ振興の各特別

選考を含まず。

高知県

24

25
受験者・1次合格者数には東京都

協調選考を含まず。
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表5　中国・四国地方　教員採用試験（中学校）　結果（平成24～26年度）
【中国】 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 備考 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 備考

採用予定数 26(中学校全体、技術募集なし) 採用予定数 約180(中学校全体)

受験者数 48 74 49 48 20 17 66 - 20 62 受験者数 142 160 108 89 74 21 133 13 27 214
1次合格者数 15 10 25 32 7 7 16 - 3 8 1次合格者数 19 21 29 47 17 12 27 8 7 55
最終合格者数 3 1 7 9 1 1 2 - 1 1 最終合格者数 13 18 25 36 16 8 25 8 4 43
競争率 16.0 74.0 7.0 5.3 20.0 17.0 33.0 - 20.0 62.0 競争率 10.9 8.9 4.3 2.5 4.6 2.6 5.3 1.6 6.8 5.0

採用予定数 50(中学校全体) 採用予定数 約180(中学校全体)
受験者数 42 78 61 61 22 16 86 4 17 57 受験者数 128 163 118 89 56 31 149 12 39 211
1次合格者数 15 12 25 30 4 6 36 3 9 17 1次合格者数 27 34 38 23 17 18 44 5 8 37

最終合格者数 5 5 8 12 1 2 9 1 1 6 最終合格者数 23 29 31 19 9 11 35 2 3 29
競争率 8.4 15.6 7.6 5.1 22.0 8.0 9.6 4.0 17.0 9.5 競争率 5.6 5.6 3.8 4.7 6.2 2.8 4.3 6.0 13.0 7.3

採用予定数 約29（中学校全体）、約25（中高共通） 採用予定数 約180(中学校全体)

受験者数 ◎72 75 ◎85 57 24 15 83 3 16 ◎70 受験者数 118 161 129 96 76 29 148 12 35 220
1次合格者数 ◎23 22 ◎33 30 4 6 37 2 3 ◎22 1次合格者数 40 39 38 26 18 11 35 9 8 46
最終合格者数 ◎6 7 ◎12 10 1 2 5 1 1 ◎9 最終合格者数 28 27 28 18 10 6 25 4 3 34
競争率 ◎12.0 10.7 ◎7.1 5.7 24.0 7.5 16.6 3.0 16.0 ◎7.8 競争率 4.2 6.0 4.6 5.3 7.6 4.8 5.9 3.0 11.7 6.5

採用予定数 約30(中学校全体) 採用予定数 4 6 12 16 3 2 2 1 1 11

受験者数 38 43 57 36 33 9 47 9 14 42 受験者数 39 63 65 67 34 20 70 3 8 80

1次合格者数 11 12 17 16 10 5 11 5 7 20 1次合格者数 12 17 26 32 9 6 7 2 4 27
最終合格者数 3 2 8 5 2 1 2 1 1 6 最終合格者数 4 6 12 17 3 2 2 1 1 11
競争率 12.7 21.5 7.1 7.2 16.5 9.0 23.5 9.0 14.0 7.0 競争率 9.8 10.5 5.4 3.9 11.3 10.0 35.0 3.0 8.0 7.3

採用予定数 約30(中学校全体) 採用予定数 8 10 11 13 1 2 3 1 1 14
受験者数 41 50 62 37 30 13 45 9 10 33 受験者数 47 71 76 56 34 22 63 4 16 70
1次合格者数 14 22 15 17 12 6 13 6 7 15 1次合格者数 22 28 29 33 6 8 12 2 4 33
最終合格者数 4 6 3 5 3 1 3 1 1 4 最終合格者数 8 10 11 14 1 2 3 1 1 14
競争率 10.3 8.3 20.7 7.4 10.0 13.0 15.0 9.0 10.0 8.3 競争率 5.9 7.1 6.9 4.0 34.0 11.0 21.0 4.0 16.0 5.0

採用予定数 約30(中学校全体) 採用予定数 12 12 16 18 5 4 7 2 2 16
受験者数 32 48 62 36 24 15 55 6 10 29 受験者数 45 76 84 42 38 26 62 5 11 59
1次合格者数 14 22 17 14 11 6 21 3 5 17 1次合格者数 25 27 31 22 14 12 18 4 6 29

最終合格者数 4 5 3 6 2 1 5 0 1 5 1次免除者数 4 8 9 5 0 3 5 1 0 9
競争率 8.0 9.6 20.7 6.0 12.0 15.0 11.0 － 10.0 5.8 最終合格者数 13 12 16 17 5 4 7 2 2 17

採用予定数 17 13 21 22 8 5 16 4 4 25 競争率 3.5 6.3 5.3 2.5 7.6 6.5 8.9 2.5 5.5 3.5

受験者数 104 148 124 114 93 30 145 22 22 157

1次合格者数 33 24 41 39 20 14 37 12 12 46
最終合格者数 16 13 21 22 8 5 17 4 4 25
競争率 6.5 11.4 5.9 5.2 11.6 6.0 8.5 5.5 5.5 6.3

採用予定数 17 18 16 17 9 4 15 3 6 25
受験者数 108 159 157 141 98 31 145 19 23 159
1次合格者数 34 36 32 34 21 10 32 11 16 50

最終合格者数 17 18 16 17 9 3 16 4 5 25
競争率 6.4 8.8 9.8 8.3 10.9 10.3 9.1 4.8 4.6 6.4

採用予定数 20 19 20 19 3 4 17 2 3 23

受験者数 128 168 164 129 72 32 148 13 29 167
1次合格者数 41 40 42 40 9 9 36 6 13 49
最終合格者数 20 19 20 18 2 3 18 2 3 25
競争率 6.4 8.8 8.2 7.2 36.0 10.7 8.2 6.5 9.7 6.7

【備考(広島
県・広島市)】

25年…受験
者数・1次合
格者数に1次
免除者・現職
教員選考・特

別選考を含ま
ず。

【備考(山口
県)】　24年…
身体障害者特
別選考を含ま

ず。受験者
数・1次合格
者数に1次免
除者を含ま
ず。

24

25

26

24

25

26

24

25

26

24

25

26

24

鳥取県

島根県

岡山県・
岡山市

広島県･

広島市

山口県

【備考(鳥取
県)】　「◎」は
中高共通。24

年…特別支援
教育担当を含
まず。

【備考(島根
県)】　24年…
特別支援教育
担当を含まず。

25

26

年度・項目 年度・項目

【四国】 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 備考 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 備考

採用予定数 約132(小学校・中学校全体)、約6(中高共通) 採用予定数 約10 若干名約10 約10 約1 約1 若干名約1 約1 約10

受験者数 35 55 35 32 47 13 53 12 30 52 受験者数 41 66 57 29 29 5 55 7 16 55
1次合格者数 5 8 16 17 9 6 16 4 6 26 1次合格者数 19 9 21 15 5 3 10 3 3 21
最終合格者数 2 3 6 7 3 1 8 1 2 10 最終合格者数 10 3 14 8 2 1 4 1 1 11
競争率 17.5 18.3 5.8 4.6 15.7 13.0 6.6 12.0 15.0 5.2 競争率 4.1 22.0 4.1 3.6 14.5 5.0 13.8 7.0 16.0 5.0

採用予定数 約148(小学校・中学校全体)、約5(中高共通) 採用予定数 約6 約6 約6 約8 約1 約1 約5 約1 約1 約5
受験者数 46 59 31 45 ◎48 ◎23 63 9 ◎29 53 受験者数 42 67 47 29 21 14 59 8 7 47
1次合格者数 9 9 19 16 ◎7 ◎4 26 5 ◎7 24 1次合格者数 13 14 13 17 5 4 12 3 3 13
最終合格者数 3 3 7 6 ◎2 ◎1 9 1 ◎2 10 最終合格者数 6 6 4 5 1 1 5 0 1 5
競争率 15.3 19.7 4.4 7.5 ◎24.0 ◎23.0 7.0 9.0 ◎14.5 5.3 競争率 7.0 11.2 11.8 5.8 21.0 14.0 11.8 - 7.0 9.4

採用予定数 約126(小学校・中学校全体)、約6(中高共通) 採用予定数 約5 約3 約8 約8 約3 約1 約5 約1 約1 約5
受験者数 42 56 41 35 ◎46 ◎25 56 10 ◎23 43 受験者数 40 55 58 25 33 10 61 6 16 49
1次合格者数 9 23 19 18 ◎9 ◎3 17 3 ◎7 18 1次合格者数 13 10 16 15 9 4 11 3 5 12
最終合格者数 3 7 8 6 ◎3 ◎1 6 1 ◎2 7 最終合格者数 5 3 8 8 3 1 5 1 1 5
競争率 14.0 8.0 5.1 5.8 ◎15.3 ◎25.0 9.3 10.0 ◎11.5 6.1 競争率 8.0 18.3 7.3 3.1 11.0 10.0 12.2 6.0 16.0 9.8

採用予定数 約217(小学校・中学校全体)

受験者数 53 70 44 31 33 18 55 7 10 78
1次合格者数 15 20 15 15 5 4 23 4 4 30
最終合格者数 10 13 7 8 1 1 12 1 2 15
競争率 5.3 5.4 6.3 3.9 33.0 18.0 4.6 7.0 5.0 5.2

採用予定数 約228(小学校・中学校全体)　技術募集なし
受験者数 48 58 47 46 32 13 58 - 14 74
1次合格者数 20 20 23 22 6 4 20 - 5 30
最終合格者数 13 11 13 13 3 1 12 - 2 17
競争率 3.7 5.3 3.6 3.5 10.7 13.0 4.8 - 7.0 4.4

採用予定数 約230(小学校・中学校全体、技術募集なし)
受験者数 365(中学校全体、技術募集なし)
1次合格者数 178(中学校全体、技術募集なし)
最終合格者数 88(中学校全体、技術募集なし)
競争率 4.1(中学校全体、技術募集なし)

採用予定数 5 若干名 10 10 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 5

受験者数 391(中学校全体)
1次合格者数 79(中学校全体)
最終合格者数 46(中学校全体)
競争率 8.5(中学校全体)

採用予定数 5 若干名 5 5 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 10
受験者数 417(中学校全体)
1次合格者数 67(中学校全体)
最終合格者数 37(中学校全体)
競争率 11.3(中学校全体)

採用予定数 5 若干名 5 5 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 5
受験者数 355(中学校全体)
1次合格者数 66(中学校全体)
最終合格者数 33(中学校全体)
競争率 10.8(中学校全体)

高知県

24

【備考(高知
県)】　25年…
受験者・1次
合格者数に東
京都協調選考
を含まず。

25

26

年度・項目

香川県

24

25

26

愛媛県

24

【備考(愛媛
県)】　障害者
特別選考を含
まず。　26年…
スポーツ振興
の特別選考を
含まず。

25

26

徳島県

24

【備考(徳島
県)】　「◎」は
中高共通。

25

26

年度・項目
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表6　中国・四国地方　教員採用試験（高校）　結果（平成24～26年度）
【中国】 国語 日本史 世界史 地理 倫理 政経 数学 物理 化学 生物 地学 音楽 美術 書道 保体 家庭 英語 農業 商業 工業 水産 情報 看護 福祉 備考

採用予定数 2(高校全体、国語・日本史・世界史・地理・倫理・政経・物理・化学・生物・地学・音楽・美術・書道・保体・家庭・英語・農業・商業・水産・情報・看護・福祉募集なし)　

受験者数 - - - - - - 37 - - - - - - - - - - - - 13 - - - -

1次合格者数 - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - - 3 - - - -

最終合格者数 - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

競争率 - - - - - - 37.0 - - - - - - - - - - - - 13.0 - - - -

採用予定数 5(高校全体、日本史・世界史・地理・倫理・政経・化学・生物・地学・音楽・美術・書道・保体・家庭・農業・商業・工業・情報・看護・福祉募集なし)
受験者数 26 - - - - - 32 13 - - - - - - - - 23 - - - 2 - - -

1次合格者数 8 - - - - - 10 4 - - - - - - - - 8 - - - 2 - - -

最終合格者数 1 - - - - - 1 1 - - - - - - - - 2 - - - 0 - - -

競争率 26.0 - - - - - 32.0 13.0 - - - - - - - - 11.5 - - - - - - -

採用予定数 約3(高校全体、日本史・世界史・地理・倫理・政経・物理・化学・生物・地学・音楽・美術・書道・保体・家庭・農業・商業・情報・看護・福祉募集なし)

受験者数 中高共通 － － － － － 中高共通 － － － － － － － － － 中高共通 － － 15 3 － － －

1次合格者数 － － － － － － － － － － － － － － － － 6 3 － － －

最終合格者数 － － － － － － － － － － － － － － － － 1 1 － － －

競争率 － － － － － － － － － － － － － － － － 15.0 3.0 － － －

採用予定数 約23(高校全体、生物・地学・書道・家庭・情報・看護・福祉募集なし)　

受験者数 31 34(地歴) 5(公民) 56 8 19 - - 13 8 - 59 - 48 14 17 7 6 - - -

1次合格者数 12 6(地歴) 4(公民) 10 4 6 - - 6 5 - 11 - 10 6 6 6 6 - - -

最終合格者数 3 1(地歴) 1(公民) 2 1 1 - - 1 1 - 2 - 2 1 2 1 4 - - -

競争率 10.3 34.0(地歴) 5.0(公民) 28.0 8.0 19.0 - - 13.0 8.0 - 29.5 - 24.0 14.0 8.5 7.0 1.5 - - -

採用予定数 約37(高校全体、地学・書道・情報・看護募集なし)

受験者数 35 41(地歴) 10(公民) 61 6 14 16 - 9 7 - 55 12 39 17 23 13 2 - - 5

1次合格者数 14 14(地歴) 5(公民) 12 4 6 6 - 6 6 - 23 6 14 6 11 11 2 - - 4

最終合格者数 2 4(地歴) 1(公民) 4 1 1 1 - 1 1 - 4 1 5 2 3 6 1 - - 1

競争率 17.5 10.3(地歴) 10.0(公民) 15.3 6.0 14.0 16.0 - 9.0 7.0 - 13.8 12.0 7.8 8.5 7.7 2.2 2.0 - - 5.0

採用予定数 約37(高校全体、地学・美術・書道・情報・看護・福祉募集なし)

受験者数 30 37(地歴) 11(公民) 62 6 14 12 － 7 － － 57 10 40 10 18 12 0 － － －

1次合格者数 15 16(地歴) 6(公民) 13 4 6 6 － 6 － － 19 6 16 4 10 10 － － － －

最終合格者数 4 4(地歴) 1(公民) 4 1 1 1 － 0 － － 5 1 5 1 3 4 － － － －

競争率 7.5 9.3(地歴) 11.0(公民) 15.5 6.0 14.0 12.0 － － － － 11.4 10.0 8.0 10.0 6.0 3.0 － － － －

採用予定数 11 3 3 2 - - 12 2 2 1 - 1 2 1 12 1 12 1 5 7 - 2 3 2

受験者数 73 45 35 11 - - 102 25 27 49 - 22 17 14 121 38 83 15 57 33 - 19 10 18

1次合格者数 22 9 8 5 - - 25 7 5 4 - 6 6 5 27 6 24 4 12 18 - 5 7 6

最終合格者数 10 3 3 2 - - 12 2 2 1 - 1 2 1 12 1 10 1 5 9 - 2 4 2

競争率 7.3 15.0 11.7 5.5 - - 8.5 12.5 13.5 79.0 - 22.0 8.5 14.0 10.1 38.0 8.3 15.0 11.4 3.7 - 9.5 2.5 9.0

採用予定数 12 3 3 2 - - 13 3 3 5 - 1 2 - 12 4 10 2 5 8 - - 2 -

受験者数 97 33 39 14 - - 121 31 42 58 - 19 20 - 130 53 84 15 66 39 - - 2 -

1次合格者数 25 8 8 7 - - 27 9 9 13 - 5 7 - 29 12 23 6 13 17 - - 1 -

最終合格者数 12 4 4 1 - - 13 3 2 5 - 1 2 - 14 5 10 2 5 7 - - 0 -

競争率 8.1 8.3 9.8 14.0 - - 9.3 10.3 21.0 11.6 - 19.0 10.0 - 9.3 10.6 8.4 7.5 13.2 5.6 - - - -

採用予定数 12 3 3 3 － － 16 3 4 6 － 1 3 3 14 2 10 3 7 14 － － 3 －

受験者数 103 42 37 18 － － 161 29 46 54 － 21 23 24 143 43 94 14 67 27 － － 9 －

1次合格者数 26 8 8 8 － － 33 8 11 14 － 6 7 8 32 6 22 7 15 18 － － 6 －

最終合格者数 12 3 3 3 － － 16 3 4 6 － 1 3 3 15 3 11 2 8 10 － － 4 －

競争率 8.6 14.0 12.3 6.0 － － 10.1 9.7 11.5 9.0 － 21.0 7.7 8.0 9.5 14.3 8.5 7.0 8.4 2.7 － － 2.3 －

採用予定数 約130(高校全体、水産募集なし)

受験者数 83 49 25 14 9 29 133 21 43 42 7 32 20 19 152 28 112 10 43 28 - 23 0 8

1次合格者数 19 13 6 10 5 6 21 6 10 8 6 5 5 6 27 2 15 2 10 17 - 2 - 3

最終合格者数 13 9 3 4 2 3 19 3 6 3 1 4 3 4 20 1 8 1 7 10 - 1 - 1

競争率 6.4 5.4 8.3 3.5 4.5 9.7 7.0 7.0 7.2 14.0 7.0 8.0 6.7 4.8 7.6 28.0 14.0 10.0 6.1 2.8 - 23.0 - 8.0

採用予定数 約135(高校全体、水産募集なし)

受験者数 87 50 24 19 10 25 130 24 45 51 10 27 29 14 163 39 107 13 43 56 - 28 13 5

1次合格者数 19 11 9 6 3 7 22 10 11 12 5 6 10 5 17 10 25 3 6 38 - 3 11 2

最終合格者数 12 5 3 5 2 3 17 5 4 7 2 2 4 2 11 3 15 1 3 15 - 1 3 1

競争率 7.3 10.0 8.0 3.8 5.0 8.3 7.6 4.8 11.3 7.3 5.0 13.5 7.3 7.0 14.8 13.0 7.1 13.0 14.3 3.7 - 28.0 4.3 5.0

採用予定数 約145（高校全体、水産募集なし）

受験者数 88 55 28 25 10 32 146 25 48 38 6 30 24 15 154 41 104 7 47 44 － 28 2 2

1次合格者数 19 10 9 3 2 10 27 7 17 9 6 6 2 4 33 7 29 5 14 30 － 3 2 1

最終合格者数 14 4 5 1 1 2 19 3 10 4 1 2 1 1 18 3 22 2 7 12 － 1 1 1

競争率 6.3 13.8 5.6 25.0 10.0 16.0 7.7 8.3 4.8 9.5 6.0 15.0 24.0 15.0 8.6 13.7 4.7 3.5 6.7 3.7 － 28.0 2.0 2.0

採用予定数 6 2 2 1 - 1 8 1 4 4 - 1 1 - 2 - 6 2 3 7 2 - - -

受験者数 46 18 17 10 - 15 71 7 15 21 - 12 6 - 83 - 49 9 25 22 1 - - -

1次合格者数 18 7 6 5 - 4 19 3 10 9 - 4 3 - 6 - 18 4 9 11 0 - - -

最終合格者数 6 2 2 1 - 1 8 2 3 5 - 1 1 - 2 - 6 2 3 6 - - - -

競争率 7.7 9.0 8.5 10.0 - 15.0 8.9 3.5 5.0 4.2 - 12.0 6.0 - 41.5 - 8.2 4.5 8.3 3.7 - - - -

採用予定数 3 1 1 - - - 5 1 3 2 - 1 1 - 2 - 5 1 2 5 2 1 - -

受験者数 41 21 17 - - - 62 6 18 17 - 15 9 - 66 - 47 9 28 26 9 6 - -

1次合格者数 12 7 6 - - - 18 2 8 8 - 4 5 - 8 - 19 5 9 12 6 3 - -

最終合格者数 3 1 1 - - - 5 1 3 2 - 1 1 - 2 - 5 1 2 4 2 1 - -

競争率 13.7 21.0 17.0 - - - 12.4 6.0 6.0 8.5 - 15.0 9.0 - 33.0 - 9.4 9.0 14.0 6.5 4.5 6.0 - -

採用予定数 7 1 1 1 － 1 6 2 2 2 1 1 － 1 3 1 6 2 1 6 2 1 － 1

受験者数 43 14 14 8 － 14 62 7 20 20 3 12 － 4 66 6 43 9 22 21 1 3 － 8

1次合格者数 19 4 5 4 － 4 18 3 6 6 2 4 － 4 10 3 18 3 4 10 1 1 － 3

1次免除者数 5 2 1 1 － 1 5 0 0 4 0 0 － 0 4 1 4 0 3 2 1 0 － 0

最終合格者数 7 1 1 1 － 1 6 2 2 2 1 1 － 1 4 1 6 1 1 6 1 1 － 1

競争率 6.1 14.0 14.0 8.0 － 14.0 10.3 3.5 10.0 10.0 3.0 12.0 － 4.0 16.5 6.0 7.2 9.0 22.0 3.5 1.0 3.0 － 8.0

【備考(鳥取県)】　「中高共通」は

「中学校」を参照。

【備考(広島県・広島市)】　25年…

受験者数・1次合格者数に各特別

選考・1次免除者・現職教員選考

を含まず。

【備考(山口県)】　24年…身体障

害者特別選考を含まず。受験者

数・1次合格者数に1次免除者を

含まず。

島根県

24

25

26

岡山県・

岡山市

24

25

26

年度・項目

鳥取県

24

25

26

広島県・

広島市

24

25

26

24

25
山口県

26
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【四国】 国語 日本史 世界史 地理 倫理 政経 数学 物理 化学 生物 地学 音楽 美術 書道 保体 家庭 英語 農業 商業 工業 水産 情報 看護 福祉 備考

採用予定数 約41(高校・特別支援学校全体、地学・商船・情報募集なし)

受験者数 44 27 14 10 20(公民) 60 10 18 23 - 中高共通 13 55 中高共通 37 7 19 17 1 - 2 3

1次合格者数 10 3 3 3 4(公民) 13 5 4 4 - 3 10 13 1 6 4 1 - 2 0

最終合格者数 3 1 2 1 1(公民) 5 2 1 2 - 1 3 4 1 2 1 1 - 1 -

競争率 14.7 27.0 7.0 10.0 20.0(公民) 12.0 5.0 18.0 11.5 - 13.0 18.3 9.3 7.0 9.5 17.0 1.0 - 2.0 -

採用予定数 約46(高校・特別支援学校全体、地学・商船・情報募集なし)　

受験者数 52 37 16 11 18(公民) 75 14 20 16 - 中高共通 8 68 中高共通 39 4 14 20 1 - 1 3

1次合格者数 9 4 3 4 5(公民) 17 3 4 5 - 3 12 10 1 6 3 0 - 1 3

最終合格者数 3 1 1 1 1(公民) 6 1 2 1 - 1 4 3 1 2 1 - - 1 1

競争率 17.3 37.0 16.0 11.0 18.0(公民) 12.5 14.0 10.0 16.0 - 8.0 17.0 13.0 4.0 7.0 20.0 - - 1.0 3.0

採用予定数 約41（高校・特別支援学校全体、政経・情報募集なし）

受験者数 43 18 17 19 18 － 67 14 22 22 2 中高共通 9 69 中高共通 36 4 11 19 2 － 2 5

1次合格者数 9 3 3 3 3 － 12 3 3 3 1 0 11 10 2 4 5 2 － 1 1

最終合格者数 3 1 1 1 1 － 4 1 1 2 0 0 3 3 1 1 2 1 － 1 0

競争率 14.3 18.0 17.0 19.0 18.0 － 16.8 14.0 22.0 11.0 － － 23.0 12.0 4.0 11.0 9.5 2.0 － 2.0 －

採用予定数 約83(高校・特別支援学校全体、地学・商船・情報募集なし)

受験者数 42 24 10 8 12(公民) 37 13 10 22 - 9 7 19 46 10 58 10 18 17 1 - 1 3

1次合格者数 15 6 4 3 3(公民) 15 4 3 6 - 4 5 5 17 3 21 6 6 10 1 - 0 3

最終合格者数 7 3 1 1 1(公民) 8 2 1 3 - 2 2 2 8 1 7 3 3 5 1 - - 2

競争率 6.0 8.0 10.0 8.0 12.0(公民) 4.6 6.5 10.0 7.3 - 4.5 3.5 9.5 5.8 10.5 8.3 3.3 6.0 3.4 1.0 - - 1.5

採用予定数 約82(高校・特別支援学校全体、政経・水産募集なし)

受験者数 41 20 12 11 8(公民) - 41 9 8 16 2 9 12 10 59 10 45 8 24 12 - 4 1 2

1次合格者数 16 6 3 4 2(公民) - 15 2 4 4 2 7 6 3 19 3 20 3 6 9 - 2 0 1

最終合格者数 7 3 1 2 1(公民) - 7 1 2 2 1 3 3 1 7 1 8 1 3 3 - 1 - 1

競争率 5.9 6.7 12 5.5 8.0(公民) - 5.9 9.0 4.0 8.0 2.0 3.0 4.0 10.0 8.4 10.0 5.6 8.0 8.0 4.0 - 4.0 - 2.0

採用予定数 約64（高校・特別支援学校全体、倫理・政経・福祉募集なし）

受験者数 339（高校全体、倫理・政経・福祉募集なし）

1次合格者数 113（高校全体、倫理・政経・福祉募集なし）

最終合格者数 48（高校全体、倫理・政経・福祉募集なし）

競争率 7.1（高校全体、倫理・政経・福祉募集なし）

採用予定数 10 5(地歴) 若干名(公民) 10 10(理科) 若干名 若干名 - 若干名 若干名 若干名 - 若干名 若干名 若干名 - - -

受験者数 587(高校・特別支援学校全体、書道・農業・情報・看護・福祉募集なし)

1次合格者数 137(高校・特別支援学校全体、書道・農業・情報・看護・福祉募集なし)

最終合格者数 78(高校・特別支援学校全体、書道・農業・情報・看護・福祉募集なし)

競争率 7.5(高校・特別支援学校全体、書道・農業・情報・看護・福祉募集なし)

採用予定数 5 若干名(地歴) 若干名(公民) 5 5(理科) 若干名 若干名 - 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 - 若干名 - - -

受験者数 646(高校・特別支援学校全体、書道・工業・情報・看護・福祉募集なし)

1次合格者数 114(高校・特別支援学校全体、書道・工業・情報・看護・福祉募集なし)

最終合格者数 64(高校・特別支援学校全体、書道・工業・情報・看護・福祉募集なし)

競争率 10.1(高校・特別支援学校全体、書道・工業・情報・看護・福祉募集なし)

採用予定数 若干名 若干名(地歴) 若干名(公民) 5 若干名(理科) 若干名 若干名 － 若干名 若干名 5 若干名 若干名 若干名 若干名 － － －

受験者数 580(高校・特別支援学校全体、書道・情報・看護・福祉募集なし)

1次合格者数 112(高校・特別支援学校全体、書道・情報・看護・福祉募集なし)

最終合格者数 58(高校・特別支援学校全体、書道・情報・看護・福祉募集なし)

競争率 10.0(高校・特別支援学校全体、書道・情報・看護・福祉募集なし)

採用予定数 約2 - - - 約1(公民) 約1 約2(理科) - 約1 - 約5 - 約2 約1 - 約2 約1 - 約1 -

受験者数 34 - - - 45(公民) 32 49(理科) - 16 - 57 - 52 15 - 10 1 - 0 -

1次合格者数 15 - - - 8(公民) 7 10(理科) - 5 - 18 - 9 2 - 3 1 - - -

最終合格者数 5 - - - 3(公民) 3 2(理科) - 2 - 10 - 3 1 - 3 0 - - -

競争率 6.8 - - - 15.0(公民) 10.7 24.5(理科) - 8.0 - 5.7 - 17.3 15.0 - 3.3 - - - -

採用予定数 約2 約1(地歴) - - 約1 約2(理科) 約1 - - 約3 約1 約1 - 約2 約3 約3 - 約2 -

受験者数 37 34(地歴) - - 37 49(理科) 12 - - 44 22 44 - 29 15 3 - 4 -

1次合格者数 11 5(地歴) - - 8 13(理科) 4 - - 13 5 9 - 9 7 3 - 3 -

最終合格者数 2 2(地歴) - - 2 2(理科) 1 - - 3 1 1 - 2 4 1 - 1 -

競争率 18.5 17.0(地歴) - - 18.5 24.5(理科) 12.0 - - 14.7 22.0 44.0 - 14.5 3.8 3.0 - 4.0 -

採用予定数 約2 － － － 約1(公民) 約3 約3(理科) － － － 約2 － 約2 約1 － 約5 約2 － 約2 －

受験者数 37 － － － 41(公民) 40 59(理科) － － － 55 － 41 9 － 20 2 － 3 －

1次合格者数 10 － － － 10(公民) 11 17(理科) － － － 12 － 10 5 － 12 2 － 3 －

最終合格者数 2 － － － 1(公民) 3 3(理科) － － － 2 － 2 1 － 3 2 － 2 －

競争率 18.5 － － － 41.0(公民) 13.3 19.7(理科) － － － 27.5 － 20.5 9.0 － 6.7 1.0 － 1.5 －

【備考(徳島県)】　中高共通は「中

学校」を参照。

【備考(愛媛県)】　障害者特別選

考を含まず。　26年…スポーツ振

興の特別選考を含まず。

【備考(高知県)】　24年・25年…受

験者数・1次合格者数に東京都協

調採用を含まず。

徳島県

24

25

26

香川県

24

25

26

愛媛県

24

25

26

高知県

24

25

26

年度・項目
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表7　中国・四国地方　教員採用試験（特別支援学校）　結果（平成24～26年度）

【中国】 自治体名 特別支援 養護教諭 栄養教諭 備考 【四国】 自治体名 特別支援 養護教諭 栄養教諭 備考

採用予定数 18 8 - 採用予定数 約41 約18 -

受験者数 95 47 - 受験者数 80 147 -
1次合格者数 70 20 - 1次合格者数 29 42 -
最終合格者数 18 8 - 最終合格者数 14 20 -
競争率 5.3 5.9 - 競争率 5.7 7.4 -

採用予定数 20 7 - 採用予定数 約46 約18 -
受験者数 101 54 - 受験者数 79 139 -
1次合格者数 72 22 - 1次合格者数 31 45 -
最終合格者数 20 7 - 最終合格者数 15 19 -
競争率 5.1 7.7 - 競争率 5.3 7.3 -

採用予定数 20 6 － 採用予定数 約41 約19 －
受験者数 89 62 － 受験者数 71 118 －
1次合格者数 66 18 － 1次合格者数 30 42 －
最終合格者数 20 6 － 最終合格者数 14 19 －
競争率 4.5 10.3 － 競争率 5.1 6.2 －

採用予定数 約18 約15 約3 採用予定数 約83 約18 約4

受験者数 90 72 27 受験者数 71 103 24
1次合格者数 50 34 12 1次合格者数 37 32 8
最終合格者数 18 15 4 最終合格者数 18 18 4
競争率 5.0 4.8 6.8 競争率 3.9 5.7 6.0

採用予定数 約30 約14 約1 採用予定数 約82 約17 約4
受験者数 92 69 17 受験者数 67 113 31
1次合格者数 60 36 6 1次合格者数 40 30 8
最終合格者数 30 14 1 最終合格者数 20 17 4
競争率 3.1 4.9 17.0 競争率 3.4 6.6 7.8

採用予定数 約30 約16 約2 採用予定数 約64 約18 約1
受験者数 94 84 20 受験者数 49 96 24
1次合格者数 62 44 11 1次合格者数 33 39 6
最終合格者数 27 17 2 最終合格者数 16 18 1
競争率 3.5 4.9 10.0 競争率 3.1 5.3 24.0

採用予定数 30 30 - 採用予定数 約15 約25 若干名

受験者数 127 212 - 受験者数 ※587 117 48
1次合格者数 61 60 - 1次合格者数 ※137 32 6
最終合格者数 30 30 - 最終合格者数 ※78 26 4
競争率 4.2 7.1 - 競争率 ※7.5 4.5 12.0

採用予定数 40 30 6 採用予定数 15 15 若干名
受験者数 163 216 129 受験者数 ※646 96 43
1次合格者数 85 60 16 1次合格者数 ※114 22 6
最終合格者数 40 30 6 最終合格者数 ※64 15 2
競争率 4.1 7.2 21.5 競争率 ※10.1 6.4 21.5

採用予定数 45 40 5 採用予定数 10 10 若干名
受験者数 195 217 70 受験者数 ※580 89 37
1次合格者数 93 80 12 1次合格者数 ※112 15 6
最終合格者数 45 40 5 最終合格者数 ※58 12 3
競争率 4.3 5.4 14.0 競争率 ※10.0 7.4 12.3

採用予定数 約70 約40 - 採用予定数 約16 約10 約4

受験者数 181 203 - 受験者数 79 56 47
1次合格者数 69 53 - 1次合格者数 39 19 9
最終合格者数 55 40 - 最終合格者数 21 8 6
競争率 3.3 5.1 - 競争率 3.8 7.0 7.8

採用予定数 約75 約35 - 採用予定数 約16 約8 約4
受験者数 150 181 - 受験者数 77 63 36
1次合格者数 75 42 - 1次合格者数 33 17 9
最終合格者数 63 34 - 最終合格者数 15 9 4
競争率 2.4 5.3 - 競争率 5.1 7.0 9.0

採用予定数 約85 約30 － 採用予定数 約16 約12 約3
受験者数 202 178 － 受験者数 84 75 33
1次合格者数 103 40 － 1次合格者数 37 22 8
最終合格者数 68 30 － 最終合格者数 17 10 3
競争率 3.0 5.9 － 競争率 4.9 7.5 11.0

採用予定数 11 20 -

受験者数 51 104 -
1次合格者数 29 37 -
最終合格者数 11 20 -
競争率 4.6 5.2 -

採用予定数 10 22 -
受験者数 51 99 -
1次合格者数 33 43 -
最終合格者数 10 22 -
競争率 5.1 4.5 -

採用予定数 約13 約22 －
受験者数 52 98 －
1次合格者数 24 32 －
1次免除者数 10 10 －
最終合格者数 13 22 －
競争率 4.0 4.5 －

【備考(広島県・広島
市)】　25年…受験者
数・1次合格者数に
各特別選考・1次免
除者・現職教員選考
を含まず。

【備考(山口県)】　身
体障害者特別選考
を含まず。24年…受
験者数・1次合格者
数に1次免除者を含
まず。

島根県

24

25

26

山口県

24

25

26

岡山県・
岡山市

24

25

26

広島県・
広島市

24

25

26

年度・項目年度・項目

鳥取県

24

25

26

徳島県

24

【備考(徳島県)】
特別支援の採用
予定者数は高・特
全体

25

26

香川県

24

【備考(香川県)】
特別支援の採用
予定者数は高・特
全体

25

26

愛媛県

24

【備考(愛媛県)】
障害者特別選考
を含まず。※は
高・特全体。　26
年…スポーツ振興
特別選考を含ま
ず。

25

26

高知県

24

25

26
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表8　幼稚園（公私立）　年齢別・退職年別教員数 平成22年度 学校教員統計調査に基づく

年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数

64 H22退職 775 64 H22退職 14 64 H22退職 43 64 H22退職 27 64 H22退職 70
63 H23退職 953 63 H23退職 17 63 H23退職 54 63 H23退職 35 63 H23退職 89
62 H24退職 1,073 62 H24退職 24 62 H24退職 86 62 H24退職 49 62 H24退職 135
61 H25退職 1,295 61 H25退職 28 61 H25退職 104 61 H25退職 66 61 H25退職 170
60 H26退職 1,332 60 H26退職 30 60 H26退職 106 60 H26退職 72 60 H26退職 178
59 H27退職 1,432 59 H27退職 23 59 H27退職 103 59 H27退職 79 59 H27退職 182
58 H28退職 1,527 58 H28退職 38 58 H28退職 127 58 H28退職 99 58 H28退職 226
57 H29退職 1,605 57 H29退職 39 57 H29退職 118 57 H29退職 89 57 H29退職 207
56 H30退職 1,579 56 H30退職 53 56 H30退職 132 56 H30退職 85 56 H30退職 217
55 H31退職 1,384 55 H31退職 34 55 H31退職 105 55 H31退職 70 55 H31退職 175
54 H32退職 1,412 54 H32退職 26 54 H32退職 89 54 H32退職 83 54 H32退職 172
53 H33退職 1,350 53 H33退職 21 53 H33退職 83 53 H33退職 63 53 H33退職 146
52 H34退職 1,375 52 H34退職 25 52 H34退職 80 52 H34退職 51 52 H34退職 131
51 H35退職 1,223 51 H35退職 35 51 H35退職 73 51 H35退職 53 51 H35退職 126
50 H36退職 1,331 50 H36退職 31 50 H36退職 77 50 H36退職 55 50 H36退職 132
49 H37退職 1,444 49 H37退職 33 49 H37退職 85 49 H37退職 54 49 H37退職 139
48 H38退職 1,103 48 H38退職 33 48 H38退職 76 48 H38退職 37 48 H38退職 113
47 H39退職 1,442 47 H39退職 34 47 H39退職 91 47 H39退職 61 47 H39退職 152
46 H40退職 1,433 46 H40退職 35 46 H40退職 86 46 H40退職 60 46 H40退職 146
45 H41退職 1,389 45 H41退職 24 45 H41退職 74 45 H41退職 60 45 H41退職 134
44 H42退職 1,406 44 H42退職 36 44 H42退職 87 44 H42退職 62 44 H42退職 149
43 H43退職 1,605 43 H43退職 35 43 H43退職 111 43 H43退職 48 43 H43退職 159
42 H44退職 1,603 42 H44退職 37 42 H44退職 94 42 H44退職 70 42 H44退職 164
41 H45退職 1,622 41 H45退職 28 41 H45退職 81 41 H45退職 66 41 H45退職 147
40 H46退職 1,682 40 H46退職 32 40 H46退職 88 40 H46退職 78 40 H46退職 166
39 H47退職 1,836 39 H47退職 36 39 H47退職 117 39 H47退職 61 39 H47退職 178
38 H48退職 1,807 38 H48退職 35 38 H48退職 107 38 H48退職 80 38 H48退職 187
37 H49退職 2,014 37 H49退職 44 37 H49退職 124 37 H49退職 80 37 H49退職 204
36 H50退職 2,213 36 H50退職 42 36 H50退職 115 36 H50退職 66 36 H50退職 181
35 H51退職 2,370 35 H51退職 43 35 H51退職 111 35 H51退職 71 35 H51退職 182
34 H52退職 2,685 34 H52退職 41 34 H52退職 114 34 H52退職 72 34 H52退職 186
33 H53退職 3,108 33 H53退職 54 33 H53退職 136 33 H53退職 84 33 H53退職 220
32 H54退職 3,688 32 H54退職 55 32 H54退職 139 32 H54退職 75 32 H54退職 214
31 H55退職 4,518 31 H55退職 122 31 H55退職 215 31 H55退職 107 31 H55退職 322
30 H56退職 5,514 30 H56退職 115 30 H56退職 240 30 H56退職 125 30 H56退職 365
29 H57退職 6,599 29 H57退職 120 29 H57退職 272 29 H57退職 128 29 H57退職 400
28 H58退職 7,457 28 H58退職 160 28 H58退職 288 28 H58退職 163 28 H58退職 451
27 H59退職 7,925 27 H59退職 135 27 H59退職 307 27 H59退職 153 27 H59退職 460
26 H60退職 6,784 26 H60退職 148 26 H60退職 260 26 H60退職 138 26 H60退職 398

全国 広島県 中国地方 四国地方 中国・四国地方
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表9　小学校（公立）　年齢別・退職年別教員数 平成22年度 学校教員統計調査に基づく

年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数

64 H22退職 4,532 64 H22退職 75 64 H22退職 199 64 H22退職 102 64 H22退職 301
63 H23退職 8,960 63 H23退職 196 63 H23退職 484 63 H23退職 247 63 H23退職 731
62 H24退職 10,674 62 H24退職 209 62 H24退職 597 62 H24退職 337 62 H24退職 934
61 H25退職 12,310 61 H25退職 258 61 H25退職 767 61 H25退職 404 61 H25退職 1,171
60 H26退職 14,076 60 H26退職 316 60 H26退職 901 60 H26退職 502 60 H26退職 1,403
59 H27退職 15,841 59 H27退職 423 59 H27退職 1,142 59 H27退職 672 59 H27退職 1,814
58 H28退職 16,611 58 H28退職 518 58 H28退職 1,327 58 H28退職 809 58 H28退職 2,136
57 H29退職 16,923 57 H29退職 515 57 H29退職 1,404 57 H29退職 803 57 H29退職 2,207
56 H30退職 16,791 56 H30退職 488 56 H30退職 1,341 56 H30退職 869 56 H30退職 2,210
55 H31退職 15,763 55 H31退職 417 55 H31退職 1,244 55 H31退職 811 55 H31退職 2,055
54 H32退職 14,181 54 H32退職 388 54 H32退職 1,138 54 H32退職 762 54 H32退職 1,900
53 H33退職 13,086 53 H33退職 315 53 H33退職 1,086 53 H33退職 711 53 H33退職 1,797
52 H34退職 12,138 52 H34退職 264 52 H34退職 953 52 H34退職 630 52 H34退職 1,583
51 H35退職 11,631 51 H35退職 283 51 H35退職 914 51 H35退職 589 51 H35退職 1,503
50 H36退職 11,137 50 H36退職 257 50 H36退職 878 50 H36退職 521 50 H36退職 1,399
49 H37退職 11,439 49 H37退職 253 49 H37退職 817 49 H37退職 594 49 H37退職 1,411
48 H38退職 9,051 48 H38退職 161 48 H38退職 607 48 H38退職 423 48 H38退職 1,030
47 H39退職 11,245 47 H39退職 209 47 H39退職 799 47 H39退職 527 47 H39退職 1,326
46 H40退職 10,016 46 H40退職 183 46 H40退職 685 46 H40退職 448 46 H40退職 1,133
45 H41退職 9,011 45 H41退職 196 45 H41退職 629 45 H41退職 381 45 H41退職 1,010
44 H42退職 8,487 44 H42退職 200 44 H42退職 567 44 H42退職 340 44 H42退職 907
43 H43退職 8,504 43 H43退職 166 43 H43退職 519 43 H43退職 311 43 H43退職 830
42 H44退職 8,082 42 H44退職 153 42 H44退職 498 42 H44退職 308 42 H44退職 806
41 H45退職 8,067 41 H45退職 137 41 H45退職 459 41 H45退職 291 41 H45退職 750
40 H46退職 7,782 40 H46退職 139 40 H46退職 473 40 H46退職 241 40 H46退職 714
39 H47退職 7,391 39 H47退職 154 39 H47退職 425 39 H47退職 202 39 H47退職 627
38 H48退職 7,121 38 H48退職 132 38 H48退職 417 38 H48退職 193 38 H48退職 610
37 H49退職 7,347 37 H49退職 122 37 H49退職 369 37 H49退職 176 37 H49退職 545
36 H50退職 7,755 36 H50退職 110 36 H50退職 370 36 H50退職 191 36 H50退職 561
35 H51退職 8,093 35 H51退職 137 35 H51退職 389 35 H51退職 200 35 H51退職 589
34 H52退職 8,194 34 H52退職 165 34 H52退職 416 34 H52退職 188 34 H52退職 604
33 H53退職 8,161 33 H53退職 113 33 H53退職 345 33 H53退職 166 33 H53退職 511
32 H54退職 7,859 32 H54退職 132 32 H54退職 350 32 H54退職 172 32 H54退職 522
31 H55退職 7,916 31 H55退職 144 31 H55退職 329 31 H55退職 129 31 H55退職 458
30 H56退職 7,541 30 H56退職 139 30 H56退職 312 30 H56退職 154 30 H56退職 466
29 H57退職 7,095 29 H57退職 180 29 H57退職 359 29 H57退職 124 29 H57退職 483
28 H58退職 5,928 28 H58退職 164 28 H58退職 314 28 H58退職 134 28 H58退職 448
27 H59退職 4,833 27 H59退職 131 27 H59退職 250 27 H59退職 108 27 H59退職 358
26 H60退職 1,866 26 H60退職 46 26 H60退職 88 26 H60退職 52 26 H60退職 140

全国 広島県 中国地方 四国地方 中国・四国地方
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表10　中学校（公立）　年齢別・退職年別教員数 平成22年度 学校教員統計調査に基づく

年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数

64 H22退職 2,174 64 H22退職 40 64 H22退職 95 64 H22退職 49 64 H22退職 144
63 H23退職 4,324 63 H23退職 84 63 H23退職 228 63 H23退職 110 63 H23退職 338
62 H24退職 4,798 62 H24退職 129 62 H24退職 288 62 H24退職 137 62 H24退職 425
61 H25退職 5,640 61 H25退職 148 61 H25退職 342 61 H25退職 185 61 H25退職 527
60 H26退職 6,191 60 H26退職 145 60 H26退職 362 60 H26退職 203 60 H26退職 565
59 H27退職 6,766 59 H27退職 189 59 H27退職 476 59 H27退職 273 59 H27退職 749
58 H28退職 7,168 58 H28退職 191 58 H28退職 484 58 H28退職 293 58 H28退職 777
57 H29退職 7,958 57 H29退職 244 57 H29退職 602 57 H29退職 340 57 H29退職 942
56 H30退職 9,008 56 H30退職 256 56 H30退職 644 56 H30退職 411 56 H30退職 1,055
55 H31退職 9,509 55 H31退職 290 55 H31退職 753 55 H31退職 419 55 H31退職 1,172
54 H32退職 9,535 54 H32退職 245 54 H32退職 719 54 H32退職 448 54 H32退職 1,167
53 H33退職 9,158 53 H33退職 253 53 H33退職 745 53 H33退職 470 53 H33退職 1,215
52 H34退職 8,907 52 H34退職 237 52 H34退職 688 52 H34退職 435 52 H34退職 1,123
51 H35退職 8,435 51 H35退職 219 51 H35退職 646 51 H35退職 449 51 H35退職 1,095
50 H36退職 7,810 50 H36退職 186 50 H36退職 619 50 H36退職 370 50 H36退職 989
49 H37退職 7,311 49 H37退職 175 49 H37退職 557 49 H37退職 419 49 H37退職 976
48 H38退職 5,447 48 H38退職 96 48 H38退職 388 48 H38退職 286 48 H38退職 674
47 H39退職 6,513 47 H39退職 108 47 H39退職 445 47 H39退職 299 47 H39退職 744
46 H40退職 5,975 46 H40退職 93 46 H40退職 428 46 H40退職 317 46 H40退職 745
45 H41退職 5,713 45 H41退職 101 45 H41退職 399 45 H41退職 278 45 H41退職 677
44 H42退職 5,373 44 H42退職 70 44 H42退職 310 44 H42退職 217 44 H42退職 527
43 H43退職 5,340 43 H43退職 97 43 H43退職 342 43 H43退職 228 43 H43退職 570
42 H44退職 5,429 42 H44退職 101 42 H44退職 329 42 H44退職 220 42 H44退職 549
41 H45退職 5,493 41 H45退職 80 41 H45退職 349 41 H45退職 205 41 H45退職 554
40 H46退職 5,262 40 H46退職 97 40 H46退職 344 40 H46退職 195 40 H46退職 539
39 H47退職 4,734 39 H47退職 53 39 H47退職 301 39 H47退職 138 39 H47退職 439
38 H48退職 4,534 38 H48退職 62 38 H48退職 259 38 H48退職 132 38 H48退職 391
37 H49退職 4,246 37 H49退職 53 37 H49退職 207 37 H49退職 128 37 H49退職 335
36 H50退職 4,320 36 H50退職 46 36 H50退職 211 36 H50退職 121 36 H50退職 332
35 H51退職 4,235 35 H51退職 50 35 H51退職 229 35 H51退職 119 35 H51退職 348
34 H52退職 4,318 34 H52退職 64 34 H52退職 206 34 H52退職 102 34 H52退職 308
33 H53退職 4,106 33 H53退職 49 33 H53退職 183 33 H53退職 92 33 H53退職 275
32 H54退職 3,969 32 H54退職 54 32 H54退職 155 32 H54退職 72 32 H54退職 227
31 H55退職 3,860 31 H55退職 61 31 H55退職 160 31 H55退職 92 31 H55退職 252
30 H56退職 3,718 30 H56退職 59 30 H56退職 136 30 H56退職 77 30 H56退職 213
29 H57退職 3,271 29 H57退職 46 29 H57退職 124 29 H57退職 70 29 H57退職 194
28 H58退職 2,644 28 H58退職 47 28 H58退職 91 28 H58退職 63 28 H58退職 154
27 H59退職 2,163 27 H59退職 41 27 H59退職 86 27 H59退職 58 27 H59退職 144
26 H60退職 813 26 H60退職 19 26 H60退職 29 26 H60退職 19 26 H60退職 48

全国 広島県 中国地方 四国地方 中国・四国地方
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表11　高校（公私立）　年齢別・退職年別教員数 平成22年度 学校教員統計調査に基づく

年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数

64 H22退職 3,986 64 H22退職 83 64 H22退職 213 64 H22退職 117 64 H22退職 330
63 H23退職 6,334 63 H23退職 138 63 H23退職 348 63 H23退職 186 63 H23退職 534
62 H24退職 6,860 62 H24退職 157 62 H24退職 411 62 H24退職 226 62 H24退職 637
61 H25退職 7,163 61 H25退職 160 61 H25退職 432 61 H25退職 251 61 H25退職 683
60 H26退職 7,082 60 H26退職 167 60 H26退職 430 60 H26退職 213 60 H26退職 643
59 H27退職 7,333 59 H27退職 186 59 H27退職 443 59 H27退職 206 59 H27退職 649
58 H28退職 7,643 58 H28退職 177 58 H28退職 479 58 H28退職 234 58 H28退職 713
57 H29退職 7,813 57 H29退職 173 57 H29退職 507 57 H29退職 257 57 H29退職 764
56 H30退職 7,834 56 H30退職 190 56 H30退職 507 56 H30退職 238 56 H30退職 745
55 H31退職 8,192 55 H31退職 238 55 H31退職 622 55 H31退職 250 55 H31退職 872
54 H32退職 8,673 54 H32退職 243 54 H32退職 597 54 H32退職 273 54 H32退職 870
53 H33退職 9,290 53 H33退職 257 53 H33退職 638 53 H33退職 311 53 H33退職 949
52 H34退職 9,318 52 H34退職 279 52 H34退職 703 52 H34退職 362 52 H34退職 1,065
51 H35退職 8,952 51 H35退職 224 51 H35退職 662 51 H35退職 338 51 H35退職 1,000
50 H36退職 8,402 50 H36退職 231 50 H36退職 662 50 H36退職 350 50 H36退職 1,012
49 H37退職 8,119 49 H37退職 249 49 H37退職 681 49 H37退職 363 49 H37退職 1,044
48 H38退職 5,759 48 H38退職 154 48 H38退職 443 48 H38退職 225 48 H38退職 668
47 H39退職 6,490 47 H39退職 146 47 H39退職 510 47 H39退職 311 47 H39退職 821
46 H40退職 5,893 46 H40退職 121 46 H40退職 453 46 H40退職 290 46 H40退職 743
45 H41退職 5,482 45 H41退職 106 45 H41退職 378 45 H41退職 261 45 H41退職 639
44 H42退職 5,507 44 H42退職 136 44 H42退職 453 44 H42退職 265 44 H42退職 718
43 H43退職 5,877 43 H43退職 130 43 H43退職 429 43 H43退職 271 43 H43退職 700
42 H44退職 6,062 42 H44退職 103 42 H44退職 422 42 H44退職 279 42 H44退職 701
41 H45退職 5,980 41 H45退職 109 41 H45退職 382 41 H45退職 301 41 H45退職 683
40 H46退職 5,807 40 H46退職 122 40 H46退職 419 40 H46退職 309 40 H46退職 728
39 H47退職 5,255 39 H47退職 99 39 H47退職 342 39 H47退職 265 39 H47退職 607
38 H48退職 5,050 38 H48退職 93 38 H48退職 319 38 H48退職 247 38 H48退職 566
37 H49退職 4,759 37 H49退職 75 37 H49退職 279 37 H49退職 243 37 H49退職 522
36 H50退職 4,487 36 H50退職 78 36 H50退職 283 36 H50退職 203 36 H50退職 486
35 H51退職 4,212 35 H51退職 81 35 H51退職 239 35 H51退職 191 35 H51退職 430
34 H52退職 4,005 34 H52退職 74 34 H52退職 239 34 H52退職 150 34 H52退職 389
33 H53退職 3,745 33 H53退職 58 33 H53退職 196 33 H53退職 166 33 H53退職 362
32 H54退職 3,417 32 H54退職 59 32 H54退職 181 32 H54退職 106 32 H54退職 287
31 H55退職 3,240 31 H55退職 51 31 H55退職 157 31 H55退職 91 31 H55退職 248
30 H56退職 2,939 30 H56退職 49 30 H56退職 134 30 H56退職 88 30 H56退職 222
29 H57退職 2,404 29 H57退職 44 29 H57退職 110 29 H57退職 75 29 H57退職 185
28 H58退職 1,925 28 H58退職 33 28 H58退職 79 28 H58退職 67 28 H58退職 146
27 H59退職 1,425 27 H59退職 23 27 H59退職 57 27 H59退職 27 27 H59退職 84
26 H60退職 605 26 H60退職 6 26 H60退職 19 26 H60退職 16 26 H60退職 35
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表12　特別支援学校（公立）　年齢別・退職年別教員数 平成22年度 学校教員統計調査に基づく

年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数 年齢（H26） 退職年 人数

64 H22退職 548 64 H22退職 14 64 H22退職 36 64 H22退職 23 64 H22退職 59
63 H23退職 1,026 63 H23退職 20 63 H23退職 58 63 H23退職 39 63 H23退職 97
62 H24退職 1,253 62 H24退職 18 62 H24退職 68 62 H24退職 39 62 H24退職 107
61 H25退職 1,482 61 H25退職 32 61 H25退職 98 61 H25退職 55 61 H25退職 153
60 H26退職 1,598 60 H26退職 35 60 H26退職 99 60 H26退職 52 60 H26退職 151
59 H27退職 1,866 59 H27退職 53 59 H27退職 140 59 H27退職 67 59 H27退職 207
58 H28退職 2,028 58 H28退職 43 58 H28退職 132 58 H28退職 67 58 H28退職 199
57 H29退職 2,134 57 H29退職 55 57 H29退職 172 57 H29退職 72 57 H29退職 244
56 H30退職 2,236 56 H30退職 56 56 H30退職 163 56 H30退職 82 56 H30退職 245
55 H31退職 2,283 55 H31退職 61 55 H31退職 156 55 H31退職 88 55 H31退職 244
54 H32退職 2,238 54 H32退職 56 54 H32退職 200 54 H32退職 72 54 H32退職 272
53 H33退職 2,246 53 H33退職 51 53 H33退職 170 53 H33退職 102 53 H33退職 272
52 H34退職 2,282 52 H34退職 52 52 H34退職 179 52 H34退職 112 52 H34退職 291
51 H35退職 2,198 51 H35退職 41 51 H35退職 167 51 H35退職 101 51 H35退職 268
50 H36退職 2,095 50 H36退職 45 50 H36退職 161 50 H36退職 97 50 H36退職 258
49 H37退職 2,071 49 H37退職 40 49 H37退職 173 49 H37退職 93 49 H37退職 266
48 H38退職 1,604 48 H38退職 29 48 H38退職 134 48 H38退職 51 48 H38退職 185
47 H39退職 1,884 47 H39退職 25 47 H39退職 160 47 H39退職 79 47 H39退職 239
46 H40退職 1,760 46 H40退職 23 46 H40退職 146 46 H40退職 70 46 H40退職 216
45 H41退職 1,747 45 H41退職 17 45 H41退職 117 45 H41退職 86 45 H41退職 203
44 H42退職 1,677 44 H42退職 16 44 H42退職 102 44 H42退職 59 44 H42退職 161
43 H43退職 1,727 43 H43退職 19 43 H43退職 94 43 H43退職 70 43 H43退職 164
42 H44退職 1,722 42 H44退職 10 42 H44退職 94 42 H44退職 62 42 H44退職 156
41 H45退職 1,756 41 H45退職 12 41 H45退職 98 41 H45退職 75 41 H45退職 173
40 H46退職 1,697 40 H46退職 17 40 H46退職 69 40 H46退職 66 40 H46退職 135
39 H47退職 1,582 39 H47退職 13 39 H47退職 81 39 H47退職 64 39 H47退職 145
38 H48退職 1,515 38 H48退職 12 38 H48退職 72 38 H48退職 55 38 H48退職 127
37 H49退職 1,419 37 H49退職 11 37 H49退職 87 37 H49退職 54 37 H49退職 141
36 H50退職 1,417 36 H50退職 10 36 H50退職 67 36 H50退職 67 36 H50退職 134
35 H51退職 1,294 35 H51退職 12 35 H51退職 56 35 H51退職 55 35 H51退職 111
34 H52退職 1,276 34 H52退職 16 34 H52退職 60 34 H52退職 43 34 H52退職 103
33 H53退職 1,182 33 H53退職 17 33 H53退職 60 33 H53退職 28 33 H53退職 88
32 H54退職 1,121 32 H54退職 13 32 H54退職 57 32 H54退職 27 32 H54退職 84
31 H55退職 1,115 31 H55退職 18 31 H55退職 61 31 H55退職 32 31 H55退職 93
30 H56退職 1,081 30 H56退職 12 30 H56退職 52 30 H56退職 19 30 H56退職 71
29 H57退職 959 29 H57退職 8 29 H57退職 35 29 H57退職 31 29 H57退職 66
28 H58退職 788 28 H58退職 13 28 H58退職 36 28 H58退職 19 28 H58退職 55
27 H59退職 663 27 H59退職 12 27 H59退職 37 27 H59退職 16 27 H59退職 53
26 H60退職 258 26 H60退職 3 26 H60退職 7 26 H60退職 4 26 H60退職 11
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グラフ１ 広島修道大学教育学専攻の志願・定員充足状況

グラフ 2 幼稚園（公私立）平成 31 年を 100 とした場合の退職教員数の推移

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

H22 H24 H26 H28 H30 H32 H34 H36 H38 H40 H42 H44 H46 H48 H50 H52 H54 H56 H58 H60

全国 広島県 中国地方 四国地方

H31



26

グラフ 3 小学校（公立）平成 31 年を 100 とした場合の退職教員数の推移

グラフ 4 中学校（公立）平成 31 年を 100 とした場合の退職教員数の推移
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グラフ 5 高校（公私立）平成 31 年を 100 とした場合の退職教員数の推移

グラフ 6 特別支援学校（公立）平成 31 年を 100 とした場合の退職教員数の推移
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Ძ．ž新設構想についての高校生アンケȸト調査ſ概要 

 

◆ 調査内容㸸 ᗈ島修道大学ࡀᖹ成 28 ᖺ度࡟新設を予定すࠕࡿ人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖ  

 ࠋࡓ高校生アンケ࣮ト調査を実施しࠊ࡟ࡵࡓࡿ見通しを測定すࡢ学生確保ࡢ
 

→ 配ᕸアンケ࣮ト用紙ࡣ 51 ペ࣮࣭࠙ࢪ 添付ձ  高校生アンケ࣮ト調査ࠖࡢい࡚ࡘ࡟新設構想ࠕࠚ

 

◆ 調査時期㸸 ᖹ成 26 ᖺ 9～10 月ୖ旬 

 

◆ 調査対象㸸 ᖹ成 28 ᖺ度ࡢ大学入試をཷ験すࡿ可能性ࡀ最ࡶ高い高校 2 ᖺ生㸦ᖹ成 28 ᖺ 3 月卒業 

予定者㸧をアンケ࣮トࡢ対象࡜しࠋࡓ 

 

◆ 調査方法㸸 アンケ࣮ト実施ࡢ了承ࡀ得ࡓࢀࡽ高校࡟高校生アンケ࣮ト用紙㸦必要部数㸧を送付ࠋ 

各校ࡢ教職員ࡽ࠿調査対象者㸦高校 2 ᖺ生㸧࡟アンケ࣮ト用紙を配ᕸ10ࠊୖࡢ 分程度 

 ࠋࡓ場࡛回収頂いࡢそࠊ回答時間を設けࡢ

 

◆ 実施高校㸸 ᗈ島修道大学࡟志願者࣭入学者ࡀ多いᗈ島┴を中心࡜しࡓ中国࣭四国地方ࡢ実績校࡟ 

アンケ࣮ト実施を依頼し85ࠊ 校ࡈ࡟協力頂いࠋࡓ 
 
実施高校ࡢ┴別内訳 

   公立 私立 合計 割合 

 島根┴ 7 2 9 10.6% 

 岡山┴ 4 3 7 8.2% 

 ᗈ島┴ 32 20 52 61.2% 

 山口┴ 9 5 14 16.5% 

 愛媛┴ 2 1 3 3.5% 

 合計 54 31 85 100.0% 

 割合 63.5% 36.5% 100.0%  
 

 

◆ 実施人数㸸 11,961 人 㸦男子 5,521 人ࠊ女子 6,314 人ࠊ性別無回答 126 人㸧 

 
 
 
 
 

  



㸯章 学生確保ࡢ見通し調査࠙新設構想ࡘ࡟い࡚ࡢ高校生アンケ࣮ト調査ࠚ結果     

 

6 
  

Წ．ž新設構想についての高校生アンケȸト調査ſ集計結果 
 

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

問㸯 あ࠾ࡀࡓ࡞住ࡲいࡢᕷ町ᮧࡣࡓࡲ都道府┴を࠾答えくࡉࡔいࠋ 
 

選択項目 回答数 構成比 

  㸯．ᗈ島ᕷ 3,885 32.5% 

  㸰．府中町 199 1.7% 

  㸱．海田町 119 1.0% 

  㸲．熊野町 102 0.9% 

  㸳．坂町 52 0.4% 

  㸴．廿日ᕷᕷ 332 2.8% 

  㸵．大竹ᕷ 40 0.3% 

  㸶．安芸太田町 26 0.2% 

  㸷．北ᗈ島町 90 0.8% 

 㸯㸮．安芸高田ᕷ 57 0.5% 

 㸯㸯．江田島ᕷ 59 0.5% 

 㸯㸰．࿋ᕷ 554 4.6% 

 㸯㸱．東ᗈ島ᕷ 367 3.1% 

 㸯㸲．大崎ୖ島町 4 0.0% 

 㸯㸳．竹原ᕷ 14 0.1% 

 㸯㸴．୕原ᕷ 93 0.8% 

 㸯㸵．世羅町 20 0.2% 

 㸯㸶．୕次ᕷ 170 1.4% 

 㸯㸷．尾道ᕷ 187 1.6% 

 㸰㸮．福山ᕷ 1,345 11.2% 

 㸰㸯．府中ᕷ 93 0.8% 

 㸰㸰．神石高原町 13 0.1% 

 㸰㸱．ᗉ原ᕷ 32 0.3% 

 㸰㸲．山口┴ 1,399 11.7% 

 㸰㸳．島根┴ 1,141 9.5% 

 㸰㸴．鳥ྲྀ┴ 2 0.0% 

 㸰㸵．岡山┴ 785 6.6% 

 㸰㸶．愛媛┴ 627 5.2% 

 㸰㸷．そࡢ他 40 0.3% 

 㸦無回答㸧 114 1.0% 

 合計 11,961 100.0% 

   
⇒ 問㸯ࡢ結果をᗈ島┴内࣭ᗈ島┴外別ࡓࡳ࡟場合ࠊ以ୗࡢ通࡛ࡾあࠋࡿ 

選択項目 回答数 構成比 

  ᗈ島┴内 7,853 65.7% 

  ᗈ島┴外 3,994 33.4% 

 㸦無回答㸧 114 1.0% 

 合計 11,961 100.0% 
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問㸰 あࡢࡓ࡞性別を࠾答えくࡉࡔいࠋ 
  

選択項目 回答数 構成比 

  㸯．男性 5,521 46.2% 

  㸰．女性 6,314 52.8% 

 㸦無回答㸧 126 1.1% 

 合計 11,961 100.0% 

   

   

問㸱 高校卒業後ࡢ希望進路ࡘ࡟い࡚࠾答えくࡉࡔいࠋ 
  

選択項目 回答数 構成比 

  㸯．大学 9,132 76.3% 

  㸰．短期大学 1,197 10.0% 

  㸱．専門学校 2,090 17.5% 

  㸲．就職 868 7.3% 

  㸳．そࡢ他 162 1.4% 

※ 問㸱ࡣ複数回答項目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延べࠋ   
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 11,961 人㸦全回答者ࡢ人数㸧   

   

   
問㸲 あࡢࡓ࡞興味ࡢあࡿ学問分野を࠾答えくࡉࡔいࠋ 

  
選択項目 回答数 構成比 

  㸯．文学࣭歴史࣭心理 2,055 17.2% 

  㸰．経済࣭経営࣭商学 1,764 14.7% 

  㸱．法学࣭政治 807 6.7% 

  㸲．社会࣭社会福祉࣭観ග 785 6.6% 

  㸳．外国語࣭国際関係 1,240 10.4% 

  㸴．教育࣭保育 2,760 23.1% 

  㸵．理学࣭工学࣭情報 1,855 15.5% 

  㸶．農࣭畜産࣭水産 466 3.9% 

  㸷．医学࣭歯学࣭薬学 789 6.6% 

 㸯㸮．医療㸦┳護㸧 1,354 11.3% 

 㸯㸯．医療㸦┳護以外㸧 770 6.4% 

 㸯㸰．栄養࣭家政 1,034 8.6% 

 㸯㸱．ࢫポ࣮ツ࣭健康科学 1,559 13.0% 

 㸯㸲．芸術 971 8.1% 

 㸯㸳．そࡢ他 525 4.4% 

※ 問㸲ࡣ複数回答項目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延べࠋ   
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 11,961 人㸦全回答者ࡢ人数㸧   
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問㸳 あࡀࡓ࡞将来ࠊ希望すࡿ進路を࠾答えくࡉࡔいࠋ 

  

   
選択項目 回答数 構成比 

  㸯．教員 1,779 14.9% 

  㸰．公務員 2,338 19.5% 

  㸱．一般企業 2,156 18.0% 

  㸲．専門職㸦資格をい࠿す職業㸧 3,757 31.4% 

  㸳．起業࣭会社経営 383 3.2% 

  㸴．ࡔࡲ決࡚ࡵい࡞い 3,499 29.3% 

  㸵．そࡢ他 413 3.5% 

※ 問㸳ࡣ複数回答項目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延べࠋ   
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 11,961 人㸦全回答者ࡢ人数㸧   

   
   

問㸴以降ࡣᗈ島修道大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࡢ概要ࠖを見ࡢ࡛ୖࡓ回答を求ࠋࡓࡵ 

   

問㸴 あࡣࡓ࡞ᗈ島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖ࡟合格しࡓ場合ࠊ入学しࡓい࡜思いࡲすࠋ࠿ 

選択項目 回答数 構成比 

  㸯．ཷ験しࡓい 1,230 10.3% 

  㸰．ཷ験し࡞い 10,363 86.6% 

 㸦無回答㸧 368 3.1% 

 合計 11,961 100.0% 
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次ࡢ問㸵࣭問㸶ࠊࡣ問㸴࡛ࠕ㸯．ཷ験しࡓいࠖを選択しࡓ高校生㸦1,230 人㸧ࡀࡳࡢ回答対象 

   

問㸵 あࡣࡓ࡞ᗈ島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖ࡟合格しࡓ場合ࠊ入学しࡓい࡜思いࡲすࠋ࠿ 

選択項目 回答数 構成比 

  㸯．合格しࡓ場合ࠊ入学しࡓい 579 47.1% 

  㸰．合格しࡓ場合ࠊ併願大学ࡢ結果ࡣ࡚ࡗࡼ࡟入学しࡓい 621 50.5% 

 㸦無回答㸧 30 2.4% 

 合計 1,230 100.0% 

   
   

㸦問㸵࡛㸧㸰ࡢ方ࠊࡣ併願ඛ࡜し࡚検討中ࡢ大学࣭学部を࠾答えくࡉࡔいࠋ 

選択項目 回答数 構成比 

他
大
学
等 

㸯．国公立大学の教育系学部・学科 279 44.9% 

㸰．その他の私立大学の教育系学部・学科 137 22.1% 

㸱．短期大学の保育科 75 12.1% 

㸲．その他 24 3.9% 

広
島
修
道
大
の
他
学
科 

㸳㸬商学科 14 2.3% 

㸴㸬経営学科 11 1.8% 

㸵㸬人間関係学科心理学ᑓ攻 31 5.0% 

㸶㸬人間関係学科社会学ᑓ攻 17 2.7% 

㸷㸬英語英文学科 32 5.2% 

㸯㸮㸬法ᚊ学科 8 1.3% 

㸯㸯㸬国㝿政治学科 8 1.3% 

㸯㸰㸬現௦経済学科 11 1.8% 

㸯㸱㸬経済情報学科 6 1.0% 

㸯㸲㸬人間環境学科 11 1.8% 

※ 複数回答㡯目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延ࠋ࡭   
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 621 人㸦問㸵࡛㸰ࢆ選択ࡓࡋ者㸧   

   
   

問㸶定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖࡣ入学ᚋࠊ㸱ࡢࡘコ࣮࡟ࢫศࠊࢀ࠿将来ࡢ目標࡟ 

応ࡓࡌ教員免許状等ྲྀࡢ得ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋあࡀࡓ࡞現時Ⅼ࡛最ࡶ選択ࡓࡋい࡜思うコ࣮࠾ࢆࢫ答えࡉࡔࡃいࠋ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬初等教育コ࣮46.3 569 ࢫ% 

定 定 㸰㸬学校教育コ࣮21.1 260 ࢫ% 

定 定 㸱㸬教育科学コ࣮14.0 172 ࢫ% 

定 定 㸲㸬未ᐃ 192 15.6% 

定 㸦無回答㸧 37 3.0% 

定 合計 1,230 100.0% 
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ḟࡢ問㸷࣭10 高校生㸦10,363ࡓࡋ選択ࢆいࠖ࡞ࡋ㸰㸬ཷ験ࠕ問㸴࡛ࠊࡣ 人㸧ࡀࡳࡢ回答対象 

   

問㸷定 あࡀࡓ࡞ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖཷࠕࢆ験࡞ࡋいࠖࡓࢀࡉ࡜理⏤࠾ࢆ答え 

 ࠋいࡉࡔࡃ

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬興味࣭関心ࡢあࡿ学問ศ㔝࡛࡞ࡣい60.6% 6,278 ࡽ࠿ 

定 定 㸰㸬国公立大学ࡢ࡬進学ࢆ希望࡚ࡋい27.8% 2,884 ࡽ࠿ࡿ 

定 定 㸱㸬௚ࡢ⚾立大学ࡢ࡬進学ࢆ希望࡚ࡋい14.1% 1,460 ࡽ࠿ࡿ 

定 定 㸲㸬短期大学ࡢ࡬進学ࢆ希望࡚ࡋい4.6% 473 ࡽ࠿ࡿ 

定 定 㸳㸬ᑓ門学校ࡢ࡬進学ࢆ希望࡚ࡋい10.3% 1,065 ࡽ࠿ࡿ 

定 定 㸴㸬ࡀࢫࢭࢡ࢔୙便ࡑう3.5% 367 ࡽ࠿ࡔ 

定 定 㸵㸬学費ࡀ高い10.1% 1,049 ࡽ࠿ 

定 定 㸶㸬ࡢࡑ௚ 495 4.8% 

※ 問㸷ࡣ複数回答㡯目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延ࠋ࡭   
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 10,363 人㸦問㸴࡛㸰ࢆ選択ࡓࡋ者㸧   

   
   

問 10定 ௨ୗࡣᗈ島修㐨大学ࡀ新設ࢆ構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖ௨外ࡢ学科࡛ࠋࡍ 

あཷࡀࡓ࡞験ࢆ検討ࡓࡋい࡜思う学科ࡣࡃࡋࡶࠊ興味࣭関心ࡀあࡿ学科ࡣあࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬商学科 890 8.6% 

定 定 㸰㸬経営学科 1,280 12.4% 

定 定 㸱㸬人間関係学科心理学ᑓ攻 1,498 14.5% 

定 定 㸲㸬人間関係学科社会学ᑓ攻 462 4.5% 

定 定 㸳㸬英語英文学科 1,000 9.6% 

定 定 㸴㸬法ᚊ学科 719 6.9% 

定 定 㸵㸬国㝿政治学科 404 3.9% 

定 定 㸶㸬現௦経済学科 598 5.8% 

定 定 㸷㸬経済情報学科 697 6.7% 

定 㸯㸮㸬人間環境学科 1,042 10.1% 

※ 問 10    ࠋ࡭延ࡣ回答数ࠊࡵࡓࡢ複数回答㡯目ࡣ
※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 10,363 人㸦問㸴࡛㸰ࢆ選択ࡓࡋ者㸧   
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Ჭ．ž新設構想についての高校生アンケȸト調査ſ集計結果のポイント 
定

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

● 回答者ࡢ約 7 割ࡀᗈ島県内ࠊ約 3 割ࡀ県外ࡢ高校生ࠋ 

 

高校生࢔ンࢺ࣮ࢣ調査ࡢ回答ࢆ得ࡓ高校生 11,961 人ࡢうࠊࡕ約 7 割࡟あࡿࡓ 7,853 人ࡀᗈ島県内ࠊ約 3

割࡟あࡿࡓ 3,994 人ࡀ県外࡟ఫࡴ高校生࡛あࠊࡓࡲࠋࡓࡗᗈ島県内ࡢ高校生ࡢうࠊࡕ約半数࡟あࡿࡓ 3,885

人ࠊࡀᗈ島修㐨大学ࡢ所在地࡛あࡿᗈ島市内࡟ఫࡴ高校生࡛あࠋࡓࡗ 

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ高校生ࡢ居ఫ地㸦ࠕ問㸰ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 

 

 

● 回答者ࡢ男女比ࣛࣂࠊ࡛ࡌྠࡰ࡯ࡣンࡓࢀ࡜ࡢࢫ結果ࠋ 

 

回答ࢆ得ࡓ高校生 11,961 人ࡢうࠊࡕ男性ࡣ 5,521 人(46.2%㸧ࠊ女性ࡣ 6,314 人㸦52.8%㸧࡛あࠋࡓࡗ女性

 ࠋࡓࡗ࡞࡜結果ࡓࢀ࡜ࡢࢫンࣛࣂ࡛ࡌྠࡰ࡯ࡣ男女比ࠊࡀࡓࡗ࠿多࡟࠿ࡎわࡀ

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ高校生ࡢ男女別㸦ࠕ問㸰ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
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● 回答者ࡢ 7 割௨ୖࠊࡀ高校卒業ࡢ進路࡚ࡋ࡜大学進学ࢆ検討ࠋ 

 

回答ࢆ得ࡓ高校生 11,961 人ࡢう7ࠊࡕ 割௨ୖ࡟あࡿࡓ 9,132 人ࡀ高校卒業ᚋࡢ進路ࠕ࡚ࡋ࡜大学ࠖࢆ選

択ࡓࡋ㸦複数回答ࡢ結果㸧ࠋ近ᖺࠊ高ࡿࡲ大学進学ᚿ向ࢆ裏付ࡿࡅ結果࡛あࠋࡓࡗ 

 

定ࣇࣛࢢ 高校卒業ᚋࡢ希望進路㸦ࠕ問㸱ࠖ結果ࡾࡼ㸧※複数回答ࡢ結果 

 

 

 

 

● 興味ࡢあࡿ学問ศ㔝ࠕ࡚ࡋ࡜教育࣭保育ࠖࢆ選択ࡓࡋ者ࡀ最ࡶ多い結果ࠋ 

 

回答ࢆ得ࡓ高校生 11,961 人ࡢうࠊࡕ興味ࡢあࡿ学問ศ㔝ࡋ࡜ 教育࣭保育ࠕ࡚ ࡣ者ࡓࡆ挙ࠖࢆ 2,760 人㸦全

体ࡢ 23.1%㸧ࠊࡾ࠾設問㡯目࡟置いࡓ 15  ࠋ結果㸧ࡢ㸦複数回答ࡓࡗ࡞࡜多い結果ࡶ最࡛ࡕうࡢ選択肢ࡢ

 

定ࣇࣛࢢ 興味ࡢあࡿ学問ศ㔝㸦ࠕ問㸲ࠖ結果ࡾࡼ㸧※複数回答ࡢ結果 
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● 回答者ࡢ 1 割࡟あࡿࡓ 1,230 人ࡀᗈ島修㐨大学ࠕࡢ教育学科㸦仮称㸧ࠖ  ࠋ回答࡜いࠖࡓࡋ験ཷࠕࢆ

 

ᗈ島修㐨大学ࡀ人文学部࡟新設ࢆ予ᐃࠕࡿࡍ教育学科㸦仮称㸧ࠖ い࡚ࡘ࡟᭷無ࡢ験意欲ཷࠊࡋ示ࢆ概要ࡢ

高校生ࡓ得ࢆ回答ࠊ結果ࡓࡵ求ࢆ回答ࡢ 11,961 人ࡢうࡕ約 1 割࡟あࡿࡓ 1,230 人ཷࠕࡀ験ࡓࡋいࠖ࡜答

えࠋࡓ 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ  㸧ࡾࡼ問㸴ࠖ結果ࠕ᭷無㸦ࡢ験意欲ཷࡢ

 

 

 

 

● 入学ᐃ員ࡢ 5.8 倍ࡿ࡞࡜ 579 人ࡀᗈ島修㐨大学ࠕࡢ教育学科㸦仮称㸧ࠖ  ࠋ回答࡜いࠖࡓࡋ入学ࠕ࡟

 

ᗈ島修㐨大学ࠕࡢ教育学科㸦仮称㸧ࠖ ࡓࡋ࡜いࠖࡓࡋ験ཷࠕࢆ 1,230 人࡟対ࠊࡋ合格ࡓࡋ場合ࡢ入学意欲

入学ᐃ員ࡿࢀࡉ予ᐃࠊ結果ࡓࡵ求ࢆい࡚回答ࡘ࡟ 100 ࡢྡ 5.8 倍ࡿ࡞࡜ 579 人ࠕࡀ入学ࡓࡋい ࠊ回答ࠖ࡜

621 人ࠕࡀ併願大学ࡢ結果ࡣ࡚ࡗࡼ࡟入学ࡓࡋいࠖ࡜回答ࠋࡓࡋ 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 問㸴ࠕ験࣭入学意欲㸦ཷࡢ࡬  㸧ࡾࡼ問㸵ࠖ結果ࠕࠖ

 

 

入学ᐃ員ࡢ 12.3 倍 

入学ᐃ員ࡢ 5.8 倍 
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● ཷ験意欲ࢆ示ࡓࡋ者ࡢうࠊࡕ約半数ࠕࡀ初等教育コ࣮ࢆࠖࢫ希望ࠋ 

 

ᗈ島修㐨大学ࠕࡢ教育学科㸦仮称㸧ࠖ ࡓࡋ࡜いࠖࡓࡋ験ཷࠕࢆ 1,230 人࡟対ࠊࡋ現時Ⅼ࡛最ࡶ選択ࡓࡋい

ࡀ者ࡓ答え࡜ࠖࢫ初等教育コ࣮ࠕࠊ結果ࡓࡵ求ࢆい࡚回答ࡘ࡟ࢫ思うコ࣮࡜ 569 人ࠊࡾ࠾全体ࡢ約半数ࢆ

占ࠋࡓࡵ 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ  㸧ࡾࡼ問㸶ࠖ結果ࠕ㸦ࢫいコ࣮ࡓࡋ選択ࡶ最ࠊ場合ࡓࡋ入学࡟
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Ძ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ幼稚園ȷ保育所等Უſ概要 

 

◆定 調査内容㸸定 ᗈ島修㐨大学ࡀᖹ成 28 ᖺ度࡟新設ࢆ予ᐃࠕࡿࡍ人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖ  卒業生ࡢ

 調査㸦幼稚園࣭保育所等㸧ࢺ࣮ࢣン࢔人材需要ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ測ᐃࢆࡋ見通ࡢ人材需要ࡢ

 ࠋࡓࡋ実施ࢆ
 

→定 配布アンケ䞊ト用紙䛿 㻡㻣 ペ䞊ジ䞉䛆添付②䛇䛂新設構想について䛾人材需要アンケ䞊ト調査䠄幼稚園䞉保育所等䠅䛃 

 

◆定 調査時期㸸定 ᖹ成 26 ᖺ 9 ᭶ 

 

◆定 調査対象㸸定 ᗈ島県内ࡧࡼ࠾山口県東部ࡢ幼稚園ࠊ保育所ࠊ認ᐃࡶ࡝ࡇ園ࠊ児童養護施設ࠊ病児 

保育園ࠊ࡝࡞計 756 ヶ所ࢆ調査対象ࠋࡓࡋ࡜ 

 

◆定 調査方法㸸定 調査対象先ࡢ採用担当者ᐄ࢔࡟ンࢺ࣮ࢣ調査用紙 1 部࣭依頼状࣭返㏦用ᑒ筒ࢆ㏦付 

定 定 定 定 定 定 定 定  ࠋࡓࡋ࡜ࡕࡓ࠿ࡃ返㏦㡬ࡈࢆ調査用紙ࢺ࣮ࢣン࢔ࡢ回答済ࠊ場合࡞協力ྍ能ࡈࠋࡓࡋ

 

◆定 回収件数㸸定 269 箇所㸦回収率 35.6%㸧㸭756 箇所 
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Წ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ幼稚園ȷ保育所等Უſ集計結果 
定

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

問㸯定 貴園࣭貴所ࡘ࡟い࡚࠾答えࡉࡔࡃいࠋ 
  

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬幼稚園 68 25.3% 

定 定 㸰㸬認ᐃࡶ࡝ࡇ園 9 3.3% 

定 定 㸱㸬保育所 174 64.7% 

定 定 㸲㸬児童福祉施設㸦保育所௨外㸧 14 5.2% 

定 定 㸳㸬ࡢࡑ௚ 4 1.5% 

定 㸦無回答㸧 0 0.0% 

合定 計 269 100.0% 

   

   

問㸰定 貴園࣭貴所ࡢ所在地࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬ᗈ島市 116 43.1% 

定 定 㸰㸬府中⏫ 4 1.5% 

定 定 㸱㸬ᾏ⏣⏫ 3 1.1% 

定 定 㸲㸬熊㔝⏫ 2 0.7% 

定 定 㸳㸬坂⏫ 0 0.0% 

定 定 㸴㸬廿日市市 10 3.7% 

定 定 㸵㸬大竹市 2 0.7% 

定 定 㸶㸬Ᏻ芸太⏣⏫ 0 0.0% 

定 定 㸷㸬໭ᗈ島⏫ 5 1.9% 

定 㸯㸮㸬Ᏻ芸高⏣市 9 3.3% 

定 㸯㸯㸬江⏣島市 9 3.3% 

定 㸯㸰㸬呉市 28 10.4% 

定 㸯㸱㸬東ᗈ島市 26 9.7% 

定 㸯㸲㸬大崎ୖ島⏫ 0 0.0% 

定 㸯㸳㸬竹原市 4 1.5% 

定 㸯㸴㸬୕原市 3 1.1% 

定 㸯㸵㸬世羅⏫ 0 0.0% 

定 㸯㸶㸬୕ḟ市 0 0.0% 

定 㸯㸷㸬尾㐨市 2 0.7% 

定 㸰㸮㸬福山市 20 7.4% 

定 㸰㸯㸬府中市 0 0.0% 

定 㸰㸰㸬神石高原⏫ 0 0.0% 

定 㸰㸱㸬ᗉ原市 0 0.0% 

定 㸰㸲㸬山口県 25 9.3% 

定 㸰㸳㸬ࡢࡑ௚ 1 0.4% 

定 㸦無回答㸧 0 0.0% 

定 合計 269 100.0% 
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問㸱定 現時Ⅼࡢ園児࣭幼児数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 ～㸱㸳ྡ 24 8.9% 

定 定 㸱㸴～㸵㸮ྡ 62 23.0% 

定 定 㸵㸯～㸯㸮㸳ྡ 61 22.7% 

定 㸯㸮㸴～㸯㸲㸮ྡ 49 18.2% 

定 㸯㸲㸯～㸯㸵㸳ྡ 24 8.9% 

定 㸯㸵㸴～㸰㸯㸮ྡ 26 9.7% 

定 㸰㸯㸯ྡ௨ୖ 22 8.2% 

定 㸦無回答㸧 1 0.4% 

定 合計 269 100.0% 

   
問㸲௨降ࠊḟࠋࡃ࡙ࡘࢪ࣮࣌ 
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問㸲定 貴園࣭貴所࠾࡟い࡚勤務࡚ࢀࡉいࡿ幼稚園教諭࣭保育士ࡢ人数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

 

◆ 勤務ࡿࡍ幼稚園教諭㸦合計㸧  ◆ 勤務ࡿࡍ幼稚園教諭ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 3 3 
 

定 定 㸯ྡ 18 18 

定 定 㸰ྡ 4 8 
 

定 定 㸰ྡ 19 38 

定 定 㸱ྡ 3 9 
 

定 定 㸱ྡ 15 45 

定 定 㸲ྡ 7 28 
 

定 定 㸲ྡ 5 20 

定 定 㸳ྡ 6 30 
 

定 定 㸳ྡ 5 25 

定 定 㸴ྡ 8 48 
 

定 定 㸴ྡ 1 6 

定 定 㸵ྡ 8 56 
 

定 定 㸵ྡ 2 14 

定 定 㸶ྡ 8 64 
 

定 定 㸶ྡ 1 8 

定 定 㸷ྡ 5 45 
 

定 定 㸷ྡ 2 18 

定 㸯㸮ྡ 7 70 
 

定 㸯㸮ྡ 1 10 

定 㸯㸯ྡ 3 33 
 

定 㸦無回答㸧 23 - 

定 㸯㸰ྡ 4 48 
 

定 合計 92 202 

定 㸯㸱ྡ 4 52 
 

   

定 㸯㸲ྡ 1 14 
 ● 269 ヶ所ࡢう92ࠊࡕ ヶ所㸦34.2%㸧࡛幼稚園教諭 

定 定 ࠋ勤務ࡀ  㸯㸳ྡ 2 30 
 

定 㸯㸴ྡ 3 48 
 ● ୖ記 92 ヶ所ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業ࡢ幼稚園教諭 

定 ࡣࡢࡿࡍ勤務ࡀ  69 ヶ所㸦75.0%㸧ࠋ 定 㸯㸵ྡ 1 17 
 

定 㸯㸶ྡ 2 36 
 ● 勤務ࡿࡍ幼稚園教諭ࡢ合計 962 人ࡢうࠊࡕ 

定  4 ᖺ制大学卒業者 202 人ࡢ割合ࡣ 21.0% 定 㸯㸷ྡ 1 19 
 

定 㸰㸮ྡ 4 80 
  

定 㸰㸯ྡ 1 21 
 

定 㸰㸰ྡ 1 22   
定 㸰㸳ྡ 3 75  

定 㸱㸯ྡ 1 31     

定 㸱㸰ྡ 1 32     

定 㸲㸱ྡ 1 43     

定 㸦無回答㸧 177 -     

定 合計 269 962     
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㸦問㸲 ࡁ࡙ࡘ㸧 
  

◆ 勤務ࡿࡍ保育士㸦合計㸧  ◆ 勤務ࡿࡍ保育士ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 4 4 
 

定 定 㸯ྡ 47 47 

定 定 㸰ྡ 1 2 
 

定 定 㸰ྡ 31 62 

定 定 㸱ྡ 5 15 
 

定 定 㸱ྡ 21 63 

定 定 㸲ྡ 8 32 
 

定 定 㸲ྡ 12 48 

定 定 㸳ྡ 3 15 
 

定 定 㸳ྡ 6 30 

定 定 㸴ྡ 6 36 
 

定 定 㸴ྡ 4 24 

定 定 㸵ྡ 9 63 
 

定 定 㸵ྡ 1 7 

定 定 㸶ྡ 10 80 
 

定 定 㸶ྡ 3 24 

定 定 㸷ྡ 1 9 
 

定 定 㸷ྡ 2 18 

定 㸯㸮ྡ 9 90 
 

定 㸯㸮ྡ 3 30 

定 㸯㸯ྡ 4 44 
 

定 㸯㸰ྡ 1 12 

定 㸯㸰ྡ 10 120 
 

定 㸯㸱ྡ 1 13 

定 㸯㸱ྡ 4 52 
 

定 㸦無回答㸧 67 - 

定 㸯㸲ྡ 7 98 
 

合計 199 378 

定 㸯㸳ྡ 5 75 
 

   

定 㸯㸴ྡ 8 128 
 ● 269 ヶ所ࡢう199ࠊࡕ ヶ所㸦74.0%㸧࡛保育士 

定 定 ࠋ勤務ࡀ  㸯㸵ྡ 11 187 
 

定 㸯㸶ྡ 8 144 
 ● ୖ記 199 ヶ所ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業ࡢ保育士 

定 ࡣࡢࡿࡍ勤務ࡀ  132 ヶ所㸦66.3%㸧ࠋ 定 㸯㸷ྡ 9 171 
 

定 㸰㸮ྡ 13 260 
 ● 勤務ࡿࡍ保育士ࡢ合計 3,539 人ࡢうࠊࡕ 

定  4 ᖺ制大学卒業者 378 人ࡢ割合ࡣ 10.7% 定 㸰㸯ྡ 3 63 
 

定 㸰㸰ྡ 7 154 
 

   

定 㸰㸱ྡ 6 138 
 

   

定 㸰㸲ྡ 9 216 
 

   

定 㸰㸳ྡ 2 50 
 

   

定 㸰㸴ྡ 5 130 
 

   

定 㸰㸵ྡ 1 27 
 

   

定 㸰㸷ྡ 1 29 
    

定 㸱㸮ྡ 4 120 
    

定 㸱㸯ྡ 1 31 
    

定 㸱㸰ྡ 1 32 
    

定 㸱㸱ྡ 5 165 
    

定 㸱㸲ྡ 3 102 
    

定 㸱㸳ྡ 3 105 
    

定 㸱㸴ྡ 2 72 
    

定 㸱㸵ྡ 1 37     
定 㸱㸶ྡ 2 76     

定 㸱㸷ྡ 2 78     

定 㸲㸱ྡ 1 43     

定 㸲㸲ྡ 1 44     

定 㸲㸴ྡ 2 92     

定 㸳㸱ྡ 1 53     

定 㸳㸵ྡ 1 57     

定 㸦無回答㸧 70 -     

定 合計 269 3,539     
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㸦問㸲 ࡁ࡙ࡘ㸧 
  

認ᐃࡶ࡝ࡇ園ࡢ࡝࡞場合࠾࡟い࡚ࠊ㸰ࡢࡘ資格ࢆ᭷ࠊࡋ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ人数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ記入ࡈ外数࡛ࠊࡎࡵ含࡟人数ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢୖࠊࡣ人数ࡢ記載࡟௨ୗࠊ࠾࡞

   

◆ 幼稚園教諭＋保育士ࡢ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ者㸦合計㸧 
◆ 幼稚園教諭＋保育士ࡢ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ者ࡢうࠊࡕ 

㸲ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 1 1 
 

定 定 㸯ྡ 17 17 

定 定 㸰ྡ 2 4 
 

定 定 㸰ྡ 5 10 

定 定 㸱ྡ 1 3 
 

定 定 㸱ྡ 6 18 

定 定 㸲ྡ 2 8 
 

定 定 㸲ྡ 4 16 

定 定 㸳ྡ 3 15 
 

定 㸦無回答㸧 22 - 

定 定 㸴ྡ 3 18 
 

定 合計 54 61 

定 定 㸵ྡ 2 14 
    

定 定 㸶ྡ 3 24 
 ● 269 ヶ所ࡢう54ࠊࡕ ヶ所㸦20.0%㸧࡛幼稚園教諭 

定  ＋保育士ࡢ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ者ࡀ勤務ࠋ 定 定 㸷ྡ 2 18 
 

定 㸯㸮ྡ 3 30 
 ● ୖ記 54 ヶ所ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業ࡢ者ࡀ勤務 

定 ࡣࡢࡿࡍ  32 ヶ所㸦59.3%㸧ࠋ 定 㸯㸯ྡ 1 11 
 

定 㸯㸰ྡ 5 60 
 ● 勤務ࡿࡍ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ合計 793 人ࡢうࠊࡕ 

定  4 ᖺ制大学卒業者 61 人ࡢ割合ࡣ 7.7% 定 㸯㸱ྡ 1 13 
 

定 㸯㸳ྡ 1 15 
    

定 㸯㸴ྡ 1 16 
    

定 㸯㸵ྡ 2 34 
    

定 㸯㸶ྡ 2 36 
    

定 㸯㸷ྡ 2 38 
    

定 㸰㸮ྡ 1 20 
    

定 㸰㸯ྡ 5 105 
    

定 㸰㸰ྡ 1 22 
    

定 㸰㸱ྡ 2 46 
    

定 㸰㸲ྡ 2 48 
    

定 㸰㸳ྡ 1 25 
    

定 㸱㸯ྡ 2 62 
    

定 㸱㸰ྡ 2 64 
    

定 㸲㸱ྡ 1 43 
    

定 㸦無回答㸧 215 - 
    

定 合計 269 793 
    

       

  



㸰章定 人材需要ࡢ見通ࡋ調査ձ࠙新設構想ࡘ࡟い࡚ࡢ人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ調査㸦幼稚園࣭保育所等ࠚ㸧 結果定 定 定 定  

 

23 
  

   

問㸳定 貴園࣭貴所࠾࡟い࡚㸰㸮㸯㸲ᖺ㸲᭶࡟採用ࡓࢀࡉ新卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢ人数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

 

◆ 採用ࡓࡋ幼稚園教諭㸦合計㸧 ◆ 採用ࡓࡋ幼稚園教諭ࡢう4ࠊࡕ ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 23 23 
 

定 定 㸯ྡ 15 15 

定 定 㸰ྡ 13 26 
 

定 定 㸰ྡ 6 12 

定 定 㸱ྡ 5 15 
 

定 㸦無回答㸧 22 - 

定 定 㸳ྡ 1 5 
 

定 合計 43 27 

定 定 㸴ྡ 1 6 
    

定 㸦無回答㸧 226 - 
 ● 2014 ᖺ 4 ᭶࡟採用ࡓࢀࡉ幼稚園教諭 75 人ࡢうࠊࡕ 

4 ᖺ制大学出身者 27 人ࡢ割合ࡣ 定 ࠋ36.0% 合計 269 75 
 

       
◆ 採用ࡓࡋ保育士㸦合計㸧 ◆ 採用ࡓࡋ保育士うࠊࡕ㸲ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 55 55 
 

定 定 㸯ྡ 50 50 

定 定 㸰ྡ 25 50 
 

定 定 㸵ྡ 1 7 

定 定 㸱ྡ 15 45 
 

定 㸦無回答㸧 54 - 

定 定 㸲ྡ 6 24 
 

合計 105 57 

定 定 㸳ྡ 2 10 
    

定 定 㸵ྡ 1 7 
 ● 2014 ᖺ 4 ᭶࡟採用ࡓࢀࡉ保育士 201 人ࡢうࠊࡕ 

4 ᖺ制大学出身者 57 人ࡢ割合ࡣ 定 ࠋ28.4% 㸯㸮ྡ 1 10 
 

定 㸦無回答㸧 164 - 
    

定 合計 269 201 
    

       

認ᐃࡶ࡝ࡇ園ࡢ࡝࡞場合࠾࡟い࡚ࠊ㸰ࡢࡘ資格ࢆ᭷ࠊࡋ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ人数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ記入ࡈ外数࡛ࠊࡎࡵ含࡟人数ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢୖࠊࡣ人数ࡢ記載࡟௨ୗࠊ࠾࡞

   
◆定採用ࡓࡋ幼稚園教諭＋保育士ࡢ両業務࡟ 

ᚑ事ࡿࡍ者㸦合計㸧 
◆ 採用ࡓࡋ幼稚園教諭＋保育士ࡢ両業務࡟ 

ᚑ事ࡿࡍ者ࡢうࠊࡕ㸲ᖺ制大学卒業者 

ヱ当人数 回答数 人数合計 
 

ヱ当人数 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 5 5 
 

定 定 㸯ྡ 8 8 

定 定 㸰ྡ 1 2 
 

定 定 㸰ྡ 1 2 

定 定 㸱ྡ 3 9 
 

定 定 㸲ྡ 1 4 

定 定 㸲ྡ 3 12 
 

定 㸦無回答㸧 4 - 

定 定 㸴ྡ 1 6 
 

定 合計 14 14 

定 㸰㸯ྡ 1 21 
    

定 㸦無回答㸧 255 - 
 ● 2014ᖺ 4᭶࡟採用ࡓࢀࡉ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ 55人ࡢ 

う4ࠊࡕ ᖺ制大学出身者 14 人ࡢ割合ࡣ 定 ࠋ25.5% 合計 269 55 
 

    a   
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問㸴定 貴園࣭貴所ࡿࡅ࠾࡟幼稚園教諭࣭保育士ࡢ今ᚋࡢ採用見通ࡘ࡟ࡋい࡚࠾答えࡉࡔࡃいࠋ 

   
◆ 幼稚園教諭免許状定 保᭷者 

  

選択㡯目 回答数 構成比 

定 㸯㸬୙足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ採用数ࢆ増ࡓࡋࡸい4.5% 12 ࠋ 

定 㸰㸬適度࡟充足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ現行並ࡢࡳ採用数ࢆ維持ࡓࡋい15.2% 41 ࠋ 

定 㸱㸬過剰࡛あࠊࡾ採用数ࢆ減ࡓࡋࡽい0.0% 0 ࠋ 

定 㸲㸬わ࡞ࡽ࠿い 25 9.3% 

定 㸦無回答㸧 191 71.0% 

定 合計 269 100.0% 

   

◆ 保育士資格定 保᭷者 
  

選択㡯目 回答数 構成比 

定 㸯㸬୙足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ採用数ࢆ増ࡓࡋࡸい13.0% 35 ࠋ 

定 㸰㸬適度࡟充足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ現行並ࡢࡳ採用数ࢆ維持ࡓࡋい19.3% 52 ࠋ 

定 㸱㸬過剰࡛あࠊࡾ採用数ࢆ減ࡓࡋࡽい1.5% 4 ࠋ 

定 㸲㸬わ࡞ࡽ࠿い 31 11.5% 

定 㸦無回答㸧 147 54.6% 

定 合計 269 100.0% 

   

◆ 幼稚園免許状࣭保育士資格ࡢ両方ࡢ保᭷者 
  

選択㡯目 回答数 構成比 

定 㸯㸬୙足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ採用数ࢆ増ࡓࡋࡸい17.5% 47 ࠋ 

定 㸰㸬適度࡟充足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ現行並ࡢࡳ採用数ࢆ維持ࡓࡋい22.3% 60 ࠋ 

定 㸱㸬過剰࡛あࠊࡾ採用数ࢆ減ࡓࡋࡽい1.1% 3 ࠋ 

定 㸲㸬わ࡞ࡽ࠿い 27 10.0% 

定 㸦無回答㸧 132 49.1% 

定 合計 269 100.0% 

   

   

問㸵定 今ᚋࠊ㸲ᖺ制大学ࠊ短期大学ࠊ保育ᑓ門学校ࡢうࠊࡕいࡢࢀࡎ卒業者ࡾࡼࢆ採用ࡓࡋい࠾࡜考え࡛ࠋ࠿ࡍ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 㸯㸬㸲ᖺ制大学 35 13.0% 

定 㸰㸬短期大学 31 11.5% 

定 㸱㸬保育ᑓ門学校 2 0.7% 

定 㸲㸬特ࡔࡇ࡟わ࡞ࡽい 168 62.5% 

定 㸦無回答㸧 33 12.3% 

定 合計 269 100.0% 
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問㸶定 新卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࢆ採用ࡿࢀࡉ㝿ࠊ㔜視ࡿࡍ内容࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力 210 78.1% 

定 定 㸰㸬ᇶ礎的࡞学力 113 42.0% 

定 定 㸱㸬幼児教育࣭保育ࡢᑓ門知識 117 43.5% 

定 定 㸲㸬社会常識࣭75.8 204 ࣮ࢼ࣐% 

定 定 㸳㸬積極性࣭行動力 150 55.8% 

定 定 㸴㸬幼児ࡢ࡬愛情 179 66.5% 

定 定 㸵㸬࡛࣒࣮ࢳ働ࡃ力 177 65.8% 

定 定 㸶㸬幼児教育࣭保育ࡢ࡬情熱 189 70.3% 

定 定 㸷㸬目的㐩成能力 61 22.7% 

定 㸯㸮㸬࣭ࣝࣈࣛࢺ問題解決能力 71 26.4% 

定 㸯㸯㸬特別ࢆ࢔ࢣ࡞要ࡿࡍ幼児ࡢ࡬対応力 55 20.4% 

定 㸯㸰㸬ࡢࡑ௚ 23 8.6% 

※ 問㸶ࡣ複数回答㡯目ࠊࡵࡓࡢ回答数ࡣ延ࠋ࡭ 
  

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 269 ヶ所㸦回答ࢆ得ࡢ࡚࡭ࡍࡓ幼稚園࣭保育所等ࡢ数㸧 
  

   
   

問㸷௨降ࡣᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࡢ概要ࠖࢆ見ࡢ࡛ୖࡓ回答ࢆ求ࠋࡓࡵ 

   

問㸷定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖࢆ卒業ࡓࡋ学生ࢆ採用ࡓࡋい࡜思わࠋ࠿ࡍࡲࢀ 

選択㡯目 回答数 構成比 

定 定 㸯㸬採用ࡓࡋい 42 15.6% 

定 定 㸰㸬採用ࢆ検討ࡓࡋい 80 29.7% 

定 定 㸱㸬ࡶ࡜ࡽࡕ࡝言え࡞い 94 34.9% 

定 定 㸲㸬採用࡞ࡋࡣい 2 0.7% 

定 㸦無回答㸧 51 19.0% 

定 合計 269 100.0% 

   

㸦問㸷࡛㸧㸯ࡣࡓࡲ㸰ࡢ場合ࡤࢀࡅࡋࢁࡼࠊ採用ྍ能࡜思わࡿࢀ人数ࡈࢆ記入ࡉࡔࡃいࠋ 

選択㡯目 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 42 42 

定 定 㸰ྡ 24 48 

定 定 㸱ྡ 8 24 

定 定 㸲ྡ 1 4 

定 㸦無回答㸧 47 - 

定 合計 122 118 
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㸦問㸷 補足㸧   

 ࠋ結果ࡢ場合ࡓࡋ限ᐃ࡟ࡳࡢいࠖࡓࡋ㸯㸬採用ࠕࢆ結果㸦採用ྍ能人数㸧ࡢ問㸷࣭ࢪ࣮࣌● ⇒

選択㡯目 回答数 人数合計 

定 定 㸯ྡ 12 12 

定 定 㸰ྡ 10 20 

定 定 㸱ྡ 4 12 

定 定 㸲ྡ 1 4 

定 㸦無回答㸧 15 - 

定 合計 42 48 

 

   

問 10定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部定 教育学科㸦仮称㸧ࠖ࡟対ࠊ࡚ࡋ期待ࡿࢀࡉⅬࡈࡸ要望ࡀ 

あࡈࠊࡽࡓࡋࡲࡾ自⏤࠾࡟書ࡉࡔࡃࡁいࠋ 

   
※ 103 箇所ࡽ࠿回答ࢆ得ࠋࡓ௨ୗࠊ回答内容ࢆ掲載㸦原文࣐࣐㸧ࠋ㡰୙ྠࠋ 

   

1 
ࠗ心࡜心ࡢ交流ࠗ࠘ࡿࡁ࡛ࡀ 様々࡞場面࡛共感ࡋ合え࠘ࡿ能力࡚ࡗࡶࢆいࡿ人ࢆ採用ࠊࡋ保育࣭幼児教育ࢆ行ࡋ࡯࡚ࡗい࡜願うࠋ

知識ࡀ優先ࠊࡶ࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡋ適応࡞ࡋい࡜意味࡞ࡀいࠋ実践力ࡢ豊࡞࠿人材育成ࢆ望ࠋࡴ 

2 

࣭生活経験豊࡞࠿人ࢆ望ࠋࡍࡲࡳ 

 ࠋࡍࡲ思い࡜良いࡤࢀい࡚ࡗ持ࢆ力ࡓࡋ⥆⥅ࢆ事ࡢࡘ一࡝࡞㐠動部ࠊࡤࢀࡁ࡛࣭

 ࠋࡍい࡛ࡋ࡯࡚ࡏ合わࡕ持ࡶ面࡞ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ࡍ目指ࢆ前ࠊࡽࡀ࡞ࡾえ࠿ࡾࡩ࣭

࣭第一ࠊ࡟子࡜ࡕࡓࡶ࡝成長࡚ࡋいࡇう࡜考え࡚ࡋ࡯い࡛ࠋࡍ㸦多ࢆࡃ子ࡽ࠿ࡕࡓࡶ࡝学ࡪ事࡛ࡍ㸧 

3 
学問ࡢワࡵ込ࢆࡅࡔࡳ行うࠊࡃ࡞࡛ࡢ保護者ࡢ࡜コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࡸ子ࡢࡶ࡝気持࡟ࡕ寄ࡾ添うࡢ࡜ࡇ大ษ࡟ࡉ気付ࡏ࠿

࡚あࡿࢀࡽࡆ環境ࢆ作࡚ࡗい࡚ࡗ欲ࡋい࡜考えࠋࡍࡲ 

4 

常識的࡞日㡭ࡢ社会人ࡀ࣮ࢼ࣐ࡢ࡚ࡋ࡜第一ࠋ又ࠊ打ࢀࡓ弱い人࡛ࣁࠊࡃ࡞ࡣン࣮ࣜࢢ精神ࡢあࡿ方ࡾࡼࡀ職場ࡢ中࡛ࡶ調和࡜

向ୖ心࡚ࡗࡶࢆ人ࡢ࡜関係ࡀ保࡜ࡿࢀࡓ思い࡞ࡽ࡞ࡤࡡࠋࡍࡲい࡛ࠊࡃ࡞ࡣ㐪ࡓࡗ考えࡶあ࡜ࡿ思えࡿ柔軟ࡶࡉあࡿ人ࡼࠋうࠊࡣ

人格㸦素直࣭ࡉ前向࡞ࡁ人㸧࡛ࠋ…ࡡ࠿ࡍ 

5 職場ࡢ内㸦職員間㸧外㸦保護者࣭近隣㸧ࡢ࡜コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࡢ強໬ 

6 大人ࡢ礼儀ࢆわࡲࡁえࡓ学生ࢆ養成ࡉࡔࡃ࡚ࡋい 

7 
保育ࡸ教育ࡢࡑࡣ子ࡢ人生ࢆ左ྑࡶ࡚࡜ࡿࡍ大ษ࡞௙事࡛あࢆ࡜ࡇࡿ常࡟ᛀࡎࢀ教養ࢆ身ࡅࡘ࡟大学࡛࡜ࡾ࠿ࡗࡋ学ྲྀ࡛ࢇ得

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ願࡜いࡓࡁࡔࡓい࡚ࡋ࠿生࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆ資格ࡓࡋ

8 

公立保育所ࡵࡓࡢ直接人事࡟࡜ࡇࡢ関わࡣ࡜ࡇࡿ出来ࠊࡀࢇࡏࡲ就職࠾࡟ୖࡿࡍい࡚ࠊ実習ࡣ必須ࢀࡑࠊࡀࡍࡲࡾ࡞࡜௨ୖ࡟௚

ࡃࡓࢆ経験ࡢ多方面࡛ࠊࡎࡽ限࡟保育ࠋࡍࡲ思い࡜࠿い࡞ࡣ࡛ࡢ࡞出࡚᭷利࡟社会ࠊࡀ方ࡓい࡚ࢀࡉࢇࡉࡃࡓࡶ経験ࡢ部ศ࡛ࡢ

 ࠋࡍࡲ思い࡜࠿いࡼ࡜ࡿࡆあ࡚ࡵࡍࡍ࡟うࡼࡿࡁ࡛ࢇࡉ

9 人࡜接ࡿࡍ力ࡢあࡿ学生ࢆࢇࡉ期待ࠋࡍࡲࡋ 

10 

昨今ࡢ学生ࡣ家庭教育࡚ࡅཷࢆい࡞い人ࡀ大半࡛あࠊࡾ先ࡎ社会常識࡟Ḟࠋࡿࡅ注意ࠋࡿ࡚ࡪࡣ࡜ࡿࢀࡉ人ࡢヰࢆ真面目࡟真剣

ୖࡢࡑࡣ事࡞学問的ࠋいࡋ࡯࡚ࡋࢆᑓ門教育࡞様ࡿࢀࡽࡅࡘ࡟身࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆᇶ礎学習ࡢࡵࡓࡿ࡞࡟社会人ࠋい࡞ࡋ࡜うࡇ聴࡟

 !!思う࡜ࡿあ࡛ࡢࡶࡿࢀᇵわ࡟自然࡟

11 総合大学ࡢࡣ࡛ࡽ࡞教養࡜経験ࢆ持ࠊࡕ幼児教育ࡢᑓ門知識࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆ勉強ࡋ࡯࡚ࡋいࠋ 
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12 

ձ子࡟ࡶ࡝㐟ࡽࡶ࡛ࢇえ࡝࠿ࡿう࠿見極ࡽࡶ࡚ࡵいࡓいࠋ 

ղ学཭ࡾ࠿ࡗࡋ࡜関わ࡚ࢀい࡝࠿ࡿう࠿見極ࡽࡶ࡚ࡵいࡓいࠋ 

思い࡜ࡿあࡀ必要ࡃ࠾࡚ࡋ学校࡛把握࡟前ࡍ出ࡾ㏦࡟世界ࡢ保育所等ࠊ࡛ࡢࢇࡏࡲࡾあࡣ࡛ࡢࡶࡿࡁ大学࡛修得࡛ࡣࡘ㸰ࡢࡇ࣭

 ࠋࡍࡲ

ճ子ࡢ࡜ࡶ࡝㞟団的࡞あࡾ࠿ࡗࡋࢆࡧࡑ身ࡋ࡯࡚ࡏࡉࡅࡘ࡟いࠋ 

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡃ࠾教え࡚ࡾ࠿ࡗࡋ学校࡛ࡣࢀࡇࠊ࡛ࡢい࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡀ経験ࡪࡑ㞟団࡛あࠊࢁࡇࡢࡶ࡝ࡇ࣭

ᚋࡣ一般的࡞学習ࡀᖹ均的࡛あࡤࢀ良い࡜思いࡢࡑࠋࡍࡲ௚ࡣ࡜ࡇࡢ現場࡛教えࡀࡢࡿ一番࡛ࠊ学校ࡣ࡟期待ࠋࢇࡏࡲࡾ࠾࡚ࡋ 

13 何ࡶࡾࡼ情熱࡜ࡔ思いࠋࡍࡲ情熱ࡢあࡿ所࡜ࡔ口コ࡛࣑人ࡀ㞟ࠋࡍࡲࡾࡲ 

14 
人࡜接ࡿࡍ職業࡛ࠊ࡛ࡢࡍ相手࡟対ࡿࡍ思いࡸࡾࡸ感謝ࡢ気持ࡕ等ࢆ大ษ࡟出来ࡿ学生ࡀ多ࡃ輩出ࡿࢀࡉ事ࢆ期待ࡲࡾ࠾࡚ࡋ

 ࠋࡍ

15 
現在ࠊ鈴峯女子短期大学ࡢ生ᚐࡢ実習࡚ࡅཷࢆいࠋࡍࡲ吸収合併ࠊ࡛࡜ࡇࡿࢀࡉ生ᚐࡢᇶ礎学力ࡀ up ࠋࡍࡲࡋ期待ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࠋいࡉୗ࡚ࡆあ࡚ࡋ教育ࡾ࠿ࡗࡋ

16 

短大࣭㸲大学校ࡢ࡝࡞㐪い࡛ࠊࡃ࡞ࡣ最終的ࠕࡣ࡟人ࠖ࡜ࡔ思いࠋࡍࡲᖺࡀࡽࡕࡇ࡚ࡗࡼ࡟求ࡿࡵ力ࡶ多少変わࡀ࡜ࡇࡿあࡲࡾ

卒論ࠊࡾあࡀ余裕࡞時間的࡚࡭比࡟短大ࡣ㸲ᖺ制ࠊࡔࡓࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿ࡉࡋ難ࡢ௙事ࡢࡇࡀࢁࡇ࡜い࡞ࢀࡽࡵ࡜ࡲ一言࡛ࠋࡍ

一ࠕ㐪うࡣ࡜自惚ࠋ…ࡀࡍ必要࡛ࡣࢫンࣛࣂࠋࡍࡲいࡲࡋ࡚ࡗ持ࡣ期待࡟力ࡃ書ࡸ研究的視Ⅼࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾあࡣいう㐪い࡜ࡃ書ࢆ

種免許ྲྀ得者࡚ࡋ࡜就職ࠖࡿࡍ自信࠿࡜誇ࢆࡾ持࡚ࡗ卒業ࡋ࡯࡚ࡁ࡚ࡋい࡜思いࠋࡍࡲ 

17 
ࡋ得ྲྀࢆ資格ࡢᑓ門࡞ࢁいࢁいࠊ࡟うࡼࡢ貴大学ࠊࡣ࡟ࡃい࡚ࡌ応࡟ࢬ࣮ࢽࡢ社会ࡢ࡝࡞子育࡚支援制度ࡶ࡝子ࠊ教育ࡿࡀ࡞ࡘ

 ࠋࡍࡲࡋࡓ期待い࡟開設ࡢ学科ࠊࡵࡓࡿ࡞࡜必要ࡀ人材ࡓ

18 何ᖺ度࡟開設࡛ࠋ࠿ࡍ 

19 
幼児教育ࠊࡣ公的࡟ࡢࡶ࡞あࠊࡎࢀࡽࡤࡋࡾࡲ独自ࡢ教育観࡛教育又ࡣ保育࡟あࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗࡓᑠ学校教育ࡣ࡜性格ࡓࡗࡲࡢ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࢆ育成ࡢ人材ࡓࢀࡉ訓練ࠊࡋ理解ࡃࡼࠊい࡚ࡘ࡟養護ࠊう幼児教育ࡀࡕࡃ

20 

࣭コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン力ࡢ必要࡞職業࡜ࡔ思いࠋࡍࡲ職員間ࠊ࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣ子ࡢ࡬ࡶ࡝ヰࡋ方ࠊ聞ࡁ方ࠊ保護者ࡸ地域ࡢ方

 ࠋࡍࡲ思い࡜良いࡽࡓࡗࡽࡶ鍛え࡚࠿ࡗࡋࠋࡍ多い࡛ࡶョンࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コࡢ࡜

࣭保育現場࡛ࡢ実習ࡀ豊࡞࠿方ࠊࡀ実㝿࡟௙事ࢆ࡜ࡇࡃࡘ࡟考え࡜ࡿ㔜要࡜࡞࠿思いࠋࡍࡲᖺ௧࡟応ࡓࡌ子ࡢࡶ࡝発㐩ࡸ対応࡟

 ࠋࡍࡲ思い࡜ࡔ一番ࡀ実践ࡢ現場࡛ࡶい࡚ࡘ

21 
保育࡟関ࡿࡍ知識ࡸ一般的࡞教養࡜ࢇࡕࡁࢆ身ࠊࡅࡘ࡟保育࡟対ࡿࡍ熱意ࢆ持ࠊࡕ永ࡃ勤ࡼࡿࢀࡽࡵう࡞人材ࢆ育成࡚ࡋいࡔࡓ

 ࠋࡍࡲ思い࡜いࡓࡁ

22 
乳幼児期ࡢ子ࢆࡕࡓࡶ࡝育ࡴ職場ࠊ࡛ࡢ࡞人࡚ࡋ࡜大ษࡿࡍ࡟心ࡢ根ࢆࡇࡗ育࡛ࢇいࡎࡲࠋࡍࡲࡁ自ศ自身ࠕࠊ自己肯ᐃ心 ௚ࠕࠖ

者ࢆ認ࡿࡵ心ࠖࢆ持࡚ࡗい࡝࠿ࡿうࡢࡇࠊ࠿部ศ࡟是非࣏ࢫࡶ࡜ッࢆࢺ当࡚࡚ୗࡉいࠋ 

23 

ᗈ島ࡣ࡟共学࣭4 ᖺ࡛ࡢ保育士資格ྲྀࢆ得࡛ࡿࡁ学校ࡀ少࡞いࡋࡽࡤࡍࠊ࡛ࡢい࡜ࡔ࡜ࡇ思いࠋࡍࡲ保育࡟関ࡢ࡚ࡋ経験ࡸ知識

ࠊ࡝࡞心㸧ࡿࢀ入ࡅ心㸦ཷ࡞柔軟ࡿࡍ対࡟指ᑟࡸ࣮ࢼ࣐ࡢ࡚ࡋ࡜社会人ࡣ࡟方ࡢ新卒ࠊ࡛ࡢいいࡤࡅ得࡚い࡟就職ᚋ࡟保育園ࡣ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࠋࡍࡲ思い࡜ࠊࡤࢀࡅ出࡚㡬࡟社会࡚ࡅࡘ࡟身ࢆࢁࡇ࡜࡞ᇶ本的ࡣࡎࡲ

24 ᇶ礎的࡞学力࡜社会常識࣭ࢆ࣮ࢼ࣐持ࡓࡗ人材ࡢ育成ࢆ期待ࠋࡿࡍ 

25 

࣭保育園ࢺࣇࢩࡣ制ࡸ数人担任࡛ࠊࡀࡍ幼稚園ࡣ 1 ࢫࣛࢡ 1 人担任࡛敬遠ࠊࡀࡍ࡛ࡕࡀࢀࡉ是非幼稚園ࡢ教諭ࡓࡾ࡞࡟い࡜いう

方ࡢ養成࠾ࢆ願いࠋࡍࡲࡋ 

ࡆあ࡚ࡅࡘࡶ力ࡢࣀ࢔ࣆ是非ࠋࡍいう現状࡛࡜ࡿࡍⱞ労ࡀ本人ࡽ࠿࡚ࢀࡽ出࡟現場ࠊࡾあࡶ短大等ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡢ授業ࡢࣀ࢔ࣆ࣭

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚

26 現௦社会ࡢ教育課題ࡢ本質ࢆ見据え࡟ࢀࡑ対応࡛ࡿࡁ人材ࢆ育成࡚ࡋい࡜ࡤࢀࡅࡔࡓ思いࡍࡲ 

27 現場ࡢ実態ࡃࡼࢆ知ࠊ࡚ࡗ学ࢆࡧ深࡟ࢀࡑࠊࡘࡘࡵ挑ࡼࡴう࡞積極的姿勢࡚ࡗࡶࢆ卒業࡚ࡏࡉ㡬ࢆ࡜ࡇࡃ願いࠋࡍࡲ 

28 
地元ࡅཷ࡟入ࡿࢀࡽࢀ学生ࠊ地元࡜密着ࡿࡍ学部࣭学科࡛あࡋ࡯࡚ࡗいࢇ࡝ࢇ࡝ࠋ現場経験ࡢ教員ࢆ増ࠊࡋࡸ少人数࡛徹底的࡟

力㔞ࡢあࡿ教員ࢆ育࡚࡚ࡋ࡯いࠋ 

29 

近県࡛教諭一種免許状㸦ᑠ࣭幼㸧ཬࡧ保育士資格ࡀ共ࡿࢀ࡜࡟ 4 大ࡣ殆࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗ࠿࡞࡝い࡛ࡻࡋうࡽ࠿ࢀࡇࠋ࠿幼ࠊ保ࠊ認

ᐃ等進ࡴ㐨ࡀ୙透明࡛あࡿ中ࠊ幼児࡟携わࡿ௙事࡟就ࡇう࡜思࡚ࡗいࡿⱝ者ࡢ࡝ࠊ࡟大学ࢆ指༡ࡽࡓࡋ良い࠿迷࡚ࡗいࠋࡓࡋࡲ

期待࡚ࡋいࠋࡍࡲ 
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30 

四ᖺ制大卒ࡢ場合ࠊ学力࡚ࢀࡄࡍࡣい࡚ࠕࡶ実践力ࠖࡀ୙足࡚ࡋいࡿ場合ࡀ多い࡜感࡝ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡌうࡄࡍ"ࡒ使えࡿ力"ࢆ養

持ࢆ特ᚩ࠿何ࠊࡽ࠿ࡍ࡛ࡢࡿࡍ卒業ࢆ四ᖺ生ࡃ࠿ࡗࡏࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡶ࡟う࡝ࠊࡶい࡚࡚ࡗ整ࡀࡅࡔ知識ࡣ職業ࡢࡇࠋいࡉୗ࡚ࡗ

 ࠋࡍࡲ思い࡜いࡋ࡯࡚ࡗわࡉࡎࡓ࡟教育ࠊ࡚ࡗ

31 

࣭音楽ࡢ࡝࡞技術面ࡶ大ษ࡛ࡀࡍ…人物࡚ࡋࡾ࠿ࡗࡋࡀいࡀ࡜ࡇࡿ㔜要࡜ࡔ考えࠋࡍࡲ人間関係ࠊコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン力ࠊ協調

性ࠊ思いࠊࡾࡸ人ࢆ大ษࠊࡿࡍ࡟生命倫理࡟対ࡿࡍ正ࡋい考え方ࡀ身ࡘ࡟い࡚い࠿ࡿ 

࣭学問的ࡃ࡞࡛ࡅࡔ࡜ࡇ࡞社会常識࡝࡞࣮ࢼ࣐ࠊ人間ࡢ࡚ࡋ࡜生ࡁ方ࡢᇶ礎ࡾ࠿ࡗࡋࢆ身࡚ࡅࡘ࡟欲ࡋいࠋ 

32 保育士୙足࡛࡛ࡢࡍ是非優⚽࡞人材ࢆ㏦ࡾ出࡚ࡋୗࡉいࠋ 

33 

近ᖺࡢ新卒者ࠊࡣ挨拶࡞ࡁ࡛ࡀいࠊ言葉࡙࠿いࡋ࠿࠾ࡀい等ࡸ࣮ࢼ࣐ࠊ社会常識࡟Ḟࡿࡅ者ࡀ多い࡜思いࠋࡍࡲᑓ門知識࡟関ࡋ

ᇶ本ࡾࡼࢀࡑࠋࡍ࡛࡜ࡇいࡼࡤࢀࡅࡘ࡟身ࡘࡎࡋ現場࡛少ࠊ࡛ࡾࡀ思いୖࡣࡢࡿ考え࡜ࡓいࡘ࡟勉学࡛身ࡢ数ᖺ間ࠊ正直ࠊࡣ࡚

的࡞常識ࢆ࣮ࢼ࣐ࠊ知࡞ࡽい人ࡣ人࡚ࡋ࡜子供ࡢ指ᑟ࣭保育࡟向い࡚い࡞い࡜考えࠋࡍࡲ 

34 

4ࠊࡀࢇࡏࡲࡁ理解࡛ࡃࡼࡣ࡟⚾ ᖺ制ࢆ出࡚来ࡓ方࡛ࡶ保育࡜いう࡝ࢆ࡜ࡇう勉強࡚ࡋ来࡜࠿ࢇࡓࢀࡽ疑いࡓいࠋࡍ࡛ࡢ人文学

部ࠊ教育学部ࡣ࡜ᇶ本的ࡼࡢ࡝ࡣ࡟う࡞教育ࡻࡋ࡛ࢇ࡞うࠋ࠿先ࡎᇶ本的人権ࡀわ࡚ࡗ࠿いࠋࡼࢇࡏࡲ子ࢆࡶ࡝無視ࠊ࡚ࡋ自ศ

 ࠋࡍう࡛ࡼࡢ࢏ࡲࡢࡑ講義ࡢ大学ࡢࡽ࠿昔ࠋࡍࡲࡅࡘࡋ࠾࡟強制的ࢆ࡜ࡇࡓࡋ࡜うࢁࡸࡀ

࣭ᇶ本的人権ࢆᛀ࡞ࢀい 

 ࡿࡍ保育ࡎࡽྏ࣭

 ࡿࡍ࡟大ษࢆࡾ࡜ࡦࡾ࡜ࡦ࣭

࣭子࡟ࡶ࡝無理ࡃ࡞࡜ࡇࡿࡅࡘࡋ࠾࡟子ࡀࡶ࡝持࡚ࡿ良ࢆࡉい࡚ࡋ࡟࠿引ࡁ出࠿ࡍ 

࣭意見㸦思ࠊ࡜ࡇࡓࡗ考え࡜ࡇࡓ㸧ࢆ大࡞ࡁ声࡛ࡾࡁࡗࡣ言う子࡚ࡋ࡟いࡃ←大学生࡛࡞ࡁ࡛ࡶい人ࡀいࡿ 

大学࡜現場࡛ࡣい࡟࠿㐪う࡜࠿いうࠊ࡜ࡇ保育ࡢ現場࡛役立ࡘ様࡟教育࡚ࡋࢆいࡓࡁ࢐ࡓい࡜ࢇ࡯ࠋうࡢ保育ࡣ࡜？現場࡛役立

ࡅࡔࡿい࡚ࢀࡉ࠿動ࡣࡶ࡝子ࠊࡣ࡛ࡢいう࡜ࢁࡋうࡇࠊࢁࡋ࢏あࠋいࡓࡁ࢐ࡓい࡛ࢇ組ࡾ࡜考え࡚࡜ࢇうࡣ指ᑟ者ࢆࡣ࡜保育ࡘ

 ࠋいࡉࡔࡃ育࡚࡚ࢆࢇࡉ保育士࡞うࡼࡿࡅ࢐ࡓい࡚ࡋࢆ保育ࡿ価値あࠋࢇࡏࡲࡾ変わࡣࡶ࡝子ࠊ࡛

ࡣࡢࡶࡢ㐩現場⚾ࠋࢇࡏࡲࡾࡲࡓࡣ࡚ࢀࡉ࡟うࡼいう࡜い࡞ࡓ立ࡶ࡟役ࡢ何ࠊࡀࡓࡋࡲࡋ࡜うࡼࡋ協力࡚ࡗ࡜ࢆ時間ࡢࡅࡔࢀࡇ

大学出ࡢ人࡟弱࡚ࡗいࡽ࠿ࡍ࡛ࡢࡿ無駄࡞ࡋ࡟い࡛࠾考えୗࡉいࡼࡍࡲう࠾ࡃࡋࢁࡼ願いいࠋࡍࡲࡋࡓ 

35 㐟ࡧ心࡜生ࡁ抜ࡃ力ࡋࡲࡃࡓࡓࡗࡶࢆい心豊࡞࠿人間像ࢆ育成ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

36 伝統あࡿᗈ島修㐨大学࡛幅ᗈい視Ⅼ࡛ࡢ人材ࢆ育成ࡿࡍ教育学科ࢆ今ᚋ新設࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ心ࡾࡼ期待ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋࢆ 

37 特࡟要望ࡣあࠋࢇࡏࡲࡾ真面目࡞努力家ࢆ望ࠋࡍࡲࡳ 

38 
働ࡢ࡜ࡇࡃ意味ࠊ自ศࢆ育࡚ࡿ意味ࠊ࡝࡞根源的࡞内容ࡘ࡟い࡚ࡶ指ᑟ࡚ࡋࢆいࠊࡁࡔࡓ人ࡢ࡚ࡋ࡜生ࡁ方ࢆ身ࡓࡅࡘ࡟人材ࢆ

育成ࡋ࡯࡚ࡋいࠋ 

39 
発㐩㞀害ࡢ疑いࡢ子ࡀࡶ࡝増ຍ傾向࡟あࡿⅭࠊ一人一人࡟合ࡓࡗ支援ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ現場࡟入ࠊ࡜ࡿ時間内࡛ࡢ研修ࡣ困

難ࡿ࡞࡜Ⅽࠊ学生ࡢ時࡟支援方法ࡾ࠿ࡗࡋࢆ学࡛ࢇ欲ࡋいࠋ 

40 

近ᖺ保育ࡢ世界࡛ࡣ保育ࡢ内容ࡢ充実࡟ຍえࠊ保護者支援ࡘ࡟い࡚ࡢ対応ࡢ㔜要度ࡀ高࡚ࡁ࡚ࡗࡲいࠋࡍࡲ時௦ࡢ変໬࡟ࡶ࡜࡜

柔軟࡟対応࡛ࡿࡁ人材ࡣ必須࡛ࠋࡍ一方࡛ࠊ子ࡢ࡬ࡶ࡝愛着ࠊ自己肯ᐃ感ࢆ育ࠊࡴ健࡞࠿ࡸ成長ࡢ支援࡜いうࡘ࡟࡜ࡇい࡚ࡣ強

い気持ࢆࡕ持ࠊ࡚ࡗ保育࡟当ࡿࡓ事ࡀ大ษࠊ࡛ࡢ࡞保育ࢆ語ࡓࡾい熱い人材ࡢ育成ࢆ期待致ࠋࡍࡲࡋ 

41 知識ࠊࡃ࡞࡛ࡳࡢ人間性㔜視ࡢ教育࠾ࢆ願いࡓࡋいࠋ 

42 

࣭教えࡿ人ࡾࡼ支援࡛ࡿࡁ人ࡢ養成࠾ࢆ願いࡓࡋいࠋ 

࣭多様࡞価値観ࢆ理解࣭ཷ容࡛ࡿࡁ人ࡢ養成ࠋ 

࣭感性ࡢ強い人ࠊ人ࡢ気持ࡀࡕわࡿ࠿人ࠊ気࡙ࡁ㸦自ศ࣭௚人㸧気࡙ࡃ人 

43 ᑓ門知識ࡢࡑࠊࡀࡍ࡛ࢇࢁࡕࡶࡣ土ྎࠕࡿ࡞࡜人間力ࠖ࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆᇵ࡚ࡗ欲ࡋい࡛ࠋࡍ 

44 
色々࡞要望ࡀあࡎࡲࠊࡀࡍࡲࡾ一番࡟人࡟接࡚ࡋいࡃ௙事࡛ࠊ࡛ࡢࡍ人࡚ࡋ࡜中味࡚ࡗࡲࡘࡾ࠿ࡗࡋࡢいࡿ方ࢆ育࡚࡚ࡋ࡯い࡜

思いࠋࡍࡲ 

45 
࣭୚えࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡍ࡞ࡇࢆ࡜ࡇࡓࢀࡽ想像ࡢ翼ࢆ働ࢪ࣮࣓࢖ࠊࡏ࠿豊࡞࠿人材ࢆ期待ࠋࡍࡲࡋ 

࣭子ࡀࡶ࡝大好࡛ࡁあࠊࡿ愛ࡋい࡜思えࡿ人࡚ࡗ࡞࡟いࡓࡁࡔࡓい࡛ࠋࡍ 

46 
保育士ࠊ幼稚園教諭࡟ࡶ࡜㔝原ࡅ࠿ࡾ࠿ࡗࡋࢆ回ࡼࡓࡗう࡞経験࠾࡚ࡋࢆい࡚ࡋ࡯いࠋ自然物ࠊᑠ動物ࠊ昆虫ࡉࡶ࡝࡞わࡾࡓࢀ

知識ࡋ࡯ࡶいࠋ 
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47 

学生ࡀᖺ々ࠊ幼児໬࡚ࡋいࡼࡿう࡟思うࠊ࡛ࡢ自ศࡢ考えࠊࡕࡶ࡜ࢇࡕࡁࢆ実行࡛ࡓࡋ࡜ࢇࡕࡁࠊ࡝࡞ࡿࡁ大人࡚ࡗ࡞࡟卒業ࡋ

㸦指ࠋࡿࡃ出࡚ࡀ差ࡢ成長ࡢᚋࡓࡵ始ࡁ働࡚ࡋ࡜保育士ࠊ࡜い࡞ࡀᇶ礎学力ࡢ程度ࡿあࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᑓ門知識ࠊࡓࡲࠋいࡋ࡯࡚

ᑟࡶ࡚ࡋ身࡞࠿ࡘ࡟い࡝࡞㸧 

人ࡢ命ࢆ㡸ࡿ࠿௙事ࠊ࡛ࡢ࡞責任感ࢆ持ࠊࡕ௙事࡟向ࡁ合うࠊ࡟ࡵࡓ早い時期ࠊࡾࡼ実習ࢆ通࡚ࡋ現場ࢆ経験ࡋ࡯࡚ࡏࡉいࠋ 

48 何ࡢ௙事ࡶ࡟前向࡞ࡁ人 

49 

幼児教育ࢆᚿ࡚ࡋ学࡛ࢇいࠊࡽࡓࡋ࡛ࡢࡿࢀ࠿少ࡽࡃࡋいࡢ困難ࡀあࡋ࡯࡚ࡅ⥆ࡶ࡚ࡗい࡜思いࠋࡍࡲ持⥆ࡶ࡜ࡇࡿࡍ大࡞ࡁ才

能ࠋ―――࡜ࡔࡘ࡜ࡦࡢ幼児教育ࡣ創造ࡿࡍ能力ࡀ大事࡛ࠋࡍ何ࠊ࡟࠿ࡽ࠾࠾ࠊ࡟ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ࡶ࡜ࡈ楽ࡢ࡜ࡇࡿࡃࡘ࡛ࢇࡋ好࡞ࡁ

方ࢆ育࡚࡚ࡋ࡯い࡜思いࠋࡍࡲ 

50 
࣭初等教育コ࣮ࢆࢫ選ࡧ勉強ࡿࢀࡉ方࡟対ࠊࡣ࡚ࡋ特࡟音楽ࡢ技能ࢆ身࡚ࡅࡘ࡟㡬ࠊࡁ即戦力ࡿ࡞࡜様努力࡚ࡋ㡬ࡓࡁいࠋ 

࣭実習ࢆ多ࡃ経験ࠊࢀࡉ机ࡢࡅࡔୖࡢ勉強ࠊ知識ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ現実ࡢẖ日࡟通࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆࡢࡶࡿࡌ身࡚ࡅࡘ࡟㡬ࡓࡁいࠋ 

51 
保育士ࡣ今ࠊ୙足状態࡟あࠋࡍࡲࡾ卒業ࠊࡽࡓࢀࡉ保育現場࡛働ࡓࡁい࡜思ࡽࡶ࡚ࡗえࡼࡿう保育士ࡀࡾࡸࡣいࡢあࡿ職業࡛あ

 ࠋࡍࡲ思い࡜いࡓࡁࡔࡓ伝え࡚いࢆ࡜ࡇࡿ

52 
人㸦௚人㸧ࢆ育࡚ࡣ࡟ࡿ自ࡶࡽ育࡚ࡗいࡃ必要ࡀあࢽ࣐ࠋࡍࡲࡾュࣝ࢔通࡟ࡾ進࡞ࡲい時࡟対処ࡿࡍ能力ࢆ身࡜ࡇࡿࢀࡽࡅࡘ࡟

 ࠋࡍࡲ思い࡜ࡔ㔜要࡟特ࡣࡽ࠿ࢀࡇࡀ

53 
現௦ࡢ教育現場ࠊࡣ教育者࡚ࡗ࡜࡟非常࡟厳ࡋいࡀࡢ現実࡛ࠋࡍ保護者ࡢ要求ࡶ大ࠊࡃࡁ又ࠊ現௦ࠊࡣ特別ࢆ࢔ࢣ࡞要ࡿࡍ子࡝

 ࠋࡍࡲい࡚ࡵ求ࢆ人材࡞素直ࠊい人材ࡿ明ࠊࡿࢀࡽ越えࡾ乗࡟激務ࡢい現場࡛ࡋ厳ࡓࡗういࡑࠋࡍࡲい࡚ࡁ増え࡚ࡶࡶ

54 
正直申࡚ࡆୖࡋ鈴峯女子短大ࡢ四大໬࡛あࡤࢀ採用ࡋ࠿ࡎࡴࡣい࡜思わࠋࡍࡲࢀ学࡟ࡢࡶࡿࡃ࡛ࢇ差ࡀあࡔࡓࠋ࡛ࡢࡍࡲࡂࡍࡾ

今ࡣ頭数ࡉえ揃え࡜ࡤいう施設ࡶ多ࠊࡃ୙足気味࡛ࠊ࡛ࡢࡍ就職ࡣ࡟困࡞ࡽい࡜思いࠋࡍࡲ 

55 

࣭幼児期ࡢ教育ࡢ大ษࡶࡉ認識࡚ࢀࡉいࠊࡀࡍࡲ対応ࡿࡍ職員ࡢ資質ࡶ問わ࡚ࢀいࠋࡍࡲᑓ門的࡞知識࡜実践ࢆ合わࠊࡕࡶࡏ又ࠊ

保護者ࡶ࡟信頼ࡿࢀࡉ人格ࡢ育ࡶࡕ大ษ࡜ࡔ࡜ࡇ࡞思いࠋࡍࡲ 

࣭支援ࡀいࡿ幼児ࡘ࡟い࡚ࡶ知識ࡢ豊富࡞方࡜出会いࡓい࡜思いࠋࡍࡲ 

56 福島市ࡢ学生㸦卒業生㸧ࡀ居ࡿ事ࠋ遠方࡟居ఫࡢ人࡜ࡔ中々就職࡟結࡞࠿ࡘࡧいࠋ採用ࡀ出来࡞いࠋ 

57 
4 ᖺ制࡛あࠊࡤࡽ࡞ࡿ短大ࢫࣛࣉ࡟何࠿ᑓ門的࡟深ࡓࡵ学ࡢࡧ部ศࡀあ࡜…ࡤࢀ期待࡜ࡓࠋࡍࡲࡋえࡤ発㐩ࠊ㞀害ࠊ発㐩㞀害ࠊ

保健衛生࢘࢝ࠊンࣜࢭンࢢ等ࠊ保育士ࡣ࡟様々࡞ᑓ門的࡞知識ࡀ要求ࠋࡍࡲࢀࡉ 

58 

授業ࡢ中࡛ࣉ࣮ࣝࢢ討議ࢆ活発࡟行ࠊࡾࡓࡗ一࡜ࡇࡢࡘ㸦学園祭࡛ࡶ何࡛ࡶいい࡛ࡀࡍ㸧࡛࡞ࢇࡳࢆ創ࡾあ࡚ࡆいࡼࡃう࡞活動

経ࢇࡉࡃࡓࢆࡳࡃࡾྲྀ࡞うࡼࡃい࡚ࡋ出ࡾࡃࡘࢆ中࡛合意ࡢࡑࠊࡾࡓࡗ合ࡾ࠿ࡘࡪ࡚ࡋ論議ࡣ࡟時ࠊ合いࡋ出ࢆ意思ࠊࡾࡓࡋࢆ

験࡛ࡀࡢࡃ࠾࡚ࡁいい࡜思いࠋࡍࡲ 

59 

近ᖺ現場࡛ࠊࡣ課題ࡢあࡿ児童ࡀ増え࡚ࡢࡑࠊࡾ࠾子ࡢ࡬ࡕࡓ保育力ࡀ求ࠋࡍࡲࢀࡽࡵᇶ礎的࡞学力ࠊࡀࡍ࡛ࢇࢁࡕࡶࡣ実㝿࡟

現場࡛実習ࣛ࣎ࡸンࠊ࢔࢕ࢸ連携会ࢆ࡝࡞通࡚ࡋ学ࠋࡍࡲࡋࡵࡍࡍ࠾ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡤ又個々࡟個性ࡀ㐪う子ࠊ保護者ࡢ人格ࢀࡑࡶ

ࡿࢀࡽࡵࡍࡍࢆ課題ࠊࡽࡀ࡞ࡁࡁࢆ声ࡢ現場࡛ࡶ࡟先生方ࠋࡍࡲ思い࡜࠿必要ࡀࡉ柔軟ࡿࡁ適応࡛࡟ࡽࢀࡑࠊ࡛ࡢࡍࡲ㐪いࢀࡒ

ࢁࡼࠋࡍࡲࡋ期待ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡽ育࡚ࢇࡉࡃࡓࡀ保育士࣭教諭ࡿࡉࡔࡃ来࡚࡟現場ࠊ思い࡟大ษࢆ人ࡸࡶ࡝子ࠋࡍࡲࡋ期待ࢆ࡜ࡇ

 ࠋࡍࡲࡋ願い࠾ࡃࡋ

60 
発㐩ࡢ理解ࠊ࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣ人࡜人ࡢ࡜関わࡢࡾ場࡛あࠊ࡛ࡢࡿコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࡶ必要࡛ࠋࡍ健康࡛進࡛ࢇ物事ྲྀ࡟

 期待ࡵ求ࢆ人物ࡿあࡢ姿勢ࡴ組ࡾ

61 
新卒࡛ࡢ࠿ࡽࡕ࡝ࠊ資格࡞࠿ࡋい㸦保育士ࠊ幼稚園教諭㸧࡜いう学生ࡋ࠿ࡎࡴࡣい࡜思うࠊ࡛ࡢ必ࡎ両方ࡼࡿࡏࡽ࡜う࡚ࡋ࡟ୗ

 ࠋいࡉ

62 日本ࡢ将来ࢆ担う人材又ࡢࡑ未来ࡢ担う子供ࡢࡕࡓ育ࢆࡕ見Ᏺࡿ教育者࡚ࡋ࡜自覚ࡋ࡯࡚ࡗࡶࢆい࡜願いࠋࡍࡲ 

63 

採用試験࡛ࠕ何故幼稚園ࡢ先生ࡓࡾ࡞࡟い࡜思࡜ࠖ？࠿ࡓࡗいう質問ࠕࠊ࡜ࡿࡍࢆ子ࡀࡶ࡝好ࠕ࠿࡜ࠖࡽ࠿ࡔࡁ自ศࡢ特技ࡀ活

ࠊࡣ࡛ࡢࡓࡋ就職࡛ࡕ気持ࡢ程度ࡢࡑࠊࡾ回答࡛あࡢ前ࡾࡓ当ࡣ⏤理ࡓࡗういࡑࠊࡀࡿあ࡛࡝殆ࡀ学生ࡿ答え࠿࡜ࠖࡽ࠿ࡿࡏ࠿

いࡓࡁࡔࡓい࡚ࡋ育成ࢆ人材ࡿࡵ組ࡾྲྀ࡚ࡗࡶࢆ情熱࡟幼児教育ࠊࡵ高ࢆ大学࡛ᑓ門性ࠋ思う࡜い࡞担えࡣ幼児教育ࡢࡽ࠿ࢀࡇ

 ࠋいࡋ欲࡚ࡏࡉࡾ࠿ࡗࡋࢆ経験࡞うࡼࡿࡵ高ࢆョン能力ࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コࠊࡾࡓ磨いࢆ社会性࡟在学中ࠋ思う࡜

64 学歴㔜視࡛ࠊࡃ࡞ࡣ人間性ࡾ࠿ࡗࡋࢆ育࡚࡚㡬ࡓࡁい࡛ࠋࡍ 
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65 

福山市立女子短大ࡀ福山市立大ࠊࡵࡓࡓࡗ࡞࡜地元ࡢ学生ࡀ入学ࡓࡲࠊࡾ࡞ࡃࡃ࡟ࡋ在学生ࡶ卒業ᚋ࡟各自ࡢ地元࡬帰ࡲࡋ࡚ࡗ

うྍ能性ࡀ高い࡜いう問題ࡀ生࡚ࡌいࠋࡍࡲᗈ島修㐨大ࡣ࡟福山市ࡢࡽ࠿入学ࢆ希望ࡿࡍ学生ࡀ多いࠊࡵࡓ地域࡟根ࡓࡋࡊ採

用࣭進路指ᑟࢆ望ࠋࡍࡲࡳᗈ島市内ࡢ大学ࠊࡣ࡛࠿࡞ࡢᗈ島修㐨大ࡢ卒業生ࡀ占ࡿࡵ社員ࡢ割合ࡢ࡝ࡀ企業ࡶ多い印象ࠊࡀ福山

市࡛ࡣあࠋࡍࡲࡾ 

66 
大学࡟行ࡢ࡝࡯ࡃⱝ者ࠊࡀ自ศࡢ好࡞ࡁ㐨ࢆ模索ࡼࡋうࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ࡜人࡟喜ࡢࡵࡓࡿࢀࡤ勉強ࡼࡋࢆう࡜いうᚿࢆຍえ࡚

ୗࡽࡓࡗࡉᖾい࡛ࠋࡍ 

67 人ࡢ࡚ࡋ࡜豊ࡢࡉ࠿あࡿ人ࠊ子ࢆࡶ࡝愛ࡿࡍ人ࢆ期待ࠋࡍࡲࡋ 

68 
接遇ࡶ࣮ࢼ࣐ࠊ社会人࡚ࡋ࡜身࡚ࡅࡘ࡟いࡓࡁࡔࡓい࣒࣮ࢳࠋワ࣮ࡀࢡ大ษࠊ࡛ࡢ࡞協調性ࡀ必要࡛ࠋࡍ人ࡀ好ࠊࡁ子ࡀࡶ࡝好

 ࠋいࡓࡁࡔࡓい࡚ࡗ࡞࡟保育士࡟方࡞ࡁ

69 
日常生活ࢆ࣮ࢼ࣐ࡢ少ࡋ身࡚ࡅࡘ࡟いࡤࢀࡅࡔࡓ良い࡜思いࠋࡍࡲ㸦ࡢ࡝学校࡟対࠾ࡶ࡚ࡋ願いࡓࡋい࡜思いࡍࡲ㸧ᑠ࡞ࡉ園࡟

 ࠋࡓࡋࡲいࡊࡈう࡜ࡀࡾあࠊࡁࡔࡓいࡾ㏦࠾ࢆࢺ࣮ࢣン࢔࡛ࡲ

70 

子育࡚ࡢᇶ本ࡣ家庭࡟あ࡜ࡿ思いࠋࡍࡲ最近ࡢ子ࡣࡶ࡝家庭環境ࡀ大ࡃࡁ影響࡚ࡋいࡼࡿう࡟思わࠋࡍࡲࢀ学生ࡢ皆ࠊࡣ࡟ࢇࡉ

子育࡚中ࡢ方ࡢヰࢆ聞ࡃ時間ࢆ持࡚ࡋ࡝࡞ࡘ現状ࢆ知ࠊ࡛ୖࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗ子࡟ࡶ࡝対ࡿࡍ教養知識ࢆ得࡚いࡓࡁࡔࡓい࡜思いࡲ

 ࠋࡍ

71 

問㸶ࡶ࡟記入ࠊࡀࡓࡋࡲࡋ人࡟接࡚ࡋいࡃ௙事ࠕ࡛ࡢ࡞頭࡛考えࠕࡾࡼࠖࡿ心࡛感ࢆ࡜ࡇࠖࡿࡌ大ษࡋ࡯࡚ࡋ࡟い࡜思いࠋࡍࡲ

ᑓ門的࡞技術ࡣ現場࡟入࡞ࡽい࡜身࡟付い࡚いࢆࢀࡑࠋࢇࡏࡲࡁ吸収࡛ࡿࡁ幅ᗈい視㔝ࡅཷ࡜入ࡿࢀ姿勢ࢆ身࡟付࡚ࡅ欲ࡋい࡜

思࡚ࡗいࠋࡍࡲ自ศࡶ大ษ࡚ࡋࡑࠊ࡟相手ࡢ人ࡶ大ษ࡟思えࡿ心ࢆ育ࡽࡶ࡛ࢇえ࡚いࡽࡓ現場࡛育࡚ࡗいࡣࡢࡶࡃ大ࡁい࡜思い

 ࠋࡍࡲ

72 
ᗈ島県内࡟あࡿ大学࡛ࠊ幼稚園教諭࣭保育士ࡢ免許ྲྀࢆ得࡛ࡿࡁ大学࣭短大ࡀ多ࡃあࠋࡍࡲࡾ現場࡛即実践力ࡿ࡞࡜人材ࢆ育࡚

࡚いࡓࡁいࠋ 

73 
学業ࠊࡀࡍ࡛ࢇࢁࡕࡶࡣ社会人ࠊ࠿࡜࣮ࢼ࣐ࡢ࡚ࡋ࡜臨機応変࡟行動ࡿࡁ࡛ࡢ人間性࡝࡞身ࡼࡿࡅࡘ࡟うࡋ࡯࡚ࡗ࡞࡟い࡛ࠋࡍ

言わࡓࢀ事࡞ࡁ࡛࠿ࡋࡅࡔいࡣ࡛ࡢ保育園࣒࣮ࢳ࡚ࡋ࡜力ࢆ向ୖ࡛ࡲࠋࢇࡏࡲࡁわࡀࡾ見えࡿ人材育成ࡋ࡯࡚ࡋࢆい࡛ࠋࡍ 

74 学生ࡢ質ࡢ向ୖࡾࡼࢆ進࡚ࡵୗࡉいࠋ 

75 
㈈満先生࡛࡜ࡶࡢ学ࡓࢀࡤ学生ࠊࡀࢇࡉ௨前ࡣ㞀害者支援ࡢ現場࡬入࡚ࢀࡽࡇ࡚ࡗいࡢࡇࠊࡀࡓࡋࡲ㡭ࡣ貴大学ࡽ࠿福祉ࡢ現場

 ࠋࡍࡲ思い࡟うࡼࡓࡗ࡞ࡃ࡞少ࢇࡉ学生ࡿࢀࡽࡇ࡚ࡗ入࡬

76 

特別支援ࡢ子ࡀࡶ࡝増ຍ࡚ࡋいࡿ中ࠊᑓ門的࡟学࡛ࢇ現場࡟来࡚いࡣࡢࡿࡅࡔࡓあࡓࡀࡾい࡛ࠋࡍ児童教育学科等࡛ࡣ初等教育

㸦特࡟ᑠ学校㸧中心ࡲࡋ࡚ࡗ࡞࡟うࡢࡑࠊ࡛ࡢ中࡛ࡶ幼稚園ࢆ㔜視ࡓࡋ教育ࡿࢀࡉࢆ中࡛幼稚園現場࡟来࡚い࡜ࡿࡅࡔࡓ即戦力

 ࠋࡿあࡀい場合ࡋ難ࡀ対応࡜ࡿࢀࡽ来࡟幼稚園࡚ࢀࡉ勉強࡟ᑠ学校中心ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟

 ࠋ行動ࡿあࡢ常識࡚ࡋ࡜人ࠋい学生࡞ࡅࡌࡃ࡟失敗ࡢ少々ࠊࡕࡶࡃࡲうࡀョンࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コ࡜௚職員ࠊࡾあࡀ元気ࠊ気ࡿࡸ 77

78 

現保育園࡛ࡣ高い教養ࡣ必要࡜感ࠋࢇࡏࡲࡌ子供ࢆ育࡚保育ࡣ࡟ࡿࡍ知識ࡣ࡛ࡅࡔ無理࡛ࠋࡍ又ࠊ子供࡟接ࡿࡍ場合ࠊ邪魔࡞࡟

人ࠊࡀࡍ事࡛࡞大ษࡣ教養ࠋࡍ良い࡛ࡣ保育園࡛ࡀ学生ࡿあࡢ知恵ࡿࢀྲྀࡀョンࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コࡃࡿ元気࡛明ࠋࡍࡲࡾあࡶ事ࡿ

間性ࡾ࠿ࡗࡋࡶ育࡚࡚ୗࡉいࠋ 

79 
子࡟ࡶ࡝深い愛情ࠊࡕࡶࢆᖺ齢࡟応ࡓࡌ成長発㐩ࠊ又一人ࢆࡾ࡜ࡦ大事ࡓࡋ࡟保育ࡾ࠿ࡗࡋࢆ学ࡿࢀࡤ場ࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟願いࠋࡍࡲ

ᐅ࠾ࡃࡋ願いࠋࡍࡲࡋ 

80 

採用時ࡾࡼ担任ྍࡢ能性ࡀ高࡚ࡗ࡞ࡃいࡾࡼࠋࡍࡲ多ࡢࡃ実習ࡿࡍࢆ事ࠊ࡚ࡗࡼ࡟現場ࡢ実態ࢆ理解࡚ࡋ欲ࡋいࠋ短大生ࡣ 2 ᖺ

間࡛自ศࡢ進路ࢆ決4ࠊࡀࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡵ ᖺ生ࡢ 1 ᖺ生～2 ᖺ生࡛ࡢ実習ࠊࡣ自ศࡢ進路࡛ࡲ考え࡚い࡞いࠊ࡛ࡢ༢఩ࡢ

Ⅽࡢ実習࡜いう感ࡀࡌ見ࠋࡍࡲࢀࡽ 

81 心ࢆ育࡚ࡿ保育ࠋ気ࡿ࡞࡟子ࡀࡕࡓࡶ࡝多ࡓࡗ࡞ࡃ現状ࡀあࠋࡍࡲࡾ支援ࡸ養護面࡛ࡢ教育ࡢ充実ࡿࢀࡉ事ࡀ良い࡜思いࠋࡍࡲ 

82 
ᑓ門的࡞学習ࡶ大ษ࡛ࠊࡀࡍ子ࡢࡶ࡝手本ࡼࡿ࡞࡜うࠊ社会常識ࡸ人࡚ࡋ࡜必要࡞態度ࠊ考えࡶ身࡟付࠾࡚ࡅい࡚いࡓࡁࡔࡓい

 ࠋࡍࡲ思い࡜࠿ࡿあࡀい部ศ࡞ࡽ࡞࡟参考ࠊ࡛ࡢࢇࡏࡲい࡚ࡋ自所࡛採用ࠋࡍࡲ思い࡜

83 保育ࡢ௙事ࡣ思࡚ࡗいࡿ௨ୖ࡟雑用業務ࡀ多いࠊ࡛ࡢ汚い࡝ࢇࡋࠊいࡶ࡜ࡇあࢆ࡜ࡇࡿ知࠾࡚ࡏࡽい࡚ࡋ࡯い࡜思いࠋࡍࡲ 

84 
4ࠊࡣࡽ࠿ࢀࡇ ᖺ制大学卒業生ᚐࢆࢇࡉ採用࡚ࡋいࡃ方向࡛考えࡓいࠊࡀ人材୙足࡛あࠊࡾ短卒採用ࠋࡿ࡞࡜幼児教育ࡢ理論ࡣ

 ࠋいࡓࡁࡔࡓい࡚ࢀ入ࡾ࡜ࡶ࣒ュࣛ࢟ࣜ࢝ࡢ実践㸦実技㸧等ࢇࢁࡕࡶ
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85 
在学中࡟ᇶ礎学力ࠊࡀࡍ࡛࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡣ保育ࡣ人࡜人ࡀ関わࡿ௙事࡛ࡽ࠿ࡍコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࡸ社会常識ࢆわࡲࡁえ

 ࠋࡍࡲࡋ願い࠾ࡃࡋࢁࡼࢆ育成ࡢ人材ࡿ࡚ࡶࢆ愛情࣭情熱ࡢ࡬乳幼児࡛ୖࡓ

86 
࣓ンࣝࢱ面ࡢ弱い方ࡀ多い࡛ࠋࡍ教育࣭福祉場面࡛௙事ࡿࢀࡉ場合ࠊ自ศ࡛ࡶ࡜ࡇࡿࡁ࡛࢔ࢣ大事࡛ࡀ࢔ࢣࠋࡍ୙充ศࠊ࡜ࡔ目

 ࠋࢇࡏࡲࡡ࠿ࡾࡇ࠾ࡀ人権侵害ࡢ࡬ࡶ࡝子ࡢ前ࡢ

87 現場࡟行ࡃ機会ࢆ多ࡋࡃ自ศࡢࡾ࡞課題ࡿࢀࡽࡅࡘࡳࢆ人材ࢆ育࡚࡚欲ࡋいࠋ 

88 子ࡢ࡬ࡶ࡝愛情࡜௚者㸦職員㸧ࡢ࡜コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョンࡿࢀ࡜ࡀ人࡛あࡋ࡯࡚ࡗいࠋ精神的ࡃࡋࡲࡃࡓࡶ࡟あࡋ࡯࡚ࡗいࠋ 

89 
便利࡞社会࡛育ࡓࡁ࡚ࡗⱝ者ࠊࡣ人ࢆ育࡚ࡿ立場࡟あࡿ職ࡃࡘ࡟事ࡾ࡞࠿ࠊࡣ厳ࡋい࡜思いࠋࡍࡲ㸦人࡝࡚ࡋ࡜う࠿？㸧経験ࢆ

積ࡳ㔜ࠊࡡ実践力ࡢあࡿ人材ࢆ求ࠋࡍࡲࡵ 

90 大学在学中ࡿࡁ࡛࡟限ࡾ実践力ࢆ身࡚ࡅࡘ࡟欲ࡋい࡛ࠋࡍ 

91 積極性࡜行動力ࠊ記録力ࡢあࡿ人ࡀ必要࡜思わࠋࡍࡲࢀ新制度ࡢ中࡛粘ࡾ強ࡃ௙事࡚ࡅ⥆ࢆいࡿࡅ人材育成ࢆ望ࠋࡍࡲࡳ 

92 

沢山ࠊ資格ࡣࡢࡿࢀྲྀࡀ魅力ࡢ 1 4ࠋࡿ教育࡛あࡀࡢࡿあࡀ必要ࡿࡍࢆ研鑽ࡃい࡚ࡵ深࡟中࡛更ࡢ実践ࠊࡀࡿあ࡛ࡘ ᖺ間ࡢ学ࡧ

࠿活ࢆ資格ࡓࡋ㸧ྲྀ得࡝࡞ࡿࡍ㸦出産等࡛辞職ࡾ事実࡛あࡶࡢい࡞少ࡀ人ࡿࡵ長期間勤ࠊࢇࢁࡕࡶࡣ࡜ࡇࡃい࡚ࡋ࠿実践࡛活ࢆ

 ࠋ願う࡜いࡋ欲࡚ࡗࡶࡃ高ࡶᚿࡍ

93 

࣭理論ࡣ大ษ࡛ࡀࡍ実践力ࢆ身ࡋ࡯࡚ࡅࡘ࡟い࡜思いࠋࡍࡲ大学在学中࡟実習ࣛ࣎ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔン࢔࢕ࢸ等࡛身近࡞施設等࡟訪

問ࡽࡶ࡚ࡏࡉう等ࠊ積極的࡟乳幼児࡟関わ࡜ࡿࢀ良い࡛ࠋࡍ 

࣭色々࡞家族形態ࡀあࠊࡾ保護者支援ࡢ必要性ࡶ知࠾࡚ࡗい࡚ࡋ࡯い࡛ࠋࡍ 

94 

保育ࡢ௙事ࡣ対人ࠊ࡛ࡢ࡞精神的࡟疲ࡀ࡜ࡇࡿࢀ多い࡛ୖࢆࢫࣞࢺࢫࠋࡍ手࡟発散ࠊࡾࡓࡏࡉ気持ࢆࡕษ࠿ࡾえࡿࡁ࡛ࡾࡓ人ࡀ

長ࡃ勤ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵう࡟思いࠋࡍࡲ今ࡢ࡛ࡲ個人ࡢ育ࡶ࡟ࡕ関係࡛ࡢ࡞࡜ࡇࡿࡍ大学࡟期待࡞ࡣ࡛࡜ࡇࡿࡍいࢀࡋࡶ࠿ࡢ

 ࠋࡓࡋࡲ思い࡜ࠋ࣭࣭࣭ࡶ࠿ࡢ良い࡜ࡿあ࡟࡛ࡲ就職ࡀヰ࡞うࡼࡢࡑࠊࡀࢇࡏࡲ

95 

幼児教育ࡢ㐨࡟進ࡓࡳい࡜いう学生ࡣ࡟強い意欲ࡸ情熱ࢆ持࡚ࡗい࡚ࡋ࡯い࡛ྠ࡜ࢀࡑࠋࡍ時࡟簡༢࡞௙事࡛࡞ࡣい࡜いう現実

ࡣ学生࡛ࡢ意思ࡓࡗい࡜ࡿࡵ辞ࡽ࠿い࡞ࡁ࡛࡟ࡾ思い通ࡢ自ศࠊࡿࡵ辞ࡽ࠿㐪う࡜ࡢࡓい࡚ࡗ思ࡢ自ศࠋࡍい࡛ࡋ࡯࡚ࡋ理解ࡶ

困ࠋࡍࡲࡾ自信ࡣ必要࡛ࠊࡀࡍ自信過剰࡚ࡗ࡞࡟先輩ࢆࢫ࢖ࣂࢻ࢔ࡢ聞࡞ࡅいࡼう࡛ࡣ今ᚋࡢ成長ࡣ望ࠋࢇࡏࡲࡵ自ศ࡟対࡚ࡋ

都合ࡢ良い人ࡢ言うࡅࡔ࡜ࡇ聞࣒࣮ࢳࠋࡍ࡛࣓ࢲࡶࡢࡃワ࣮ࢆࢡ必要ࡿࡍ࡜௙事࡛ࡽ࠿ࡍあࡿ程度ࡢコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࠊ

常識ࠊ素直ࡣࡉ欲ࡋい࡛ࠋࡍ 

96 
保育所ࡣ࡟支援ࡢ必要࡞児童ࡀᖺ࡟増え࡚いࡿ状況࡛ࠋࡍ是非ࡶ࡜ᑓ門的࡞知識࡜人権感覚ࡢ育ࡓࡗ学生ࢆࢇࡉ輩出࡚ࡋ㡬ࡓࡁ

い࡜期待ࠋࡍࡲࡋ 

97 
乳幼児期ࡢ保育ࡢ人間形成ࡿࡅ࠾࡟㔜要性ࡍࡲࡍࡲࠊࡣ認識ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀࡉ保育現場࡛活躍ࡿࡍ人材࠾ࢆ育࡚ୗࡿࡉ

 ࠋࡍࡲࡁࡘ࡟࡜ࡇࡢࡇࡣⅬࡿࡍ期待ࠋࡍḟ第࡛ࡿࡆୖࡋ願い申࠾࡟うษࡼ

98 
人事ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ公立࡛ࡢ࡞各保育所࡛ࠊࡃ࡞ࡣ市ࡢ担当課ࡀ募㞟ࠋࡍࡲࡋࢆẖᖺ途中入所ࡶあࠊࡾ୙足ࡀ⥆い࡚い࠿ࡋࠋࡍࡲ

 ࠋࡍい࡛࡞訳ࡋ申ࠊ࡛ࡢ࡞ࡾ࠿ࡤ臨時職員ࠊ非常勤ࠊࡋ

99 
幼児教育ࡣ未来ࢆ担う子ࡶ࡝㐩ࡢ発㐩ࢆうࡍࡀ࡞㔜要࡞௙事࡛ࠋࡍᇶ礎学力ࡣᇶࠊࡾࡼ全࡚ࡢ事࡟対応࡛ࡿࡁ人間力ࢆ備えࡓ人

材ࡀ必要ࡑࠋういう人材ࢆ育࡚࡚いࡓࡁࡔࡓい࡜思いࠋࡍࡲ 

100 社会人࡛働ࡃ心得ࠊコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン力 

101 

人ࢆ育࡚࡜ࡿいう௙事ࡣ責任ࡀ大ࠊࡃࡁ特࡟乳幼児期ࡁ࡭ࡿࡅࡘ࡟力ࠊ人間࡚ࡋ࡜豊࡟࠿生࡚ࡁいࡿࡅ土ྎࡢ力ࢆ育ࡢࡵࡓࡴ学

ࡓࡗࡶࢆᗈい情熱ࡢ視界ࠊࡕࡶࡾ࠿ࡗࡋࢆ自覚ࡢ࡚ࡋ࡜担う一員ࢆ社会ࡢࡽ࠿ࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡍい࡛ࡓࡁ㡬࡚ࡋ充ศ࡟在学中ࢆࡧ

人材育成ࢆ期待࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

102 採用࡟関ࠊࡣ࡚ࡋ保育所ࡣ一ษ関知ࠋࢇࡏࡲࡾ࠾࡚ࡋ市ࡡࡎࡓ࠾࡬ୗࡉいࠋ 

103 学科ࡢ特色࡛示ࡿࢀࡽ࠾࡚ࡋ内容ࢆ充ศ鍛え࡚いࠊࡁࡔࡓあ࠿ࡓࡓい情熱ࡃ⥆ࡢ教員ࢆ望ࠋࡍࡲࡳ 
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Ჭ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ幼稚園ȷ保育所等Უſ集計結果のポイント 
定

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

● 保育所࣭幼稚園ࠊࡵࡌࡣࢆ認ᐃࡶ࡝ࡇ園ࠊ保育所௨外ࡢ児童福祉施設ࠊ病児保育所等ࡽ࠿回答ࠋ 

 

人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ㸦幼稚園࣭保育所等㸧࡛回答ࢆ得ࡓ 269 ヶ所ࡢ施設等ࢆ種類別࡛ࡓࡳ場合ࠊ最ࡶ多

ࡢ保育所ࡣࡢࡓࡗ࠿ 174 ヶ所ࠊḟい࡛多ࡣࡢࡓࡗ࠿幼稚園ࡢ 68 ヶ所࡛あࠋࡓࡗ௨ୖ࡛全体ࡢ 9 割࡛ࠊ残

ࡾ 1 割ࡣ認ᐃࡶ࡝ࡇ園ࠊ保育所௨外ࡢ児童福祉施設ࡢࡑࠊ௚㸦病児保育所࡝࡞㸧ࡢࡽ࠿回答࡛あࠋࡓࡗ 

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ施設等ࡢ種類別㸦ࠕ問㸯ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 
 
 

● ᗈ島市内ࡵࡌࡣࢆ県内全域࣭山口県㸦東部㸧ࠊࡢ幅ᗈい規模ࡢ幼稚園࣭保育所等ࡽ࠿回答ࠋ 

 

回答ࢆ得ࡓ施設等 269 ヶ所ࡢうࠊࡕ約 9 割࡟あࡿࡓ 243 ヶ所ࡀᗈ島県内ࠊ約 1 割ࡀ山口県内㸦東部㸧ࡢ

施設等࡛あࠋࡓࡗ園児数࣭幼児数㸦規模㸧別ࡓࡳ࡟場合70～36ࠕࠊ ࡀ施設等ࡓࡋ回答࡜ࠖྡ 62 ヶ所࡛最

105～71ࠕ௨ୗࠊࡃ多ࡶ ྡࠖ61 ヶ所140～106ࠕࠊ ྡࠖ49 ヶ所ࠊ࡝࡞幅ᗈい規模ࡢ施設等ࡽ࠿回答ࡀあࡗ

 ࠋࡓ

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ施設等ࡢ所在地㸦ࠕ問㸰ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
 

定ࣇࣛࢢ ྠ定 園児数࣭幼児数㸦ࠕ問㸱ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
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● 6 割௨ୖࡢ施設等࡛ 4 ᖺ制大学卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡀ勤務ࠊࡋ採用幅ࡣ拡大傾向ࠋ 

 

幼稚園教諭ࡀ勤務ࡓࡋ࡜ࡿࡍ 92 ヶ所ࡢ施設等ࡢう69ࠊࡕ ヶ所㸦75.0%㸧࡟ 4 ᖺ制大学卒ࡢ者ࡀいࠋࡓ勤

務ࡿࡍ人数ࡣ 962 人中 202 人㸦21.0%㸧2014ࠊࡀࡔ ᖺ 4 ᭶ࡢ採用人数ࡣ 75 人中 27 人㸦36.0%㸧࡛あࡗ

ࡣ保育士ࠋࡓ 199 ヶ所ࡢうࡕ 132 ヶ所㸦66.3%㸧࡛ 4 ᖺ制大学卒ࡢ者ࡀ勤務ࠊࡋ勤務ࡿࡍ人数ࡣ 3,539

人中 378 人㸦10.7%㸧2014ࠊࡀࡔ ᖺ 4 ᭶ࡢ採用人数ࡣ 201 人中 57 人㸦28.4%㸧࡛あࠋࡓࡗ幼稚園教諭࣭

保育士両方ࡢ業務࡟ᚑ事ࡿࡍ者ࡣ 54 ヶ所ࡢうࡕ 32 ヶ所㸦59.3%㸧࡛ 4 ᖺ制大学卒ࡢ者ࡀ勤務ࠊࡋ勤務

ࡣ人数ࡿࡍ 793 人中 61 人㸦7.7%㸧2014ࠊࡀࡔ ᖺ 4 ᭶ࡢ採用人数ࡣ 55 人中 14 人㸦25.5%㸧࡛あࠋࡓࡗ

4ࠊい࡚࠾࡟場合ࡿࡺࡽあࠊ࡟うࡼࡢࡇ ᖺ制大学卒ࡢ人材ࡢ採用幅ࡣ拡大࡚ࡋいࡿ状況ࡀうࡀ࠿えࠋࡓ 

 

定ࣇࣛࢢ 幼稚園教諭ࡢ勤務࣭採用状況㸦ࠕ問㸲  㸧ࡾࡼ問㸳ࠖ結果ࠕࠖ

   

 

定ࣇࣛࢢ 保育士ࡢ勤務࣭採用状況㸦ࠕ問㸲  㸧ࡾࡼ問㸳ࠖ結果ࠕࠖ

   
 

定ࣇࣛࢢ 幼稚園࣭保育士ࡢ両業務࡟ᚑ事ࡿࡍ者ࡢ勤務࣭採用状況㸦ࠕ問㸲  㸧ࡾࡼ問㸳ࠖ結果ࠕࠖ
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●定新制度開始ࢆ間近࡟᥍えࠊ幼稚園免許状࣭保育士資格ࡢ両方ࢆ持ࡘ者ࡀ୙足気味ࠋ 

 

保᭷ࡿࡍ免許状࣭資格別ࡢ今ᚋࡢ採用見通ࡘ࡟ࡋい࡚ࠕࠊࡣ幼稚園免許状࣭保育士資格ࡢ両方ࡢ保᭷者ࠖ

2015ࠋࡓࡗ࠿多ࡶ最ࡀ回答ࡓࡋ࡜いࠖࡓࡋࡸ増ࢆ採用数ࠊࡾ࠾࡚ࡋ୙足ࠕࡀ ᖺ 4 ᭶ࠕࡢ子࣭ࡶ࡝子育࡚

新支援制度ࠖࡢ開始ࢆ᥍えࠊ両方ࡢ免許状࣭資格ࢆ持ࡘ人材ࡢ需要ࡀ特࡟高࡚ࡗࡲいࡿ状況ࡀ伺えࠋࡓ 

 

定ࣇࣛࢢ 幼稚園教諭免許状保᭷者ࡢ採用見通ࡋ㸦ࠕ問㸴ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 

 

定ࣇࣛࢢ 保育士資格保᭷者ࡢ採用見通ࡋ㸦ࠕ問㸴ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 

 

定ࣇࣛࢢ 幼稚園免許状࣭保育士資格ࡢ両方ࢆ持ࡘ者ࡢ採用見通ࡋ㸦ࠕ問㸴ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
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● 今ᚋ4ࠕࡣ ᖺ制大学卒ࠖࠕࢆ採用ࡓࡋいࠖࠕࠊࡀ短期大学卒  ࠋࡿ回ୖࢆ保育ᑓ門学校卒ࠖࠕࠖ

 

今ᚋࡢ人材採用ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ採用予ᐃ者ࡢ学歴ࡣ 168 ヶ所ࠕࡀ特ࡔࡇ࡟わ࡞ࡽいࠖࡋ࡜最ࡶ多ࡓࡗ࠿一

方࡛35ࠊ ヶ所4ࠕࡀ ᖺ制大学卒ࠖࠕࢆ採用ࡓࡋいࠖ࡜回答ࠕࠊࡋ短期大学卒 3ࠖ1 ヶ所ࠕࠊ保育ᑓ門学校卒ࠖ

2 ヶ所ୖࢆ回ࠋࡓࡗ 

 

定ࣇࣛࢢ 学歴別ࡢ今ᚋࡢ採用見通ࡋ㸦ࠕ問㸵ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 

 

 

● 幼稚園教諭࣭保育士ࠕࡶ࡟コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࠖࡢ࡝࡞社会人ᇶ礎力ࡀ強ࡃ求ࠋࡿࢀࡽࡵ 

 

新卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士࡟求ࡿࡵ内容189ࠊ࡚ࡋ࡜ ヶ所㸦70.3%㸧ࠕࡀ幼児教育࣭保育ࡢ࡬情熱 179ࠊࠖ

ヶ所㸦66.5%㸧ࠕࡀ幼児ࡢ࡬愛情ࠖ࡜回答ࡿࡍ一方ୖࢆࡽࢀࡑࠊ回ࡿ 210 ヶ所㸦78.1%㸧ࠕࡀコ࣑ュࢣࢽ

ョン能力ࢩ࣮ 204ࠊࠖ ヶ所㸦75.8%㸧ࠕࡀ社会常識࣭ࢆ࣮ࠖࢼ࣐挙ࠊࡆ幼稚園教諭࣭保育士࡟対ࡶ࡚ࡋ社

会人ᇶ礎力ࡀ強ࡃ求࡚ࢀࡽࡵいࡿ状況ࡀ伺えࠋࡓ 

 

定ࣇࣛࢢ 学歴別ࡢ今ᚋࡢ採用見通ࡋ㸦ࠕ問㸵ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
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● 半数近ࠕࡀࡃ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生࡟採用意欲ࢆ示118ࠊࡋ 人ࡢ採用数ࡀ示ࠋࡿࢀࡉ 

 

ᗈ島修㐨大学ࡀ新設ࢆ予ᐃࡿࡍ人文学部ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 42ࠊい࡚ࡘ࡟卒業生ࡢ ヶ所㸦15.6%㸧ࠕࡀ採

用ࡓࡋい 80ࠊࠖ ヶ所㸦29.7%㸧ࠕࡀ採用ࢆ検討ࡓࡋいࠖࠊࡋ࡜合計࡜ࡿࡍ半数近い 122 ヶ所㸦45.4%㸧ࡀ

採用意欲ࢆ示ࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡋ 122 ヶ所ࡽ࠿示ࡓࢀࡉ採用ྍ能人数ࡢ合計ࡣ 118 人ࠕࠊ採用ࡓࡋいࠖࡢ

ࡶ࡚ࡗ限࡟ࡳ 48 人ࠊࡾ࠾採用意欲ࢆ示ࡽࡀ࡞ࡋ人数未提示ࡓࡗࡔ施設等 47 ヶ所㸦ࠕ採用ࡓࡋい࡛ࠖࡳࡢ

ࡶ 15 ヶ所㸧ࢆ含ࠊ࡜ࡿࡵ更ࡿ࡞人材需要ࡀあ࡜ࡿ᥎察ࠋࡿࢀࡉ 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生ࡢ採用意欲㸦ࠕ問㸷ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 

 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生ࡢ採用ࡀ見込ࡿࢀࡲ人数㸦ࠕ問㸷ࠖ結果ࡾࡼ 

 

 

 

  

⇒ 合計 118 人 
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ᾂ章 

人材需要の見通し調査ṟ 

Ẕ新設構想についての人材需要アンケὊト調査ί企業Ὁ団体等ὸẕ 

結 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

38 
  

 

 



㸱章定 人材需要ࡢ見通ࡋ調査ղ࠙新設構想ࡘ࡟い࡚ࡢ人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ調査㸦企業࣭団体等ࠚ㸧 結果定 定 定 定  

 

39 
  

Ძ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ企業ȷ団体等Უſ概要 

 

◆定 調査内容㸸定 ᗈ島修㐨大学ࡀᖹ成 28 ᖺ度࡟新設ࢆ予ᐃࠕࡿࡍ人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖ  卒業生ࡢ

 ࢆ調査㸦企業࣭団体等㸧ࢺ࣮ࢣン࢔人材需要ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ測ᐃࢆࡋ見通ࡢ人材需要ࡢ

実施ࠋࡓࡋ 
 

→定 配布アンケ䞊ト用紙䛿 㻢3 ペ䞊ジ䞉䛆添付②䛇䛂新設構想について䛾人材需要アンケ䞊ト調査䠄企業䞉団体等䠅䛃 

 

◆定 調査時期㸸定 ᖹ成 26 ᖺ 9 ᭶ 

 

◆定 調査対象㸸定 ᗈ島修㐨大学卒業生ࡢ採用実績ࡀあࡿᗈ島県内ࢆ中心ࡓࡋ࡜中国࣭四国地方ࡢ企業࣭ 

団体ࠊ࡝࡞計 609 ヶ所ࢆ調査対象ࠋࡓࡋ࡜ 

 

◆定 調査方法㸸定 調査対象先ࡢ採用担当者ᐄ࢔࡟ンࢺ࣮ࢣ調査用紙 1 部࣭依頼状࣭返㏦用ᑒ筒ࢆ㏦付 

定 定 定 定 定 定 定 定  ࠋࡓࡋ࡜ࡕࡓ࠿ࡃ返㏦㡬ࡈࢆ調査用紙ࢺ࣮ࢣン࢔ࡢ回答済ࠊ場合࡞協力ྍ能ࡈࠋࡓࡋ

 

◆定 回収件数㸸定 238 箇所㸦回収率 39.1%㸧㸭609 箇所 
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Ძ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ企業ȷ団体等Უſ集計結果 
定

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

問㸯定 貴社࣭貴団体ࡢ業種࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬建設業定 12 5.0% 

定 定 㸰㸬製造業定 27 11.3% 

定 定 㸱㸬情報通信業定 4 1.7% 

定 定 㸲㸬㐠輸業定 7 2.9% 

定 定 㸳㸬卸売࣭ᑠ売業定 86 36.1% 

定 定 㸴㸬金融࣭保険業定 16 6.7% 

定 定 㸵㸬୙動産業定 6 2.5% 

定 定 㸶㸬飲食࣭宿泊業定 8 3.4% 

定 定 㸷㸬医療࣭福祉定 13 5.5% 

定 㸯㸮㸬教育࣭学習支援定 6 2.5% 

定 㸯㸯㸬ࡢࡑ௚サ࣮ࢫࣅ業定 41 17.2% 

定 㸯㸰㸬電気࣭ࢫ࢞業定 2 0.8% 

定 㸯㸱㸬水産࣭農林࣭鉱業定 0 0.0% 

定 㸯㸲㸬公務࣭団体定 4 1.7% 

定 㸯㸳㸬ࡢࡑ௚定 5 2.1% 

定 㸦無回答㸧定 1 0.4% 

定 合計定 238 100.0% 

   

問㸰௨降ࠊḟࠋࡃ࡙ࡘࢪ࣮࣌ 
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問㸰定 貴社࣭貴機関ࡢ所在地㸦本社࣭主ࡿࡓ事業所等㸧࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ定定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬ᗈ島市定 133 55.9% 

定 定 㸰㸬府中⏫定 1 0.4% 

定 定 㸱㸬ᾏ⏣⏫定 2 0.8% 

定 定 㸲㸬熊㔝⏫定 1 0.4% 

定 定 㸳㸬坂⏫定 2 0.8% 

定 定 㸴㸬廿日市市定 7 2.9% 

定 定 㸵㸬大竹市定 1 0.4% 

定 定 㸶㸬Ᏻ芸太⏣⏫定 0 0.0% 

定 定 㸷㸬໭ᗈ島⏫定 0 0.0% 

定 㸯㸮㸬Ᏻ芸高⏣市定 1 0.4% 

定 㸯㸯㸬江⏣島市定 0 0.0% 

定 㸯㸰㸬呉市定 10 4.2% 

定 㸯㸱㸬東ᗈ島市定 6 2.5% 

定 㸯㸲㸬大崎ୖ島⏫定 0 0.0% 

定 㸯㸳㸬竹原市定 1 0.4% 

定 㸯㸴㸬୕原市定 2 0.8% 

定 㸯㸵㸬世羅⏫定 0 0.0% 

定 㸯㸶㸬୕ḟ市定 1 0.4% 

定 㸯㸷㸬尾㐨市定 4 1.7% 

定 㸰㸮㸬福山市定 12 5.0% 

定 㸰㸯㸬府中市定 2 0.8% 

定 㸰㸰㸬神石高原⏫定 0 0.0% 

定 㸰㸱㸬ᗉ原市定 3 1.3% 

定 㸰㸲㸬山口県定 16 6.7% 

定 㸰㸳㸬島根県定 9 3.8% 

定 㸰㸴㸬鳥ྲྀ県定 1 0.4% 

定 㸰㸵㸬岡山県定 13 5.5% 

定 㸰㸶㸬愛媛県定 5 2.1% 

定 㸰㸷㸬高知県定 1 0.4% 

定 㸱㸮㸬香川県定 3 1.3% 

定 㸱㸯㸬ᚨ島県定 0 0.0% 

定 㸱㸰㸬ࡢࡑ௚定 1 0.4% 

定 㸦無回答㸧定 0 0.0% 

定 合計定 238 100.0% 
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問㸱定 貴社ࡢᚑ業員規模ࡣࡃࡋࡶ貴団体ࡢ職員規模࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬㸯㸮㸮人未満定 79 33.2% 

定 定 㸰㸬㸯㸮㸮人௨ୖ定 93 39.1% 

定 定 㸱㸬㸳㸮㸮人௨ୖ定 33 13.9% 

定 定 㸲㸬㸯,㸮㸮㸮人௨ୖ定 29 12.2% 

定 定 㸳㸬㸳,㸮㸮㸮人௨ୖ定 4 1.7% 

定 㸦無回答㸧定 0 0.0% 

定 合計定 238 100.0% 

   

   
問㸲定 新卒生ࢆ採用ࡿࡍ㝿ࠊ࡟求ࡿࡵ能力࣭体験等࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力定 226 95.0% 

定 定 㸰㸬ᇶ礎的࡞学力定 119 50.0% 

定 定 㸱㸬ᑓ攻学問ࡢᑓ門的࡞知識定 15 6.3% 

定 定 㸲㸬語学力定 13 5.5% 

定 定 㸳㸬考え抜ࡃ力定 101 42.4% 

定 定 㸴㸬前࡟踏ࡳ出ࡍ力定 125 52.5% 

定 定 㸵㸬目的㐩成ᚿ向定 143 60.1% 

定 定 㸶㸬適応力定 162 68.1% 

定 定 㸷㸬࢖ン࣮ࢱンࢩッࣉ経験定 2 0.8% 

定 㸯㸮㸬ࣛ࣎ン࢔࢕ࢸ経験定 1 0.4% 

定 㸯㸯㸬忍耐力定 153 64.3% 

定 㸯㸰㸬理解力定 114 47.9% 

定 㸯㸱㸬論理力定 42 17.6% 

定 㸯㸲㸬ྲྀ得資格࣭免許㸦見込含ࡴ㸧定 37 15.5% 

定 㸯㸳㸬ࡢࡑ௚定 8 3.4% 

※ 問  ࠋ延べࡣ回答数ࠊࡵたࡢ複数回答項目ࡣ4
  

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 「」8 箇所㸦全回答企業・団体数㸧   

   

   

問㸳定 貴社࣭貴団体࠾࡟い࡚新卒生ࢆ採用ࡿࢀࡉ㝿ࠊ出身学部࣭学科等ࡘ࡟い࡚ࡢ࡝程度考慮ࠋ࠿ࡍࡲࢀࡉ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬採用予ᐃ者全員ࡘ࡟い࡚ࠊ出身学部࣭学科等ࡣ考慮ࡿࡍ定 24 10.1% 

定 定 㸰㸬一部ࡢ採用予ᐃ者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ出身学部࣭学科等ࡣ考慮ࡿࡍ定 19 8.0% 

定 定 㸱㸬出身学部࣭学科等ࡣ問わ࡞い定 192 80.7% 

定 定 㸲㸬わ࡞ࡽ࠿い定 1 0.4% 

定 㸦無回答㸧定 2 0.8% 

定 合計定 238 100.0% 
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問㸴定 貴社࣭貴団体ࡿࡅ࠾࡟ᗈ島修㐨大学卒業生ࡢ採用状況࠾ࢆ答えࡉࡔࡃいࠋ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬ẖᖺ採用࡚ࡋいࡿ定 73 30.7% 

定 定 㸰㸬数ᖺ࡟ࡁ࠾採用࡚ࡋいࡿ定 92 38.7% 

定 定 㸱㸬時期ࡣ୙明ࠊࡀࡔ採用ࡀ࡜ࡇࡓࡋあࡿ定 63 26.5% 

定 定 㸲㸬採用࡞ࡣ࡜ࡇࡓࡋい定 3 1.3% 

定 定 㸳㸬わ࡞ࡽ࠿い定 3 1.3% 

定 㸦無回答㸧定 4 1.7% 

定 合計定 238 100.0% 

   

   

問㸵௨降ࡣᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࡢ概要ࠖࢆ見ࡢ࡛ୖࡓ回答ࢆ求ࠋࡓࡵ 

   

問㸵定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部定教育学科。仮称)ࠖࡀ養成ࡿࡍ人材ࠊࡣ社会的ࡀࢬ࣮ࢽ高い࡜定

思わࠋ࠿ࡍࡲࢀ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬ࡣࢬ࣮ࢽ極࡚ࡵ高い定 14 5.9% 

定 定 㸰㸬ࡣࢬ࣮ࢽあࡿ程度高い定 89 37.4% 

定 定 㸱㸬ࡶ࡜ࡽࡕ࡝言え࡞い定 126 52.9% 

定 定 㸲㸬ࡣࢬ࣮ࢽ高࡞ࡃい定 7 2.9% 

定 㸦無回答㸧定 2 0.8% 

定 合計定 238 100.0% 

   

   

問㸶定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部定教育学科。仮称)ࠖࢆ卒業ࡓࡋ学生ࢆ採用ࡓࡋい࡜思わࠋ࠿ࡍࡲࢀ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬採用ࡓࡋい定 33 13.9% 

定 定 㸰㸬採用ࢆ検討ࡓࡋい定 47 19.7% 

定 定 㸱㸬ࡶ࡜ࡽࡕ࡝言え࡞い定 145 60.9% 

定 定 㸲㸬採用࡞ࡋࡣい定 12 5.0% 

定 㸦無回答㸧定 1 0.4% 

定 合計定 238 100.0% 

   

㸦問㸶定࡛㸧㸯ࡣࡓࡲ㸰ࡢ場合ࡤࢀࡅࡋࢁࡼࠊ採用ྍ能࡜思わࡿࢀ人数࠾ࢆ答えࡉࡔࡃい定

選択㡯目定 回答数定 人数合計定

定 定 㸯人定 16 16 

定 定 㸰人定 19 38 

定 定 㸱人定 7 21 

定 定 㸳人定 4 20 

定 㸯㸮人定 1 10 

定 㸦無回答㸧定 33 - 

定 合計定 80 105 
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㸦問㸶 補足㸧   

 ࠋ結果ࡢ場合ࡓࡋ限ᐃ࡟ࡳࡢいࠖࡓࡋ㸯㸬採用ࠕࢆ結果㸦採用ྍ能人数㸧ࡢ問㸶࣭ࢪ࣮࣌● ⇒

選択㡯目定 回答数定 人数合計定

定 定 㸯人定 5 5 

定 定 㸰人定 6 12 

定 定 㸱人定 4 12 

定 定 㸳人定 3 15 

定 㸯㸮人定 1 10 

定 㸦無回答㸧定 14 - 

定 合計定 33 54 

   
   

௨ୗࡢ問㸷ࡣ問㸶࡛ࠕ㸯㸬採用ࡓࡋいࠖࠕ㸰㸬採用ࢆ検討ࡓࡋいࠖࢆ選択ࡓࡋ企業࣭団体㸦80 ヶ所㸧ࡀࡳࡢ回答対象定

   

問㸷定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部定教育学科。仮称)ࠖࠊࡣ㸰ᖺḟࡾࡼ㸱ࡢࡘコ࣮࡟ࢫศࠋࡍࡲࢀ࠿定

採用ࢆ検討ࡓࡋい࡜思わࡿࢀコ࣮࠾ࢆࢫ答えࡉࡔࡃいࠋ定

選択㡯目定 回答数定 構成比定

定 定 㸯㸬初等教育コ࣮ࢫ定 3 3.8% 

定 定 㸰㸬学校教育コ࣮ࢫ定 1 1.3% 

定 定 㸱㸬教育科学コ࣮ࢫ定 6 7.5% 

定 定 㸲㸬コ࣮ࡣࢫ特࡟問わ࡞い定 69 86.3% 

定 㸦無回答㸧定 1 1.3% 

定 計定 80 100.0% 

   

 

問 10定 ᗈ島修㐨大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部定 教育学科㸦仮称㸧ࠖ࡟対ࠊ࡚ࡋ期待ࡿࢀࡉⅬࡈࡸ要望ࡀ 

あࡈࠊࡽࡓࡋࡲࡾ自⏤࠾࡟書ࡉࡔࡃࡁいࠋ 

   
※ 50 箇所ࡽ࠿回答ࢆ得ࠋࡓ௨ୗࠊ回答内容ࢆ掲載㸦原文࣐࣐㸧ࠋ㡰୙ྠࠋ 

   

1 
今ᚋ大ษ࡞学科࡛あ࡜ࡿ思いࠋࡍࡲ一方ࠊ優⚽࡞多ࡢࡃ人材ࡀ輩出ࡅཷࠊࡶ࡚ࡋ࡜ࡓࢀࡉ入ࢀ側࡟限ࡢࡾあࡿศ㔝࡛あ࡜ࡿ思い

 ࠋࡍࡲ

2 
勉学ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ社会適応࡟優ࡓࢀ人材ࢆ育成ࡋ࡯࡚ࡋい࡜思いࠋࡍࡲ今ᚋࡢ少子高齢໬࡟伴いࡢ࡚࡭ࡍࠊ学生ࡀ先生ࡿࢀ࡞࡟

わࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅ成長ࡢ壁ࡇࡾࡢࢆえࡿ忍耐力ࡃࡁࡀࡋࡪࡘࠊࡅࡘࢆ学生育成ࢆ期待ࠋࡍࡲࡋ 

3 コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン力ࡀ全体的࡟落࡚ࡕいࡿ様࡟思いࠋࡍࡲᑓ門௨外ࡢ面࡛ࠊࡶ社会࡟通用ࡿࡍ人ࡢ育成ࢆ期待ࠋࡍࡲࡋ 

4 
㸦仮称㸧ࠕ人文学部定 教育学科ࠖࠕࢆ教育学部定 教育学科ࠖࡓࢀࡉ࡟方ࡀᐅࡋい࡜࠿思いࠋࡍࡲ修㐨大学ࡢࡇࠊࡶ࡚ࡋ࡜方ࡀᐅࡋ

いࠋ…࡜࠿ 

5 
特࡟あࠊࡀࢇࡏࡲࡾコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࡀあࠊࡾᇶ礎学力ࡢ高い人材ࡀ期待࡛ࡑࡁう࡟思えࠋࡍࡲ民間企業側ࡶ歓迎ࡓࡋい

 ࠋࡍࡲ思い࡜

6 学校教育࣭保育ࢆᇶ礎ࠊ࡟生涯教育ࡘ࡟い࡚ࡶ学ࡿ࡭環境ࡀ出来ࡤࢀ良い࡜思いࠋࡍࡲ 



㸱章定 人材需要ࡢ見通ࡋ調査ղ࠙新設構想ࡘ࡟い࡚ࡢ人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ調査㸦企業࣭団体等ࠚ㸧 結果定 定 定 定  

 

45 
  

7 

㸯㸬ᗈ島大学ࡢ教育学部等ࠊᗈ島県内ࡢ௚大学ࡢ教育系ࡢ࡜差別໬ࡾࡼࡀ㸦࡜ࡗࡶ㸧必要࡛࡞ࡣい࡛ࡻࡋう࠿？ 

㸰㸬少子໬ࡀ進ࡴ中࡛ࠊ教員㸦特࡟義務教育ࡢᑠ中学校ࡢ先生㸧࡛ࡲࡇࡑࡀ必要ࡿ࡞࡟見込ࡀࡳあࡻࡋ࡛ࡢࡿう࠿… 

㸱㸬教育系௨外ࡢ民間企業ࠊ࡚࡟”教育系”ࡢ学生ࡼࡢ࡝ࡀう࡞部門࣭部署࡛必要࡚ࢀࡉ࡜いࡻࡋ࡛ࡢࡿう࠿… 

学生࡚ࡗ࡜࡟就職等࡟困࡞ࡽいࡼう࡞学校࡚ࡋ࡟㡬ࡓࡁい࡜ษ࡟願いࠋࡍࡲ 

8 貴校ࡢ時௦変໬ࡢ࡬対応姿勢ࡣ積極的࡛良い࡜思いࠋࡍࡲ௨ୖ 

9 
ᑠ売業࠾࡟い࡚ࡶ教育࡟対ࡾྲྀࡿࡍ組ࢆࡳ強໬ࠊࡾ࠾࡚ࡋ社会的࡞教養࡜教育ࡢᇶ礎知識ࢆ兼ࡡ揃えࡓ学生ࡢ入社ࢆ強ࡃ要望ࡋ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚

10 今ᚋࡶ求人票ࡢ㏦付࡚ࡅ⥆ࢆいࠊ࡛ࡢࡍࡲࡁ履歴書ࡢ㏦付࠾願いࠋࡍࡲࡋ 

11 
学ࢆ࡜ࡇࡪ目的ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ࡜社会࡟活ࢆ࡜ࡇࡍ࠿目的ࠊࡋ࡜学校࣭保育等ࡢ実習ࢆ㔜࡚ࡡい࡚ࡗいࡓࡁࡔࡓいࠋ企業ࡋ࡜

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待࡟学科新設ࡶ࡚

12 
教育学部ࢆ卒業ࡓࡋ学生ࡣあࡾࡲ民間企業࡞ࢀࡽࡅཷࢆい࡜思いࢮࣞࣉࠊࡔࡓࠋࡍࡲンࢩ࣮ࢸョン力ࡸᇶ礎学力ࡣ࡝࡞身ࡘ࡟い

 ࠋࡡࡍい࡛ࡓࡁࡔࡓいࡋ越࠾ࡶ࡟弊社ࡦࡐࠊ࡛ࡢࡍࡲ思い࡜ࡿࡷࡋࡗࡽ࡚

13 人ࢆ育࡚ࠊࡣ࡜ࡇࡿ自身ࢆ磨ྠ࡜࡜ࡇࡃ時࡛ࠊ教育ࡣ共育࡜考えࡿ人材ࢆ育成࡚ࡋ欲ࡋい࡜思いࠋࡍࡲ 

14 
人文学部定ࠕ 教育学科ࠖࢆ卒業ࡓࢀࡉ方ࡢ多ࡣࡃ教育関係ࡢ௙事࡟就ࢆ࡜ࡇࡃ目指࡜ࡿࢀࡉ思いࠋࡍࡲ少子高齢໬ࡴࡍࡍࡀ中࡛

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ期待࡟育成ࡢ人材ࠋࡍࡲࢀࡽ考え࡜ࡢࡶࡿ今ᚋ増えࡀ子弟ࡴ望ࢆ教育࡞高度ࡾࡼ

15 期待࡞ࡋいࠋ必要性ࢆ全ࡃ感࡞ࡌいࠋ 

16 教育ᑓ門コ࣮ࡼࡢࢫうࡳ࡟えࠊࡀࡿ一般企業ࡢ࡬就職数ࡽࡃࢀ࡝ࡀい࠿ࡿ࡞࡟᥎測࡛࡞ࡁいࠋ 

17 教師ࢆᚿ望ࡿࡍ学生࡛ࠊࡽ࠿ࡍ高等教育ࣞࡢࣝ࣋学力ࢆ当然࡟身࡚ࡅࡘ࡟い࡜࡜ࡇࡿ信࡚ࡌ採用ࡓࡋい࡜思いࠋࡍࡲ 

18 資格ྲྀࢆ得࡛ࡿࡁ学科ࡣ非常ࡀࢬ࣮ࢽ࡟あ࡜ࡿ思いࠋࡍࡲ 

19 
教育ࡎࡲࠊࡣ࡜自ศࡀ学ࡀ࡜ࡇࡪ一番大ษ࡛࡜ࡾ࠿ࡗࡋࠋࡍ学ࡔࢇ学生ࡼࡢ࡝ࠊࡣう࡞職種࡛ࡶ活躍࡛࡜ࡿࡁ思ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ

今ᚋࡶ࡜是非࠾ࡃࡋࢁࡼ願い致ࠋࡍࡲࡋ 

20 立派࡞教員ࢆ養成ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

21 

自身ࡀ幼少ࡢ㡭ࡽ࠿様々࡞経験ࠊࡋࢆ成ຌࡸ失敗ࡾࡃࢆ返࡛࠿࡞ࡍ自身࡟自問࡛࡜ࡇࡿࡍ見出ࡁ࡭ࡍ内容ࢆ学問࡚ࡋ࡜机ୖ࡛学

高いࡢᑓ門性ࠊࡀࢇࡏࡲࡾ࠿ศ࡛ࡢい࡞教育者࡛ࡣ࠿う࡝࠿ࡢࡿい࡚ࡗ合࡟ࢬ࣮ࢽࡢ教育現場ࡢ今ࠋࡓࡋࡲࡅཷࢆ印象࡞うࡼࡪ

学問ࡼࡢうࠊ࡛ࡢ࡞多ࡢࡃ時間ࢆ費࡚ࡋࡸୗࡉいࠋ 

22 

࣭設置ࡢ理念ࢆ入学ࡋ学ࡪ学生࡟対࡚ࡋい࡟࠿具体的࡟ᾐ透࡚ࡏࡉいࡀ࠿ࡃ㔜要࡟思いࠋࡍࡲ 

࣭教育者ࣝࣛࣔࡢ࡚ࡋ࡜向ୖࡸ学習ࡿࡅ࡙ࡘࡋ姿勢ࢆ㸲ᖺ間࡜ࡾ࠿ࡗࡋ身ࡶ࡜ࡇࡿࡏࡉࡅࡘ࡟大ษ࡛あ࡜ࡿ思いࠋࡍࡲ 

࣭特別支援学校ࡢ教育࢟ࣜ࢝ュࣛࡢ࣒充実࡟期待࡚ࡋいࠋࡍࡲ社会福祉࣭社会㈉献ࡢ観Ⅼࡶࡽ࠿人材育成ࡣ㔜要࡟思いࠋࡍࡲ 

23 知識௨ୖ࡟人間ࡢ࡚ࡋ࡜ᇶ本ࢆ教え࡚ࡋ࡯い࡛ࠋࡍ 

24 

࣭ᗈ島県内ࡢ⚾立大学࡛ࠊࡣ貴校卒業生ࡢᖹ均ࣞࡀࣝ࣋相対的࡟高い࡜思わࠊࡀࡿࢀ᥎薦入学者ࡢあࡀࣝ࣋ࣞࡿࡺࡽపࢀࡑࠊࡃ

 ࠋ思う࡜ࡿい࡚ࡗ࡞࡜足枷ࡢ貴校学生採用ࡀ

࣭今ᖺ࢖ࡾࡼン࣮ࢱンࢩッࡀࣉ就職活動࠾࡟い࡚㔜要度ࢆ増࡚ࡋいࠊࡀࡿ参ຍ率ࡀ絶望的࡟悪ࠊࡃ学生ࡢ意識ࡢపࡽ࡜࡚ࡋ࡜ࡉ

え࡚ࡲࡋうࠋＫ大学ࡣ対照的࡟参ຍ率ࡀ高ࠊࡃ好印象ࢆ持ࡓࡲࠋࡘ学内࡛࢖ン࣮ࢱンࢩッࡢࣉ窓口ࡀ複数あࢸࢱࠊࡾ割ࡾ

 ࠋࡿࡌ感ࢆࡉ୙便ࡿい࡚ࡅࡘࡋ押࡬外部ࢆ

25 ᗈ島県内ࡶ࡟似ࡼࡓう࡞学科࠾ࢆ持ࡢࡕ大学ࡶ多ࡃあࠋࡍࡲࡾ௚大学ࡣ࡜異ࡿ࡞魅力ࡀ必要ࡑࡾ࡞࡜う࡛ࠋࡡࡍ 

26 

教員採用試験ཷࢆ験ࡿࢀࡉ学生ࡢ方ࠕࡣ民間企業一本࡛࠾࡜ࠖࡍ答えいࠊࡀࡍ࡛ࡢࡃࡔࡓ内ᐃ式間㝿࡚ࡗ࡞࡟辞㏥࠾ࢆ申ࡋ出࡟

 ࠋࡍࡲࡁ信頼࡛ࡶ人間性ࡀ方ࡓいࡔࡓい࡚ࡗ言࡟正直ࡣ場合ࡢࡑࠋࡍࡲい࡚ࡋ大変ⱞ慮ࠊࡃ多ࡀࢫ࣮ࢣࡿ࡞

ⱝい人材ࢆ育࡚ࡢࡽ࠿ࢀࡇࡣ࡜ࡇࡿ日本ࡢᇶ盤ࢆ築ࠋࡍ࡛࡜ࡇࡃ主体性ࡀあ࢕ࢸࣜࢱࣆࢫ࣍ࠊࡾ溢ࡿࢀ子供㐩ࢆ育࡚ࡿࢀࡽ人材

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡲ生ࡀ

27 

教育ࠊࡣ࡜知識ࢆ伝えࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿ健全࡞考え方ࢆ育成ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍ健全࡞考え方ࡢᇶ盤ࠊࡣࡢࡶࡿ࡞࡜正ࡋい歴ྐ観࡛

ࡁ㡬࡚ࡅ設ࢆ機会ࡪい࡚学ࡘ࡟伝統ࡢ日本ࡸ自⏤主義ྐ観ࠊࡃあࡣ自虐ྐ観࡛ࠊࡵࡓࡿࡍ育成ࢆⱝ者ࡍ出ࡾ創ࢆ繁栄ࡢ日本ࠋࡍ

 ࠋいࡓ
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28 

少子高齢໬ࡢ中࡛子供ࡢ人数ࡀ少࡞い࡜言わ࡚ࢀいࡿ昨今ࠊ現実的ࠊࡣ࡟例えࡤᗈ島市࡛ࡶ待機児童ࡀ多ࠊࡃẕ親ࡢ働ࡃ環境࡛

あࠊࡾࡓࡗ子供ࢆ育࡚ࡍࡸい環境ࡀ作࡚ࢀい࡞い࡜思いࡢࡑࠋࡍࡲ中࡛い࡟࠿先生ࡢ人数増ࡿࡼ࡟ࢀࡑࠊ㞠用ࡢ拡大ࠊ結果ࠊ保

育園ࠊ幼稚園ࡢ増ࡢࡑࠊ結果ࠊᑠ中高ࡢ教育ࡢ充実性࡜ࡔ思いࠋࡍࡲ㡹張࡚ࡗいい先生ࢆ輩出࡚ࡋ㡬࡜ࡤࢀࡅ思いࠋࡍࡲ 

29 子供ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ保護者ࡢ気持ࡶࡕ理解ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ人材ࢇࡉࡃࡓࡀ育ࡼࡍࡲࡕうࠊ願ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ 

30 
教員࣭保育士等ࡢ教育職࡜一般企業࡛ࠊࡣ採用時期ࡀࢀࡎ࡟あࠊࡾ両方ࡅ࠿ࢆ持࡛ࡕ就職活動ୖ࡜ࡿࡍࢆ手ࡃ行࡞࠿い࡜思うࡢ

3ࠊ࡛ ᖺḟ㡭ࡽ࠿将来ࡢ就職ࡘ࡟い࡚進路ࢆ考え࡚ࡽࡶえࡼࡿう教育࡚ࡋ㡬ࡓࡁい࡜思いࠋࡍࡲ 

31 

௨ୗࡢⅬࡘ࡟い࡚期待ࠋࡍࡲࡋ 

࣭将来的࡟経営ᖿ部ࢆ担うࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇ人材 

࣭経営ࡢ視Ⅼࢆ持ࠕࡓࡗᑓ門職ࠖࡢ育成 

32 

ࡶ⚾ 30 ᖺ間ࠊ音楽教育࡟携わࠊࡾ༢࡟子供ࡀ好ࠊࡣ࡛ࡅࡔ࡞ࡁ実社会࡛ࡢ教育現場࡞ࡵࡌ࡞࡟い方ࢆ多ࡃ見࡚ࠋࡓࡋࡲࡁ教育ࡣ

人間形成ࡢᇶ礎ࢆ作ࠊࡾ世ࡢ中ࢆ変え࡚いࡃ力ࡶあࡿ大ษ࡞ศ㔝࡛ࠊ࡛ࡢࡍ是非ࠊ大学࡛ࡢ 4 ᖺ間ࢆ理想ࡣ࡛ࡅࡔ終わ࡞ࡽい意

義ࡢあࡿ期間࡚ࡋ࡟い࡜ࡽࡓࡅࡔࡓ思いࠋࡍࡲ 

33 

当社ࡀ求ࡿࡵ人材ࠊ࡚ࡋ࡜自࡛ࡽ課題ࢆ見ࢆࢀࡑࡅࡘ成ࡋ遂ࡿࡆ人࡛あࡣࡎࡲࠊࡵࡓࡿ課題ࢆ発見࡛ࡿࡁ力ࢆ養࡚ࡗいࡿࡅ教育

ࡁい࡚㡬࠾࡚ࡗ養࡟時期ࡢ大学生ࢆࡢࡶいう࡜能力ࡿ伝え࣭ࡿ教えࢆ物事ࡢ司࣭部ୗ࣭先輩࣭ᚋ輩間࡛ୖࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡋ期待ࢆ

 㸧ࡵࡓい࡞少ࡀ人ࡿࢀࡽ考え࠿ࡿࢀࡽ伝えࡃࡍࡸࡾ࠿ศ࡟相手ࡽࡓࡋう࡝ࠊ࡚࡚ࡔ㸦理論ࠋࡍい࡛ࡓ

34 
教育ࡣ社会形成ࡢ原Ⅼ࡜ࡔ考え࡚いࠋࡍࡲ未来ࡢ日本࡚ࡗࡃࡘࢆいࡃ人ࢆ教育ࡿࡍ意味ࢆ深ࡃ考えࠊ大࡞ࡁ目標ࢆ持࡚ࡗ教育࡟

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࢆ事ࡘ育ࡀ人ࡿࡵ組ࡾྲྀ

 ࠋ薄いࡣ関心࡞直接的ࠊࡣい࡚࠾࡟業界㸦信用金庫㸧ࡢࡶ࡝⚾ 35

 ࠋいࡋ࡯࡚ࡗ知ࡶ࡝࡞方ࡾ関わࠊ方ࡾあࡢ教育ࡢ学校教育ࠖ௨外ࠕ 36

37 今ࡢ教育制度ࢆ変え࡚いࡃ様࡞学生ࡽࡶ࡚ࡋ࡟いࡓいࠋ 

38 一般的࡞企業࡛࡞࡟࡞ࢇࡑࡣࢬ࣮ࢽࠊ࡜ࡍい࡞ࡣ࡛ࡢい࡜࠿思いࠋࡍࡲ 

39 
企業࠾࡟い࡚ࡶ人材育成ࡣ最㔜要課題࡛あࠊࡾ人材育成ࡿࡁ࡛ࡢ人材ࢆ求࡚ࡵいࠋࡍࡲ教職࡟関ࡿࡍᑓ門知識ࠊࡣ実㝿࡟現場࡟

 㸧ࡵࡓࡿい࡚ࡋ得ྲྀࢆ教諭免許ࡶ㸦自ศࠋࡍࡲい࡚ࡗ役立࡟非常ࡶい࡚࠾

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ期待ࠋいࡉୗ࡚ࡆ育࡚࡚あࢆ学生ࡿあࡢ元気࡚ࡋ通ࢆ経験ࡢࢇࡉࡃࡓ 40

41 
ᑓ門性ࡢ向ୖࡶ大ษ࡛あࡢࡑࠊࡀࡿ前ࡿ࡞࡜ࢫ࣮࣋࡟人間形成࡟関ࢆ࡜ࡇࡿࡍ高ࡶ࡜ࡇࡿࡵ㔜要࡛あࡢࡑࠋࡿ面࡛ࡣ本学科ࡢ意

義ࡣ十ศ࡟あ࡜ࡢࡶࡿ思いࠋࡍࡲ 

42 勉強ࡓࡋࡇ࡟ࡿࡁ࡛ࡀ事࡞ࡣい࡛ࢀࡑࠊࡀࡍ௨ୖ࡟応用ࡃࡁࡀ人ࢆ望ࠋࡍࡲࡳ 

43 自ࡽ考えࠊ行動࡛ࡿࡁ人材ࡢ育成࡟期待ࡓࡋࢆい࡛ࠋࡍ 

44 

教育関連࡟進ࡓࡳい学生ࡀ選ࡪ学部࡜ࡔ思いࠊࡀࡍࡲ学校ࡢ教員ࢆ目指ࡓࡋ学生ࡀ一般企業࡟就職ࡿࡍ事ࡶ多ࡃあ࡜ࡿ思いࠋࡍࡲ

ࡣ事業㸧ࢢン࢕ࢹ࢙࢘自社㸦࡟ࡳ࡞ࡕࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡃ育࡚࡚ࢆ学生ࡿ対応出来ࡶ࡚ࡗ入࡟一般企業ࠊࡦࡐ 25 ྡ中

5 ྡ㸦20％㸧ࡀ教員ࢆ目指ࡓࡋ学生࡛ࠋࡍ 

45 

ᑓ門的࡞知識ࠊ࡜ࡇࡢࢇࢁࡕࡶࡶ幅ᗈい考え方࣭物事ࡢ捉え方ࢆ学ࡿࢀࡤ事ࢆ期待ࠋࡍࡲࡋ近ᖺࠊ修㐨大学ࡢࡽ࠿採用ࡶࡓࡋࡣ

1ࠊࡢࡢ ᖺ௨内࡟㏥職ࡀࢫ࣮ࢣࡿࡍࢆ⥆い࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾㏥職理⏤࡟関ࠊࡣ࡚ࡋ௙事内容ࡢ୙一致ࠊ人間関係ࡣ࡛࡝࡞ࠊࢀࡘࡶࡢ

あࡶࢆࢀࡑࠊࡀࡓࡋࡲࡾ乗ࡾ越えࡿࢀࡽ精神力ࠊ目標㐩成意欲ࡀ磨ࠊ࡜ࡿࢀ࠿社会࡟出࡚ࠊࡶࡽ࠿能力ࡀ充ศ࡟発揮࡛࡛ࡢࡿࡁ

 ࠋࡍࡲ思い࡜࠿い࡞ࡣ

46 

新設構想中ࡢ教育学科࡟関ࠊࡣ࡚ࡋ教師୙足ࡢ今日ࢬ࣮ࢽࠊ的ࡣ࡟高いࠊࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿今ࡢ࡛ࡲ修㐨大学ࡣࡽ࠿࣮ࣛ࢝ࡢ少

࡟ࡾ売ࢆ何ࡣ結局修㐨大学ࠊࢀࡉศ散ࡀ部ศࡓࡗ࠿良ࡢ࡛ࡲ今ࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࡀ"ࡳ強"ࡢ修㐨大学ࠋࡍࡲࡋࡀ気࡞うࡼࡿい࡚ࢀ外ࡋ

定？࠿ࡢࡓࡗࡔ大学ࡿい࡚ࡋ わࡼࡿ࡞ࡃ࡞ࡽ࠿う࡟思わࠋࡍࡲࢀ 

47 教育学科ࡢ卒業生ࡀᗈࡃ社会࡟㈉献ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡉ願いࠋࡍࡲ 

48 
考え方ࡸ知識࣭技能ࡣ必須࡛ࠊࡀࡍコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン力ࢆ㔜視ࡢ࡛ୖࡓࡋ目的㐩成ࠊࡸ最ᚋࠖࡿࡁࡾࡸࠕ࡛ࡲ力ࡀ㔜要࡛あࡿ

 ࠋࡍࡲࡋ期待致ࠊ様ࡿ養えࢆ力ࡿ戦え࡜世界ࠊ行動力等ࡃ動ࡽ自ࠊࡅࡘ見ࢆ課題ࡸ自身࡛問題ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ考え࡜



㸱章定 人材需要ࡢ見通ࡋ調査ղ࠙新設構想ࡘ࡟い࡚ࡢ人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ調査㸦企業࣭団体等ࠚ㸧 結果定 定 定 定  
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49 ᗈ島近郊ࡢ⚾学࠾࡟い࡚ࠊ教員ࢆ養成ࡿࡍ学科ࡀ誕生ࡣ࡜ࡇࡿࡍ意義ࡀあࠋࡿ 

50 

多様࡞人材ࡼࡢ࡝ࢆう࡟育成࡚ࡋいࡀ࠿ࡢࡃ企業内࡛ࡢ人材育成࡚ࡋ࡜࣐࣮ࢸࡢ考えྠࠋࡍࡲࢀࡽ様࡟教育ࡶ価値観ࡢ異ࡿ࡞親

世௦࡟育࡚ࡓࢀࡽ子供㐩ࡼࡢ࡝ࢆう࡟育࡚ࠊᑟい࡚い࡜࠿ࡃいう大ࢆ࣐࣮ࢸ࡞ࡁ抱え࡚࡜࡜ࡇࡿࢀࡽ࠾᥎察ࠋࡍࡲࡋ⏬一的࡛࡞

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ期待࡟大い࡟ࡳ組ࡾྲྀࡢ貴大学ࠊ࠿ࡿ育࡚࡟࠿いࢆ人材ࡿ出来ࡀ考え方࡞柔軟ࡃ
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Ჭ．ž新設構想についての人材需要アンケȸト調査Ტ企業ȷ団体等Უſ集計結果のポイント 
定

構成比ࠕ※ 㸦ࠖ％㸧ࡣいずれࠊࡶ小数点第二位を四捨五入ࠋ 

 

卸売࣭ᑠ売業ࠕ ●  ࠋ回答ࡽ࠿企業࣭団体ࡢ幅ᗈい業種ࠊࡵࡌࡣࢆ業ࠖࢫࣅサ࣮ࠕࠖ

 

人材需要࢔ンࢺ࣮ࢣ㸦企業࣭団体等㸧࡛回答ࢆ得ࡓ 238 ヶ所ࡢ企業࣭団体等ࢆ種類別࡛ࡓࡳ場合ࠊ最ࡶ

多ࠕࡣࡢࡓࡗ࠿卸売࣭ᑠ売業ࠖࡀ 86 ヶ所ࠊḟい࡛ࡢࡑࠕ௚サ࣮ࢫࣅ業ࠖࡀ 41 ヶ所࡛あࢆࡽࢀࡇࠋࡓࡗ

筆頭࡟幅ᗈい業種ࡢ企業࣭団体等ࡽ࠿回答ࢆ得ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ 

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ施設等ࡢ種別㸦ࠕ問㸯ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

 
 

 

● ᗈ島市内ࡵࡌࡣࢆ県内ࡧࡼ࠾中四国࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡢ規模ࡢ企業࣭団体等ࡽ࠿回答ࠋ 

 

回答ࢆ得ࡓ企業࣭団体等 238 ヶ所ࡢう189ࠊࡕ ヶ所ࡀᗈ島県内48ࠊ ヶ所ࡀ山口県࣭岡山県࡝࡞中四国ࡢ

企業࣭団体等࡛あࠋࡓࡗᚑ業員規模別ࡓࡳ࡟場合100ࠕࠊ 人௨ୖ ࡀ回答ࡢࠖ 93 ヶ所࡛最ࡶ多ࠊࡃ௨ୗ100ࠕ

人未満ࠖ79 ヶ所500ࠕࠊ 人௨ୖࠖ33 ヶ所ࠊࡁ࡙ࡘ࡜幅ᗈいࡢ企業࣭団体等ࡽ࠿回答ࡀ得ࠋࡓࢀࡽ 

 

定ࣇࣛࢢ 回答ࢆ得ࡓ企業等ࡢ所在地㸦ࠕ問㸰ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
 

定ࣇࣛࢢ ྠ定 ᚑ業員規模㸦ࠕ問㸱ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
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● 一般企業ࡢ採用࠾࡟い࡚ࡣ出身学部࣭学科ࠊࡶࡾࡼ社会人ᇶ礎力ࢆ㔜視ࡢ傾向ࠋ 

 

新卒生採用ࡢ㝿࡟㔜視ࡿࡍ能力࣭体験等9ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ 割௨ୖ࡛あࡿ 226 ヶ所ࠕࡀコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能

力ࠖࠊࢆ௚ࡶ࡟過半数ࠕࡀ適応力 忍耐力ࠕࠖ 目的㐩成ᚿ向ࠕࠖ ᑓࠕ一方࡛ࠋࡓࡆ挙ࢆ力ࠖࡍ出ࡳ踏࡟前ࠕࠖ

攻学問ࡢᑓ門的࡞知識 ࡣࠖ 1 割࡟満࡞ࡓい 15 ヶ所࡟留ࡢࡑࠊࡾࡲ証左࡚ࡋ࡜約 8 割ࡢ 192 ヶ所ࡀ新卒生

 ࠋࡓࡋ回答࡜いࠖ࡞問わࡣ出身学部࣭学科等ࠕࡢ

 

定ࣇࣛࢢ 新卒生採用時࡟求ࡢࡶࡿࡵ㸦ࠕ問㸲ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
 

定ࣇࣛࢢ 新卒生ࡢ出身学部ࡘ࡟い࡚㸦ࠕ問㸳ࠖ結果ࡾࡼ㸧 
 

 

定 定 定 定  

 

 

● 7 割ࡀᗈ島修㐨大ࡢ卒業生ࢆᐃ期的࡟採用4ࠊࡋ 割௨ୖࠕࡀ教育学科㸦仮称㸧ࠖ  ࠋࡿࡵ認ࢆ必要性ࡢ

 

回答ࢆ得ࡓ企業࣭団体等 238 ヶ所ࡢうࠊࡕ約 7 割ࡀᗈ島修㐨大学ࡢ卒業生ࠕࢆẖᖺ採用࡚ࡋいࡓࡲࠖࡿ

4ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ回答࡜ࠖࡿい࡚ࡋ採用࡟ࡁ࠾数ᖺࠕࡣ 割௨ୖࠕࡀ教育学科㸦仮称㸧ࠖ ࡚ࡵ極ࡀࢬ࣮ࢽࠕࡣ

高いࠖࡣࢬ࣮ࢽࠕࡣࡓࡲあࡿ程度高いࠖ࡜回答ࡢࡑࠊࡋ社会的ࡘ࡟ࢬ࣮ࢽい࡚認ࡓࡵ㸦௚࡜ࡽࡕ࡝ࠕ࡟

 ࠋ約半数㸧ࡀいࠖ࡞言えࡶ

 

定ࣇࣛࢢ 広島修道大卒業生䛾採用状況䠄䛂問䠒䛃結果より䠅 
 

定ࣇࣛࢢ 䛂教育学科䠄仮称䠅䛃䛾必要性䠄䛂問䠓䛃結果より䠅 
 

  

  

119 
㸦半数㸧 
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● 㸱割௨ୖࠕࡀ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生࡟採用意欲ࢆ示105ࠊࡋ 人ࡢ採用数ࡀ示ࠋࡿࢀࡉ 

 

ᗈ島修㐨大学ࡀ新設ࢆ予ᐃࡿࡍ人文学部ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 33ࠊい࡚ࡘ࡟卒業生ࡢ ヶ所㸦13.9%㸧ࠕࡀ採

用ࡓࡋい 47ࠊࠖ ヶ所㸦19.7%㸧ࠕࡀ採用ࢆ検討ࡓࡋいࠖࠊࡋ࡜合計࡜ࡿࡍ 3 割௨ୖࡢ 80 ヶ所㸦33.6%㸧

ࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡋ示ࢆ採用意欲ࡀ 80 ヶ所ࡽ࠿示ࡓࢀࡉ採用ྍ能人数ࡢ合計ࡣ 105 人ࠕࠊ採用ࡓࡋいࠖ

ࡶ࡚ࡗ限࡟ࡳࡢ 54 人ࠊࡾ࠾採用意欲ࢆ示ࡽࡀ࡞ࡋ人数未提示ࡓࡗࡔ施設等 33 ヶ所㸦ࠕ採用ࡓࡋいࠖࡳࡢ

ࡶ࡛ 14 ヶ所㸧ࢆ含ࠊ࡜ࡿࡵ更ࡿ࡞人材需要ࡀあ࡜ࡿ᥎察ࠋࡿࢀࡉ一方ࠊ採用意欲ࢆ示ࡓࡋ 80ｋ所ࡢう

69ࠊࡕ ヶ所㸦86.3%㸧ࠕࡣコ࣮ࡣࢫ特࡟問わ࡞いࠖࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ࡜教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生ࡣ幅ᗈࡃ採

用ࡢ機会ࡀあ࡜ࡿ思わࠋࡿࢀ 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生ࡢ採用意欲㸦ࠕ問㸶ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

定ࣇࣛࢢ ᗈ島修㐨大学ࠕ教育学科㸦仮称㸧ࠖ 卒業生ࡢ採用ࡀ見込ࡿࢀࡲ人数㸦ࠕ問㸶ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 
 

定ࣇࣛࢢ コ࣮ࢫ別ࡢ採用意欲㸦ࠕ問㸷ࠖ結果ࡾࡼ㸧 

 

⇒ 合計 105 人 



 

51 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙添付ձࠚ 

 調査ࠖࢺ࣮ࢣン࢔高校生ࡢい࡚ࡘ࡟新設構想ࠕ
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ᗈ島修道大学
新 設 構 想 ࡟ つ い ࡚ ࡢ 高 校 生 ア ン ケ ࣮ ト 調 査

㸦対象㸸 㸰㸮㸯㸲年度現在ࠊ高校㸰年生ࡢ皆ࢇࡉ㸧

広島修㐨大学䠄広島市安佐南区大塚東㻝㻙㻝㻙㻝䠅䛿䠎䠌䠍䠒ᖺ䠐月䛻人文学部人間関係学科教育学専攻䠄定員㻡㻜名䠅䜢

改組䛧䚸䛂人文学部 教育学科䛃䠄仮称䞉定員㻝㻜㻜名䠅䛾新設䜢構想䛧䛶い䜎䛩䚹本学䛷䛿䛣䛾アンケ䞊ト調査䜢通䛧䛶䚸

䠎䠌䠍䠒ᖺ䛻大学進学時期䜢䜐䛛え䜛現䞉高校䠎ᖺ生䛾皆䛥䜣䛛䜙䛥䜎䛦䜎䛺䛤意見䜢䛚聞䛝䛧䚸構想内容䛻少䛧䛷䜒཯映

䛧䛯い䛸考え䛶い䜎䛩䚹

䛺䛚䚸回答い䛯䛰い䛯皆䛥䜣䛛䜙得䜙䜜䛯情報䛿広島修㐨大学䛾新設学科構想䛻係䜛統計資料䛸䛧䛶䛾䜏活用い䛯

䛧䜎䛩䚹

高校生䛾皆䛥䜣䛾アンケ䞊ト調査䜈䛾䛤協力䜢䚸䜘䜝䛧䛟䛚願いい䛯䛧䜎䛩䚹

ࠋ実施し࡚いますࡀ第୕者機関㸦株式会社紀伊國屋書店㸧ࡓࢀࡉ委クࡽ࠿ᗈ島修道大学ࡣアンケ࣮ト調査ࡢࡇ※

あࡢࡓ࡞興味ࡢあࡿ学問分野࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡣまࡢࡶࡿすべ࡚࡟○㸧

㸯． 文学࣭歴史࣭心理 㸰． 経済࣭経営࣭商学 㸱． 法学࣭政治

㸲． 社会࣭社会福祉࣭観光 㸳． 外国語࣭国際関係 㸴． 教育࣭保育

㸵． 理学࣭工学࣭情報 㸶． 農࣭畜産࣭水産 㸷． 医学࣭歯学࣭薬学

㸯㸮． 医療。┳護) 㸯㸯． 医療。┳護以外) 㸯㸰． 栄養࣭家政

㸯㸱． スポ࣮ツ࣭健康科学 㸯㸲． 芸術 㸯㸳． そࡢ他㸦 㸧

高校卒業後ࡢ希望進路࡟つい࡚࠾答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡣまࡢࡶࡿすべ࡚࡟○㸧

㸯． 大学 㸰．短期大学 㸱．専門学校

㸲． 就職 㸳．そࡢ他㸦 㸧

あࡢࡓ࡞性別࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡣま࡟ࡢࡶࡿ○㸧

㸯． 男性 㸰． 女性

あ࠾ࡀࡓ࡞住まいࡢ市町村まࡣࡓ都道府┴࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡣま࡟ࡢࡶࡿ○㸧

࠙ᗈ島┴ࠚ 㸯．ᗈ島市 㸰．府中町 㸱．海田町 㸲．熊野町 㸳．坂町

㸴．廿日市市 㸵．大竹市 㸶．安芸太田町 㸷．北ᗈ島町 㸯㸮．安芸高田市

㸯㸯．江田島市 㸯㸰．呉市 㸯㸱．東ᗈ島市 㸯㸲．大崎ୖ島町 㸯㸳．竹原市

㸯㸴．୕原市 㸯㸵．世羅町 㸯㸶．୕次市 㸯㸷．尾道市 㸰㸮．福山市

㸰㸯．府中市 㸰㸰．神石高原町 㸰㸱．ᗉ原市

࠙ᗈ島┴以外ࠚ㸰㸲．山口┴ 㸰㸳．島根┴ 㸰㸴．鳥取┴ 㸰㸵．岡山┴ 㸰㸶．愛媛┴

㸰㸷．そࡢ他㸦 㸧

ࠋいࡉࡔグ入くࡈࢆ都道府┴名ࠊ場合ࡢ他ࠖࡢそࠕ※

教育学科㸦仮称㸧人文学部

問Ძ

問Წ

問Ჭ

問Ხ

あࡀࡓ࡞将来ࠊ希望すࡿ進路࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡣまࡢࡶࡿすべ࡚࡟○㸧

㸯． 教員 㸰． 公務員 㸱． 一般企業

㸲． 専門職。資格ࢆい࠿す職業) 㸳． 起業࣭会社経営 㸴． まࡔ決࡚ࡵい࡞い

㸵． そࡢ他㸦 㸧

問Ჯ



新設構想中

ୖグ内容ࡣ構想中ࡢ内容࡛あࠊࡾ今後変更ࡿ࡞࡜場合ࡀあࡾますࠋ

教育学科

特別支援教育ࢆ含ࡴ教育学ࡢ知識࡟裏打ࡓࢀࡉࡕ幅ᗈい視点࡛教育࣭保育ࢆ行いࠊ
学び続けࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡿ教員ࢆ養成します

学

科

の

特

色

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 小学校教諭一種免許状䚸幼稚園教諭一種免許状䚸保育士資格 䛇

学

費

䥹周
辺
大
学
を
含
む
䥺

卒

業

後

の

進

路

人 文 学 部

大学名䞉学部名䞉学科名

所在地
入学金

授業料䞉

施設費等

初ᖺ次

学費

広島修㐨大学 人文学部教育学科䠄仮称䠅

広島市安佐南区大塚東㻝㻙㻝㻙㻝
㻞㻞㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻜㻟㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻞㻡㻜㻘㻜㻜㻜

比治山大学 現代文໬学部 䛣䛹䜒発㐩教育学科

広島市東区牛⏣新⏫㻠㻙㻝㻙㻝
㻞㻣㻜㻚㻜㻜㻜 㻥㻡㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻞㻞㻜㻘㻜㻜㻜

広島文教女子大学 人間科学部 初等教育学科

広島市安佐໭区可部東㻝㻙㻞㻙㻝
㻞㻡㻜㻘㻜㻜㻜 㻥㻥㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻞㻠㻜㻘㻜㻜㻜

安⏣女子大学 教育学部 児童教育学科

広島市安佐南区安東㻢㻙㻝㻟㻙㻝
㻞㻟㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻜㻠㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻞㻣㻜㻘㻜㻜㻜

教育学科㸦仮称㸧ࠊࡣ次３ࡢつࡢ資質を兼ࡡそろえた人材を養成します㸦ディプロ࣏࣭࣐リシ࣮㸧ࠋ
養
成
す
る
人
材

学
科
の
概
要

以下ࡣ広島修道大学が「016ᖺ(ᖹ成「8ᖺ)４月に新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科(仮称)ࠖࡢ概要です。

㸦仮称㸧

広
島
修
道
大
学

へ
の
ア
ク
セ
ス

近ᖺ䚸教育䛾現場䛷䛿特別䛺ケア䜢必要䛸䛩䜛子䛹䜒䛯䛱䛻対応䛷䛝䜛人材䛜強䛟求䜑䜙䜜䛶い䜎䛩䚹特別支援学校教諭免許状䜢ྲྀ得

䛩䜛䛣䛸䛷䚸教員䛸䛧䛶活躍䛷䛝䜛場䛿大䛝䛟広䛜䜚䜎䛩䚹

開設時期： 㻞㻜㻝㻢ᖺ㻔ᖹ成㻞㻤ᖺ㻕㻠月䠄予定䠅

開設場所： 広島修㐨大学䠄広島市安佐南区大塚東㻝㻙㻝㻙㻝䠅

修業ᖺ限： 㻠ᖺ

入学定員： 㻝㻜㻜名䠄཰容定員：㻠㻜㻜名䠅

ྲྀ得学位： 学士䠄教育学䠅

䛂人間䛾発㐩䛸形成䛃䛻関䛧䛶誕生䞉成熟䞉死䛻至䜛時間
的連䛺䜚䛸䚸家庭䞉学校䞉社会䛻関わ䜛空間的広䛜䜚䛻
䛚い䛶理解䛩䜛学際的䞉総合的視点䛛䜙䛾教育䜢行い䚸

現代䛾教育䛸人間形成䛻関䛩䜛諸問題䛻対応䛧䛯教育
観䛸学び続䛡䜛力䜢身䛻䛴䛡䛯教育実践力䜢備え䛯人材
䜢養成䛩䜛䛣䛸䜢目的䛸䛧䜎䛩䚹

䛂人間䛾発㐩䛸形成䛃䛻䛴い䛶深䛥䛸広䛜䜚
䛾あ䜛知識䛸教養䜢獲得䛩䜛䛸 䛸䜒䛻䚸
そ䜜䜙䜢再構成䛧発信䛩䜛䛯䜑䛾教育学的
䝸テ䝷䝅䞊䜢修得䛧䚸自䜙 主体的䛻学び䜢
創䜚出䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䛻䛺䜛䛣䛸䚹

設
置
の
理
念

確 ࠿ ࡞ 思 考

多様䛺教育実践䛾機会䛻積極的䛻参⏬
䛧䚸䛂人間䛾発㐩䛸形成䛃䛻䛴い䛶得䛯
考え方や知識䞉技能䜢他者䛸䛾協働䛾䜒䛸
䛷活用䛧䛶い䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䛻䛺䜛䛣䛸䚹

広 ࡀ ࡿ 経 験

䛂人間䛾発㐩䛸形成䛃䜢䜑䛠䜛諸問題䛻
対䛧䛶他者䜈䛾敬意䜢払い䛴䛴䚸幅広い
教育学的教養䛸教育実践力䜢䜒䛳䛶当事者
䛸䛧䛶向䛝合䛳䛶い䛟態度䜢涵養䛷䛝䜛䜘う
䛻䛺䜛䛣䛸䚹

開 ࠿ ࢀ た 心

2年次3ࡾࡼコ࣮ス࡟分ࢀ࠿、教諭一種免許状(幼࣭小࣭中࣭高)࣭保育士資格ࡢ取得ࡀ目指せます

初等教育コ࣮ス

3コ࣮ス共通࡛特別支援学校教諭一種免許状ࡢほ࠿、社会教育主事࡜児童福祉司ࡢ任用資格ࡢ取得ࡀ目指せます

教育ࡢ専門知識࡜幅広い教養࣭知識を兼ࡡ備え、広く社会ࡢ発展࡟貢献࡛ࡿࡁ人材を育成します

広島修㐨大学䛾教育学科㻔仮称㻕䛿教育䛾場䛷必要䛺専門知識䛿䜒䛱䜝䜣䚸広䛟社会䛷求䜑䜙䜜䜛教養䞉知識䜢修得䛧䜎䛩䚹䜎䛯䚸地域

社会䛸強い䛴䛺䛜䜚䜢持䛱䚸地域䛸䛸䜒䛻発展䛧䛶䛝䛯本学䛾卒業生䛿䛥䜎䛦䜎䛺分野䛷活躍䛧䛶䛚䜚䚸教育学科䠄仮称䠅䛾卒業生䜒幅広い

活躍䛾場䛜期待䛥䜜䜎䛩䚹

広

島

修

道

大

学

約㻟分
Ｊ Ｒ広島駅

࠙ 広島駅ࡽ࠿ ࠚ

࠙ 中心部ࡽ࠿ ࠚ

本通駅㻛県庁前駅

広島バ䝇センタ䞊

JR横川駅

JR大⏫駅

࠙ 西方面ࡽ࠿ ࠚ

JR西広島駅

࠙ 広島港࣭空港ࡽ࠿ ࠚ

広島空港

JR五日市駅

中筋駅

広 島 港 本通駅

JR

ア䝇ト䝷ム䝷イン

ア䝇ト䝷ム䝷イン

ア䝇ト䝷ム䝷イン

ア䝇ト䝷ム䝷イン

JR

広電バ䝇

広電バ䝇

広電バ䝇

広電バ䝇

䝸ム䝆ンバ䝇

路面電車

約㻝㻥分

約㻞㻡分 約㻝㻤分

約㻟㻢分

約㻞㻥分

約㻞㻠分

約㻠㻜分

約㻠㻜分 約㻞㻜分

約㻞㻡分 約㻟㻢分

広

域

公

園

前

䥹広
島
修
道
大
学
前
䥺

広

域

公

園

前

䥹広
島
修
道
大
学
前
䥺※いࡶࢀࡎ諸会費ࡣ含ࠋࢇࡏࡲࡳ

※広島修道大学 人文学部 教育学科。仮称)ࡢ学費ࡣ予定࡛ࡍ。変更ࡿ࡞࡜場合ࡀあࡍࡲࡾ㸧ࠋ
※他大学ࡢ学費ࡣ各大学࣮࣍ムࢪ࣮࣌掲載情報。ᖹ成「【ᖺ】月時点㸧࡟基࡙ࠋࡍࡲࡁ

広島修㐨大学 人文学部 教育学科㻔仮称㻕䛾学生䛿
卒業後䚸教育機関䞉保育施設䜢䛿䛨䜑䚸社会䛾幅広い
分野䛷活躍䛜期待䛥䜜䜎䛩䚹

࠙活躍ࡀ期待ࡿࢀࡉ場ࡢ例ࠚ

小 学 校 中 学 校 高等学校 中等教育学校

幼 稚 園 認定ࡶ࡝ࡇ園 保 育 所

行政機関 一般企業。教育関連ࢆ含ࡴ様々࡞業種)社会福祉施設

幼児期ࡽ࠿児童期ࡢ子ࡢ࡬ࡕࡓࡶ࡝教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点࠾ࢆい࡚学ぶࠋ

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 小学校教諭一種免許状䚸中学校教諭一種免許状䠄社会䠅䚸高等学校教諭一種免許状䠄地理歴史䠅䛇
思春期࣭青ᖺ期ࢆ視㔝࡟入ࡓࢀ児童࣭生徒ࡢ࡬教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点࠾ࢆい࡚学ぶࠋ

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 中学校教諭一種免許状䠄社会䠅䚸高等学校教諭一種免許状䠄地理歴史䠅䛇
人間࡟対ࡿࡍ理解ࢆ高ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ自ࡢࡽキャリア形成࡟活࡚ࡋ࠿いく࡟ࡵࡓ教育学ࢆ深く学ぶࠋ

学校教育コ࣮ࢫ

教育科学コ࣮ࢫ
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あࡣࡓ࡞広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖ࡟合格ࡓࡋ場合ࠊ入学ࡓࡋい

㸧○࡟ࡘ㸯ࡢࡶࡿࡲࡣ㸦あ࡚ࠋ࠿ࡍࡲ思い࡜

㸯． 合格ࡓࡋ場合ࠊ入学ࡓࡋい

㸰． 合格ࡓࡋ場合ࠊ併願大学ࡢ結果ࡣ࡚ࡗࡼ࡟入学ࡓࡋい

あࡣࡓ࡞広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖཷࢆ験ࡓࡋい࡜思いࠋ࠿ࡍࡲ

㸦あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡟ࡘ○㸧

㸯． ཷ験ࡓࡋい

㸰． ཷ験࡞ࡋい

㸯ࡢ方ࡣ ࠋいࡉࡔ答えく࠾࡟

㸰ࡢ方ࡣ ࠋいࡉࡔ答えく࠾࡟

㸰ࡢ方ࠊࡣ併願先࡚ࡋ࡜検討中ࡢ大学࣭学部࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚࡟࡚࡭ࡍࡢࡶࡿࡲࡣ○㸧

㸯．国公立大学ࡢ教育系学部࣭学科 㸰．そ䛾他䛾私立大学䛾教育系学部䞉学科

㸱．短期大学ࡢ保育科 㸲．そࡢ他㸦 㸧

広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖࡣ入学ᚋࠊ㸱ࡢࡘコ࣮࡟ࢫ分ࠊࢀ࠿

将来ࡢ目標࡟応ࡓࡌ教員免許状等ྲྀࡢ得ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋあࡀࡓ࡞現時点࡛最ࡶ選択ࡓࡋい࡜思う

コ࣮࠾ࢆࢫ答えくࡉࡔいࠋ㸦あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡟ࡘ○㸧

㸯． 初等教育コ࣮ࢫ

㸰． 学校教育コ࣮ࢫ

㸱． 教育科学コ࣮ࢫ

※ୖ記㸱コ࣮ࢫ共通࡛特別支援学校教諭一種免許状ࠊ社会教育主事࡜児童福祉司ࡢ任用資格ྲྀࡀ得可能࡛ࠋࡍ

㸲． 未定

問㸴ࡣ㸰ࠕࡢࢪ࣮࣌人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖࡢ概要ࡈࢆ覧࡛ୖࡢ全員࠾ࡀ答えくࡉࡔいࠋ

問Ჰ

以ୗࡢ問㸵࣭問㸶ࠊࡣ問㸴࡛ࠕ㸯．ཷ験ࡓࡋいࠖ࡜回答ࡓࡋ方࠾ࡀ答えくࡉࡔいࠋ

問Ჱ 問Ჲ

問Ჳ 問10

問Ჱ

問Ჲ

࠙商学部ࠚ

࠙人文学部ࠚ

࠙法学部ࠚ

࠙経済科学部ࠚ

࠙人間環境学部ࠚ

㸳．商学科 㸴．経営学科

㸵．人間関係学科心理学専攻 㸶．人間関係学科社会学専攻

㸷．英語英文学科

㸯㸮．法ᚊ学科 㸯㸯．国際政治学科

㸯㸰．現代経済学科 㸯㸱．経済情報学科

㸯㸲．人間環境学科

他大学等

広島修道大学ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖ以外ࡢ学部࣭学科

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 小学校教諭一種免許状䚸幼稚園教諭一種免許状䚸保育士資格 䛇

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 小学校教諭一種免許状䚸中学校教諭一種免許状䠄社会䠅䚸高等学校教諭一種免許状䠄地理歴史䠅䛇

䛆 ྲྀ得可能䛺免許： 中学校教諭一種免許状䠄社会䠅䚸高等学校教諭一種免許状䠄地理歴史䠅䛇
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࠙商学部ࠚ 㸯．商学科 㸰．経営学科

࠙人文学部ࠚ 㸱．人間関係学科心理学専攻 㸲．人間関係学科社会学専攻

㸳．英語英文学科

࠙法学部ࠚ 㸴．法ᚊ学科 㸵．国際政治学科

࠙経済科学部ࠚ 㸶．現代経済学科 㸷．経済情報学科

࠙人間環境学部ࠚ 㸯㸮．人間環境学科

䠍． 興味䞉関心䛾あ䜛学問分野䛷䛿䛺い䛛䜙

䠎． 国公立大学䜈䛾進学䜢希望䛧䛶い䜛䛛䜙

䠏． 他䛾私立大学䜈䛾進学䜢希望䛧䛶い䜛䛛䜙

䠐． 短期大学䜈䛾進学䜢希望䛧䛶い䜛䛛䜙

䠑． 専門学校䜈䛾進学䜢希望䛧䛶い䜛䛛䜙

䠒． アクセ䝇䛜不便そう䛰䛛䜙

䠓． 学費䛜高い䛛䜙

䠔． そ䛾他䚸理⏤䛜あ䜜ば䛚書䛝䛟䛰䛥い䚹

あ䛺䛯䛜広島修㐨大学䛜新設構想中䛾䛂人文学部教育学科㻔仮称㻕䛃䜢䛂ཷ験䛧䛺い䛃䛸䛥䜜䛯理⏤䜢

䛚答え䛟䛰䛥い䚹䠄あ䛶䛿䜎䜛䜒䛾䛩䜉䛶䛻○䠅

問Ჳ

以ୗࡢ問㸷࣭問10ࠊࡣ問㸴࡛ࠕ㸰．ཷ験࡞ࡋいࠖ࡜回答ࡓࡋ方࠾ࡀ答えくࡉࡔいࠋ

以下䛿広島修㐨大学䛜新設䜢構想中䛾䛂人文学部教育学科㻔仮称㻕䛃以外䛾学科䛷䛩䚹

あ䛺䛯䛜ཷ験䜢検討䛧䛯い䛸思う学科䚸䜒䛧䛟䛿興味䞉関心䛜あ䜛学科䛿あ䜚䜎䛩䛛䚹

䠄あ䛶䛿䜎䜛䜒䛾䛩䜉䛶䛻○䠅

問10

質問ࡣ以ୖࡈࠋࡍࡲࡾ࡞࡜協力いࡁࡔࡓあ࡜ࡀࡾうࡊࡈいࠋࡓࡋࡲ
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࠙添付ղࠚ 

 調査ࢺ࣮ࢣン࢔人材需要ࡢい࡚ࡘ࡟新設構想ࠕ

㸦幼稚園࣭保育所等㸧ࠖ  
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新設構想䛻ついて䛾人材需要アンケ䞊ト調査䠄幼稚園䞉保育所等䠅

㸯． ～㸱㸳名 㸰． 㸱㸴～㸵㸮名 㸱． 㸵㸯～㸯㸮㸳名

㸲． 㸯㸮㸴～㸯㸲㸮名 㸳． 㸯㸲㸯名～㸯㸵㸳名 㸴． 㸯㸵㸴名～㸰㸯㸮名

㸵． 㸰㸯㸯名以ୖ

㸯． 幼稚園 㸰． 認定ࡶ࡝ࡇ園 㸱． 保育所

㸲． 児童福祉施設㸦保育所以外㸧 㸳. そࡢ他㸦 㸧

問 䠐 貴園࣭貴所࠾࡟い࡚勤務࡚ࢀࡉいࡿ幼稚園教諭࣭保育士ࡢ人数࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

。該当ࡿࡍ人数ࡈࢆグ入くࡉࡔい)

以ୗࡢ欄ࠊࡣ認定ࡶ࡝ࡇ園ࡢ࡝࡞場合࠾࡟い࡚ࠊ㸰ࡢࡘ資格ࢆ᭷ࠊࡋ両業務࡟従事ࡿࡍ人数࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

ࠋいࡉࡔグ入くࡈ外数࡛ࠊࡎࡵ含࡟人数ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢୖࠊࡣ人数ࡢグ載࡟以ୗࠊ࠾࡞

ᗈ島修㐨大学 教育学科㸦仮称㸧人文学部

ࠋࡍࡲࡋࡓいࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟貴園࣭貴所ࠊ࡟ࡵࡌࡣ

現時点ࡢ園児࣭幼児数࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡚ࡋࢆ○࡟ࡘくࡉࡔいࠋ)問 䠏

貴園࣭貴所ࡢ所在地࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡚ࡋࢆ○࡟ࡘくࡉࡔい)問 䠎

貴園࣭貴所ࡘ࡟い࡚࠾答えくࡉࡔいࠋ。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡚ࡋࢆ○࡟ࡘくࡉࡔい)問 䠍

ᗈ島修㐨大学㸦ᗈ島市安佐南区大塚東1-1-1㸧ࡣ㸰㸮㸯㸴年㸲᭶࡟人文学部人間関係学科教育学専攻㸦定員50名㸧ࢆ改組

幼稚園࣭ࠊ࡚ࡋ通ࢆアンケ࣮ト調査ࡢࡇࡣ本学࡛ࠋࡍࡲい࡚ࡋ構想ࢆ新設ࡢ人文学部教育学科㸦仮称࣭定員100名㸧ࠊࡋ

保育所等ࡢ皆様ࡈࡽ࠿意見ࢆいࡔࡓくࠊ࡛࡜ࡇ今後ࡾࡼࡶ一層ࠊ教育࣭保育࡟貢献࡛ࡿࡁ人材輩出ࢆ行࡚ࡗ参ࡓࡾい࡜

考え࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾

ࠋࡍࡲࡋࡓ活用いࡳࡢ࡚ࡋ࡜統計資料ࡿ係࡟新設学科構想ࡢᗈ島修㐨大学ࡣ情報ࡓࢀࡽ得ࡽ࠿ࢇࡉ皆ࡓいࡔࡓ回答いࠊ࠾࡞

何卒ࡈ協力ࡢほࠊ࡝謹࠾࡛ࢇ願い申ࠋࡍࡲࡆୖࡋ

ࠋࡍࡲい࡚ࡋ実施ࡀ第୕者機関㸦株式会社紀伊國屋書店㸧ࡓࢀࡉ委クࡽ࠿ᗈ島修㐨大学ࡣアンケ࣮ト調査ࡢࡇ※

合計 名◆ 幼稚園教諭 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ

合計 名◆ 保育士 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ

合計 名◆ 幼稚園教諭＋保育士 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ

࠙ᗈ島県ࠚ 㸯．ᗈ島市 㸰．府中町 㸱．海田町 㸲．熊㔝町 㸳．坂町 㸴．廿日市市

㸵．大竹市 㸶．安芸太田町 㸷．北ᗈ島町 㸯㸮．安芸高田市 㸯㸯．江田島市 㸯㸰．呉市

㸯㸱．東ᗈ島市 㸯㸲．大崎ୖ島町 㸯㸳．竹原市 㸯㸴．୕原市 㸯㸵．世羅町 㸯㸶．୕次市

㸯㸷．尾㐨市 㸰㸮．福山市 㸰㸯．府中市 㸰㸰．神石高原町 㸰㸱．ᗉ原市

࠙ᗈ島県以外ࠚ 㸰㸲．山口県 㸰㸳．そࡢ他㸦 㸧

ࠋいࡉࡔグ入くࡈࢆ都㐨府県名ࠊ場合ࡢ他ࠖࡢそࠕ※
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問 䠒 貴園࣭貴所ࡿࡅ࠾࡟幼稚園教諭࣭保育士ࡢ今後ࡢ採用見通ࡘ࡟ࡋい࡚࠾答えくࡉࡔいࠋ

。貴園࣭貴所࡛勤務ࡿࢀࡉ人材ࡘ࡟い࡚ࠊ最ࡶあ࡚ࡿࡲࡣ番号ࡈࢆグ入くࡉࡔい)

㸯． 不足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ採用数ࢆ増やࡓࡋい

㸰． 適度࡟充足ࠊࡾ࠾࡚ࡋ現行並ࡢࡳ採用数ࢆ維持ࡓࡋい

㸱． 過剰࡛あࠊࡾ採用数ࢆ減ࡓࡋࡽい

㸲． わ࡞ࡽ࠿い

◆ 幼稚園教諭免許状 保᭷者 ◆ 保育士資格 保᭷者

㸯． コ࣑ュࢽケ࣮ション能力 㸰． 基礎的࡞学力 㸱． 幼児教育࣭保育ࡢ専門知識

㸲． 社会常識࣭࣮ࢼ࣐ 㸳． 積極性࣭行動力 㸴． 幼児ࡢ࡬愛情

㸵． チ࣮࡛࣒働く力 㸶． 幼児教育࣭保育ࡢ࡬情熱 㸷． 目的㐩成能力

㸯㸮． トラブル࣭問題解決能力 㸯㸯． 特別࡞ケアࢆ要ࡿࡍ幼児ࡢ࡬

対応力

㸯㸰． そࡢ他㸦 㸧

問 䠔 新卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࢆ採用ࡿࢀࡉ際ࠊ㔜視ࡿࡍ内容࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

㸦あ࡚࡚ࡋࢆ○࡟࡚࡭ࡍࡢࡶࡿࡲࡣくࡉࡔいࠋ㸧

問 䠑 貴園࣭貴所࠾࡟い࡚㸰㸮㸯㸲年㸲᭶࡟採用ࡓࢀࡉ新卒ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢ人数࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

。該当ࡿࡍ人数ࡈࢆグ入くࡉࡔい)

問 䠓 今後ࠊ㸲年制大学ࠊ短期大学ࠊ保育専門学校ࡢうࠊࡕいࡢࢀࡎ卒業者ࡾࡼࢆ採用ࡓࡋい࠾࡜考え࡛ࠋ࠿ࡍ

。最ࡶあ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯࡚ࡋࢆ○࡟ࡘくࡉࡔい)

䠍． 㸲年制大学 䠎． 短期大学 䠏． 保育専門学校

䠐． 特䛻こ䛰わら䛺い

幼稚園教諭免許状࣭
◆ 保育士資格ࡢ両方ࡢ

保᭷者

以ୗࡢ欄ࠊࡣ認定ࡶ࡝ࡇ園ࡢ࡝࡞場合࠾࡟い࡚ࠊ㸰ࡢࡘ資格ࢆ᭷ࠊࡋ両業務࡟従事ࡿࡍ人数࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

ࠋいࡉࡔグ入くࡈ外数࡛ࠊࡎࡵ含࡟人数ࡢ幼稚園教諭࣭保育士ࡢୖࠊࡣ人数ࡢグ載࡟以ୗࠊ࠾࡞

合計 名◆ 幼稚園教諭 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ

合計 名◆ 保育士 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ

合計 名◆ 幼稚園教諭＋保育士 名㸧㸦そࡢうࠊࡕ㸲年制大学卒業者ࡣ
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新設構想中

ୖグ内容ࡣ構想中ࡢ内容࡛あࠊࡾ今後変更ࡿ࡞࡜場合ࡀあࠋࡍࡲࡾ

教育学科

特別支援教育ࢆ含ࡴ教育学ࡢ知識࡟裏打ࡓࢀࡉࡕ幅ᗈい視点࡛教育࣭保育ࢆ行いࠊ

学び続ࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡿࡅ教員ࢆ養成ࡍࡲࡋ

䥹周
辺
大
学
を
含
む
䥺

人 文 学 部

学
科
の
概
要

以下ࡣ広島修㐨大学016」ࡀᖺ。ᖹ成「8ᖺ)４月࡟新設構想中ࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࡢ概要࡛すࠋ

㸦仮称㸧

開設時期： 「016ᖺ。ᖹ成「8ᖺ)4月㸦予定㸧

開設場所： 広島修㐨大学㸦広島市安佐南区大塚東1-1-1㸧

修業ᖺ限： 4ᖺ

入学定員： 100名㸦収容定員：400名㸧

取得学位： 学士㸦教育学㸧

時間的ࡿ至࡟関し࡚誕生・成熟・死࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

連ࠊ࡜ࡾ࡞家庭・学校・社会࡟関わࡿ空間的広࠾࡟ࡾࡀい࡚

理解すࡿ学際的・総合的視点ࡢࡽ࠿教育を行いࠊ現代ࡢ教育

力ࡿ学び続け࡜対応した教育観࡟諸問題ࡿ関す࡟人間形成࡜

を身࡟つけた教育実践力を備えた人材を養成すࡿこ࡜を目的

ࠋします࡜

設
置
の
理
念

教育学科㸦仮称㸧ࠊࡣ次３ࡢつࡢ資質を兼ࡡそろえた人材を養成します㸦ディプロ࣏࣭࣐リシ࣮㸧ࠋ

養
成
す
る
人
材

࡜い࡚深さࡘ࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

広ࡢࡾࡀあࡿ知識࡜教養を獲得࡜ࡿࡍ

ࡵたࡿࡍ発信ࡋを再構成ࡽࢀそࠊ࡟ࡶ࡜

ࡽ自ࠊࡋ教育学的ࣜテࣛシ࣮を修得ࡢ

主体的࡟学びを創ࡾ出ࡍこࡿࡁ࡛ࡀ࡜

ࠋ࡜こࡿ࡞࡟うࡼ

確 ࠿ ࡞ 思 考

多様࡞教育実践ࡢ機会࡟積極的࡟参画

い࡚得たࡘ࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕࠊࡋ

考え方や知識࣭技能を他者ࡢ࡜協働ࡢ

࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡃい࡚ࡋ活用࡛࡜ࡶ

ࠋ࡜こࡿ࡞

広 ࡀ ࡿ 経 験

࡟諸問題ࡿࡄࡵ形成ࠖを࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

対࡚ࡋ他者へࡢ敬意を払いࠊࡘࡘ幅広い

教育学的 教養࡜教育実践力を࡚ࡗࡶ

当事者࡚ࡋ࡜向ࡁ合࡚ࡗいࡃ態度を涵養

ࠋ࡜こࡿ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛

開 ࠿ ࢀ た 心

広島修㐨大学 人文学部 教育学科。仮称)ࡢ学生ࡣ卒業後ࠊ教育機関࣭保育施設をࠊࡵࡌࡣ社会ࡢ幅広い分野࡛活躍ࡀ期待

さࢀまࠋࡍ

࠙活躍ࡀ期待さࡿࢀ場ࡢ例ࠚ

卒

業

後

の
進
路

近年ࠊ教育ࡢ現場࡛ࡣ特別࡞ケアࢆ必要࡜すࡿ子ࡶ࡝たち࡟対応࡛ࡿࡁ人材ࡀ強く求࡚ࢀࡽࡵいますࠋ

特別支援学校教諭免許状ࢆ取得すࡿこࠊ࡛࡜教員࡚ࡋ࡜活躍࡛ࡿࡁ場ࡣ大ࡁく広ࡾࡀますࠋ

3コ࣮ス共通࡛特別支援学校教諭一種免許状ࡢほࠊ࠿社会教育主事࡜児童福祉司ࡢ任用資格ࡢ取得ࡀ目指せます

2年次3ࡾࡼコ࣮ス࡟分ࠊࢀ࠿教諭一種免許状。幼࣭小࣭中࣭高)࣭保育士資格ࡢ取得ࡀ目指せます

教育ࡢ専門知識࡜幅広い教養࣭知識ࢆ兼ࡡ備えࠊ広く社会ࡢ発展࡟貢献࡛ࡿࡁ人材ࢆ育成ࡋます

広島修道大学ࡢ教育学科。仮称)ࡣ教育ࡢ場࡛必要࡞専門知識ࡶࡣちࠊࢇࢁ広く社会࡛求ࡿࢀࡽࡵ教養࣭知識ࢆ

修得ࡋますࠋまたࠊ地域社会࡜強いつࢆࡾࡀ࡞持ちࠊ地域࡟ࡶ࡜࡜発展ࡁ࡚ࡋた本学ࡢ卒業生ࡉࡣまࡊま࡞

分野࡛活躍ࠊࡾ࠾࡚ࡋ教育学科㸦仮称㸧ࡢ卒業生ࡶ幅広い活躍ࡢ場ࡀ期待ࢀࡉますࠋ

学

科

の

特

色

小 学 校 中 学 校 高等学校 中等教育学校 幼 稚 園 認定ࡶ࡝ࡇ園 保 育 所

行政機関 一般企業。教育関連を含ࡴ様々࡞業種)

࠙ 取得可能࡞免許㸸 小学校教諭一種免許状ࠊ幼稚園教諭一種免許状ࠊ保育士資格 ࠚ
初等教育コ࣮ࢫ

幼児期ࡽ࠿児童期ࡢ子ࡕࡓࡶ࡝へࡢ教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点を࠾い࡚学ぶࠋ

࠙ 取得可能࡞免許㸸 小学校教諭一種免許状ࠊ中学校教諭一種免許状㸦社会㸧ࠊ高等学校教諭一種免許状㸦地理歴史㸧ࠚ
学校教育コ࣮ࢫ

思春期࣭青年期を視㔝࡟入ࡓࢀ児童࣭生徒へࡢ教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点を࠾い࡚学ぶࠋ

࠙ 取得可能࡞免許㸸 中学校教諭一種免許状㸦社会㸧ࠊ高等学校教諭一種免許状㸦地理歴史㸧ࠚ
教育科学コ࣮ࢫ

人間࡟対すࡿ理解を高ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ自ࡢࡽキャリア形成࡟活࡚ࡋ࠿いく࡟ࡵࡓ教育学を深く学ぶࠋ

社会福祉施設
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問䠍䠌 広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖ࡟対ࠊ࡚ࡋ期待ࡿࢀࡉ点やࡈ要望ࡀあࡾまࠊࡽࡓࡋ

ࠋいࡉࡔくࡁ書࠾࡟自由ࡈ

質問ࡣ以上ࡾ࡞࡜ますࡈࠋ協力いࡁࡔࡓあ࡜ࡀࡾうࡊࡈいまࠋࡓࡋ

問９以降͸ɺ３ページͷʮ人文学部教育学科ʢ仮称ʣʯͷ概要を͝覧ͷ上でお答えくだ͞いɻ

問 䠕

問㸷以降ࠊࡣ」ペ࣮ࠕࡢࢪ人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖࡢ概要をࡈ覧ࡢ上࡛࠾答えくࡉࡔいࠋ

広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖを卒業ࡓࡋ学生を採用ࡓࡋい࡜思わࢀますࠋ࠿

。あ࡚ࡣまࡢࡶࡿ㸯つ࡟○をࠊࡋ㸯まࡣࡓ㸰ࡢ場合ࡣ人数をࡈ記入くࡉࡔい)

䠍． 採用し䛯い

䠎． 採用を検討し䛯い

䠏． 䛹䛱ら䛸も言え䛺い

䠐． 採用䛿し䛺い

㸯まࡣࡓ㸰ࡢ場合ࡋࢁࡼࠊけࡤࢀ採用可能࡜思わࡿࢀ人数をࡈ記入くࡉࡔいࠋ

名
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࠙添付ճࠚ 

 調査ࢺ࣮ࢣン࢔人材需要ࡢい࡚ࡘ࡟新設構想ࠕ

㸦企業࣭団体等㸧ࠖ  
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新設構想䛻つい て 䛾人材需要 ア ン ケ 䞊 ト 調査 䠄 企 業 䞉 団 体等 䠅

問 䠐 新卒生ࢆ採用ࡿࡍ際ࠊ࡟求ࡿࡵ能力࣭体験等࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

医あ࡚ࡍࡢࡶࡿࡲࡣべ࡚࡚ࡋࢆ○࡟くࡉࡔい)

ᗈ島修㐨大学 教育学科㸦仮称㸧人文学部

ࠋࡍࡲࡋࡓいࡡ尋࠾つい࡚࡟貴社࣭貴団体ࠊ࡟ࡵࡌࡣ

貴社ࡢ従業員規模ࡋࡶくࡣ貴団体ࡢ職員規模࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

医あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡚ࡋࢆ○࡟くࡉࡔい)

問 䠏

貴社ࡢ本社ࡋࡶくࡣ貴団体ࡢ主ࡿࡓ事業所ࡢ所在地࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ

医あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡚ࡋࢆ○࡟くࡉࡔい)

問 䠎

貴社࣭貴団体ࡢ業種࠾ࢆ答えくࡉࡔいࠋ医あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡚ࡋࢆ○࡟くࡉࡔい)問 䠍

ᗈ島修㐨大学㸦ᗈ島市安佐南༊大塚東1-1-1㸧ࡣ㸰㸮㸯㸴年㸲月࡟人文学部人間関係学科教育学専攻医定員50名)ࢆ改組ࠊࡋ

人文学部ࠕ 教育学科ࠖ医仮称࣭定員100名)ࡢ新設ࢆ構想࡚ࡋいࠕࠋࡍࡲ人文学部 教育学科ࠖ医仮称)ࡣ教育࣭保育ࡢ場ࡣ

検討ࡈࢆ採用ࡈ将来ࡣつい࡚ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ࡜目的ࢆ育成ࡢ人材ࡿࡁ貢献࡛࡟発展ࡢ分㔝࡛ᗈく社会࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࢇࢁࡕࡶ

いࡔࡓく企業࣭団体ࡢ皆様ࡈ࡟意見ࢆ賜ࡀ࡜ࡇࡿ㔜要࡜考えࠊ本࢔ンケ࣮トࢆ実施ࡉせ࡚いࡔࡓく࡜࡜ࡇいࠋࡓࡋࡲࡋࡓ

ࠋࡍࡲࡋࡓ活用いࡳࡢ࡚ࡋ࡜統計資料ࡿ係࡟新設学科構想ࡢᗈ島修㐨大学ࡣ情報ࡓࢀࡽ得ࡽ࠿ࢇࡉ皆ࡓいࡔࡓ回答いࠊ࠾࡞

何卒ࡈ協力ࡢほࠊ࡝謹࠾࡛ࢇ願い申ࠋࡍࡲࡆୖࡋ

ࠋࡍࡲい࡚ࡋ実施ࡀ第୕者機関㸦株式会社紀伊國屋書店㸧ࡓࢀࡉ委クࡽ࠿ᗈ島修㐨大学ࡣンケ࣮ト調査࢔ࡢࡇ※

㸯． 建設業 㸰． 製造業 㸱． 情報通信業

㸲． 運輸業 㸳． 卸売࣭小売業 㸴． 金融࣭保険業

㸵． 不動産業 㸶． 飲食࣭宿泊業 㸷． ་療࣭福祉

㸯㸮． 教育࣭学習支援 㸯㸯． そࡢ他サ࣮ビス業 㸯㸰． 電気࣭ガス業

㸯㸱． 水産࣭農林࣭鉱業 㸯㸲． 公務࣭団体 㸯㸳． そࡢ他㸦 㸧

࠙ᗈ島県ࠚ 㸯．ᗈ島市 㸰．府中町 㸱．海田町 㸲．熊㔝町 㸳．坂町 㸴．廿日市市

㸵．大竹市 㸶．安芸太田町 㸷．北ᗈ島町 㸯㸮．安芸高田市 㸯㸯．江田島市 㸯㸰．呉市

㸯㸱．東ᗈ島市 㸯㸲．大崎ୖ島町 㸯㸳．竹原市 㸯㸴．୕原市 㸯㸵．世羅町 㸯㸶．୕次市

㸯㸷．尾㐨市 㸰㸮．福山市 㸰㸯．府中市 㸰㸰．神石高原町 㸰㸱．ᗉ原市

࠙ᗈ島県以外ࠚ 㸰㸲．山口県 㸰㸳．島根県 㸰㸴．鳥取県 㸰㸵．岡山県

㸰㸶．愛媛県 㸰㸷．高知県 㸱㸮．香川県 㸱㸯．徳島県

㸱㸰．そࡢ他㸦 㸧

ࠋいࡉࡔグ入くࡈࢆ都㐨府県名ࠊ場合ࡢ他ࠖࡢそࠕ※

㸯． 㸯㸮㸮人未満 㸰． 㸯㸮㸮人以ୖ 㸱． 㸳㸮㸮人以ୖ

㸲． 㸯，㸮㸮㸮人以ୖ 㸳． 㸳，㸮㸮㸮人以ୖ

㸯． コミュニケ࣮ション能力 㸰． 基礎的࡞学力 㸱． 専攻学問ࡢ専門的࡞知識

㸲． 語学力 㸳． 考え抜く力 㸴． 前࡟踏ࡳ出ࡍ力

㸵． 目的㐩成志向 㸶． 適応力 㸷． ンタ࣮ンシップ経験࢖

㸯㸮． ボランテ࢔࢕経験 㸯㸯． 忍耐力 㸯㸰． 理解力

㸯㸱． 論理力 㸯㸲． 取得資格࣭免許
㸦見込含ࡴ㸧

㸯㸳． そࡢ他㸦 㸧
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新設構想中

ୖグ内容ࡣ構想中ࡢ内容࡛あࠊࡾ今後変更ࡿ࡞࡜場合ࡀあࠋࡍࡲࡾ

教育学科

特別支援教育ࢆ含ࡴ教育学ࡢ知識࡟裏打ࡓࢀࡉࡕ幅ᗈい視点࡛教育࣭保育ࢆ行いࠊ

学び続ࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡿࡅ教員ࢆ養成ࡍࡲࡋ

人 文 学 部

学
科
の
概
要

以下ࡣ広島修㐨大学016」ࡀᖺ。ᖹ成「8ᖺ)４月࡟新設構想中ࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࡢ概要࡛すࠋ

㸦仮称㸧

開設時期： 「016ᖺ。ᖹ成「8ᖺ)4月㸦予定㸧

開設場所： 広島修㐨大学㸦広島市安佐南区大塚東1-1-1㸧

修業ᖺ限： 4ᖺ

入学定員： 100名㸦収容定員：400名㸧

取得学位： 学士㸦教育学㸧

時間的ࡿ至࡟関し࡚誕生・成熟・死࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

連ࠊ࡜ࡾ࡞家庭・学校・社会࡟関わࡿ空間的広࠾࡟ࡾࡀい࡚

理解すࡿ学際的・総合的視点ࡢࡽ࠿教育を行いࠊ現代ࡢ教育

力ࡿ学び続け࡜対応した教育観࡟諸問題ࡿ関す࡟人間形成࡜

を身࡟つけた教育実践力を備えた人材を養成すࡿこ࡜を目的

ࠋします࡜

設
置
の
理
念

教育学科㸦仮称㸧ࠊࡣ次３ࡢつࡢ資質を兼ࡡそろえた人材を養成します㸦ディプロ࣏࣭࣐リシ࣮㸧ࠋ

養
成
す
る
人
材

࡜い࡚深さࡘ࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

広ࡢࡾࡀあࡿ知識࡜教養を獲得࡜ࡿࡍ

ࡵたࡿࡍ発信ࡋを再構成ࡽࢀそࠊ࡟ࡶ࡜

ࡽ自ࠊࡋ教育学的ࣜテࣛシ࣮を修得ࡢ

主体的࡟学びを創ࡾ出ࡍこࡿࡁ࡛ࡀ࡜

ࠋ࡜こࡿ࡞࡟うࡼ

確 ࠿ ࡞ 思 考

多様࡞教育実践ࡢ機会࡟積極的࡟参画

い࡚得たࡘ࡟形成ࠖ࡜発㐩ࡢ人間ࠕࠊࡋ

考え方や知識࣭技能を他者ࡢ࡜協働ࡢ

࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡃい࡚ࡋ活用࡛࡜ࡶ

ࠋ࡜こࡿ࡞

広 ࡀ ࡿ 経 験

࡟諸問題ࡿࡄࡵ形成ࠖを࡜発㐩ࡢ人間ࠕ

対࡚ࡋ他者へࡢ敬意を払いࠊࡘࡘ幅広い

教育学的 教養࡜教育実践力を࡚ࡗࡶ

当事者࡚ࡋ࡜向ࡁ合࡚ࡗいࡃ態度を涵養

ࠋ࡜こࡿ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛

開 ࠿ ࢀ た 心

広島修㐨大学 人文学部 教育学科。仮称)ࡢ学生ࡣ卒業後ࠊ教育機関࣭保育施設をࠊࡵࡌࡣ社会ࡢ幅広い分野࡛活躍ࡀ期待

さࢀまࠋࡍ

࠙活躍ࡀ期待さࡿࢀ場ࡢ例ࠚ

卒

業

後

の
進
路

近年ࠊ教育ࡢ現場࡛ࡣ特別࡞ケアࢆ必要࡜すࡿ子ࡶ࡝たち࡟対応࡛ࡿࡁ人材ࡀ強く求࡚ࢀࡽࡵいますࠋ

特別支援学校教諭免許状ࢆ取得すࡿこࠊ࡛࡜教員࡚ࡋ࡜活躍࡛ࡿࡁ場ࡣ大ࡁく広ࡾࡀますࠋ

3コ࣮ス共通࡛特別支援学校教諭一種免許状ࡢほࠊ࠿社会教育主事࡜児童福祉司ࡢ任用資格ࡢ取得ࡀ目指せます

2年次3ࡾࡼコ࣮ス࡟分ࠊࢀ࠿教諭一種免許状。幼࣭小࣭中࣭高)࣭保育士資格ࡢ取得ࡀ目指せます

教育ࡢ専門知識࡜幅広い教養࣭知識ࢆ兼ࡡ備えࠊ広く社会ࡢ発展࡟貢献࡛ࡿࡁ人材ࢆ育成ࡋます

広島修道大学ࡢ教育学科。仮称)ࡣ教育ࡢ場࡛必要࡞専門知識ࡶࡣちࠊࢇࢁ広く社会࡛求ࡿࢀࡽࡵ教養࣭知識ࢆ

修得ࡋますࠋまたࠊ地域社会࡜強いつࢆࡾࡀ࡞持ちࠊ地域࡟ࡶ࡜࡜発展ࡁ࡚ࡋた本学ࡢ卒業生ࡉࡣまࡊま࡞

分野࡛活躍ࠊࡾ࠾࡚ࡋ教育学科㸦仮称㸧ࡢ卒業生ࡶ幅広い活躍ࡢ場ࡀ期待ࢀࡉますࠋ

学

科

の

特

色

小 学 校 中 学 校 高等学校 中等教育学校 幼 稚 園 認定ࡶ࡝ࡇ園 保 育 所

行政機関 一般企業。教育関連を含ࡴ様々࡞業種)

࠙ 取得可能࡞免許㸸 小学校教諭一種免許状ࠊ幼稚園教諭一種免許状ࠊ保育士資格 ࠚ
初等教育コ࣮ࢫ

幼児期ࡽ࠿児童期ࡢ子ࡕࡓࡶ࡝へࡢ教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点を࠾い࡚学ぶࠋ

࠙ 取得可能࡞免許㸸 小学校教諭一種免許状ࠊ中学校教諭一種免許状㸦社会㸧ࠊ高等学校教諭一種免許状㸦地理歴史㸧ࠚ
学校教育コ࣮ࢫ

思春期࣭青年期を視㔝࡟入ࡓࢀ児童࣭生徒へࡢ教育的働࠿ࡁけ࡟㔜点を࠾い࡚学ぶࠋ

࠙ 取得可能࡞免許㸸 中学校教諭一種免許状㸦社会㸧ࠊ高等学校教諭一種免許状㸦地理歴史㸧ࠚ
教育科学コ࣮ࢫ

人間࡟対すࡿ理解を高ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ自ࡢࡽキャリア形成࡟活࡚ࡋ࠿いく࡟ࡵࡓ教育学を深く学ぶࠋ

社会福祉施設
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問 䠑 貴社࣭貴団体࠾࡟い࡚新卒生を採用ࡿࢀࡉ際ࠊ出身学部࣭学科等࡟つい࡚ࡢ࡝程度考慮ࡲࢀࡉすࠋ࠿

。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡟○を࡚ࡋくࡉࡔい)

問９以降͸ɺ３ページͷʮ人文学部教育学科ʢ仮称ʣʯͷ概要を͝覧ͷ上でお答えくだ͞いɻ

問】以降ࠊࡣ「ペ࣮ࠕࡢࢪ人文学部 教育学科㸦仮称㸧ࠖࡢ概要をࡈ覧ࡢ上࡛࠾答えくࡉࡔいࠋ

問 䠓 広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖࡀ養成すࡿ人材ࠊࡣ社会的ニ࣮ࡀࢬ高い࡜

思わࡲࢀすࠋ࠿。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡟○を࡚ࡋくࡉࡔい)

㸯． 採用予定者全員࡟つい࡚ࠊ出身学部࣭学科等ࡣ考慮すࡿ

㸰． 一部ࡢ採用予定者࡟つい࡚ࠊࡣ出身学部࣭学科等ࡣ考慮すࡿ

㸱． 出身学部࣭学科等ࡣ問わ࡞い

㸲． わ࡞ࡽ࠿い

２䛾場合䚸一部䛾採用予定者䛿䛹䛾よう䛺人材䛜

あて䛿ま䜛䛛䚸よ䜝しけ䜜ば䛤記入くだ䛥い䚹

㸯．ニ࣮ࡣࢬ極࡚ࡵ高い 㸰．ニ࣮ࡣࢬあࡿ程度高い 㸱．ࡶ࡜ࡽࡕ࡝言え࡞い 㸲．ニ࣮ࡣࢬ高く࡞い

問 䠔 広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖを卒業ࡓࡋ学生を採用ࡓࡋい࡜思わࡲࢀすࠋ࠿

。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡟○をࠊࡋ㸯ࡣࡓࡲ㸰ࡢ場合ࡣ人数をࡈ記入くࡉࡔい)

㸯． 採用ࡓࡋい

㸰． 採用を検討ࡓࡋい

㸱． い࡞言えࡶ࡜ࡽࡕ࡝

㸲． 採用࡞ࡋࡣい

㸯ࡣࡓࡲ㸰ࡢ場合ࡋࢁࡼࠊけࡤࢀ採用可能࡜思わࡿࢀ人数をࡈ記入くࡉࡔいࠋ

名

問 䠒 貴社࣭貴団体࠾࡟けࡿ広島修道大学卒業生ࡢ採用状況を࠾答えくࡉࡔいࠋ

。あ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡟○を࡚ࡋくࡉࡔい)

㸯． 毎年採用࡚ࡋいࡿ

㸰． 数年࡟ࡁ࠾採用࡚ࡋいࡿ

㸱． 時期ࡣ不明ࠊࡀࡔ採用ࡀ࡜ࡇࡓࡋあࡿ

㸲． 採用࡞ࡣ࡜ࡇࡓࡋい

㸳． わ࡞ࡽ࠿い

問 䠕

広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖࡣ㸰ペ࣮ࠕࡢࢪ学科ࡢ特色ࠖࡀ示すࠊࡾ࠾࡜

㸰年次ࡾࡼ㸱つࡢコ࣮࡟ࢫ分ࡲࢀ࠿すࠋ採用を検討ࡓࡋい࡜思わࡿࢀコ࣮ࢫを࠾答えくࡉࡔいࠋ

。最ࡶあ࡚ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯つ࡟○を࡚ࡋくࡉࡔい㸧

㸯．初等教育コ࣮ࢫ 㸰．学校教育コ࣮ࢫ 㸱．教育科学コ࣮ࢫ 㸲．コ࣮ࡣࢫ特࡟問わ࡞い

問㸷ࠊࡣ問㸶࡛ࠕ㸯．採用ࡓࡋいࠖࠕ㸰．採用を検討ࡓࡋいࠖ࠾࡜答えいࡔࡓいࡓ場合ࡈࠊࡳࡢ回答くࡉࡔいࠋ
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問䠍䠌 広島修道大学ࡀ新設構想中ࠕࡢ人文学部 教育学科。仮称)ࠖ࡟対ࠊ࡚ࡋ期待ࡿࢀࡉ点やࡈ要望ࡀあࠊࡽࡓࡋࡲࡾ

ࠋいࡉࡔくࡁ書࠾࡟自由ࡈ

質問ࡣ以上ࡲࡾ࡞࡜すࡈࠋ協力いࡁࡔࡓあ࡜ࡀࡾうࡊࡈいࠋࡓࡋࡲ
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